
第３図 柱根１ （１／１６）
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第４図 柱根２ （１／１６）

６ 弥生時代の木製品
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第５図 礎板・建築部材・板材
（９５３・９５５・９５６・９６３・９６４・１９３８～１９４０・２４１７・２４２３ １／８，その他 １／１６）
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第６図 棒材・原材
（９５１・１９４３・２４０８・２４１１ １／８，その他 １／１６）

６ 弥生時代の木製品
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７ 玉作りについて

（１）はじめに

北陸は弥生時代から古墳時代にかけて，緑色凝灰岩を中心とする石製玉作関連遺物（注１）が出土する遺

跡数が全国的にみて多いことが知られる。しかし製作工程が復元できるほどまとまって出土すること

は少なく，数点出土する遺跡が大半である。富山県でも弥生時代の遺跡ではこれまでに２６（注２）の遺跡で

石製玉作関連遺物が出土している。やはり数点出土する遺跡が大半であるが，そのうち当財団が調査

を行った下老子笹川遺跡では，調査面積の広さから集落のほぼ全域を発掘したこともあり，Ｂ地区を

中心に大量の石製玉作関連遺物が出土した。その数は打割，調整時に発生した廃棄剥片（緑色凝灰岩

６，６２６ｇ，鉄石英１，８５３ｇ）を除くと管玉関連で７８９点（緑色凝灰岩６７０点，鉄石英１１９点），勾玉関連で

４０点，各種石材の石核類で２３０点（緑色凝灰岩１４３点，鉄石英１９点，石英２６点，ひすい３４点，めのう３

点，その他５点），合計１，０５９点となっており，富山県内では最大量，北陸では大量に出土した遺跡の

一つである。なかでも管玉に関する資料が多く出土しており，ここでは管玉を中心として下老子笹川

遺跡における玉作りについてまとめ，考察の一つとしたい。

（２）出土状況

石製玉作関連遺物は主に遺構埋土の土壌洗浄により見つかった。土壌洗浄で見つかった石製玉作関

連遺物は発掘調査時には床面直上から出土することが多く，土壌洗浄の結果でも建物屋内部で集中し

て出土している。床面直上やそれ以外の埋土の区別は特に行っていないが，「建物廃絶後の流れ込み」

や「建物廃絶後に他所から運んで廃棄した」とみるよりも建物屋内部で玉作りが行われた痕跡を示す

ものと考えたい。

次に各地区の出土状況を示すが，詳細については第Ⅴ章弥生時代の遺構・遺物を参照されたい。

Ａ地区では１棟の竪穴建物（ＳＩ１）の屋内部から緑色凝灰岩剥片が若干量出土している。Ｂ地区

と比較するとはるかに少ない。Ｂ地区では竪穴建物を中心に緑色凝灰岩・鉄石英・ひすいなどを素材

とする玉の未成品・剥片が多く出土した。これらの石製玉作関連遺物が出土した竪穴建物は必ず緑色

凝灰岩が出土しており，これに伴って鉄石英・石英・ひすいも出土している。緑色凝灰岩製管玉の玉

作りを中心に行いながら若干量のその他の石材の玉作りも行っていたことがいえる。

（３）製作工程について

Ａ 管玉について

下老子笹川遺跡出土の緑色凝灰岩では，細型・太型の大きく分けて２種類の管玉が出土した。肉眼

観察では，石材は細型が硬質で淡緑色・濃緑色のもの，太型が軟質で淡緑色のものが多く見られた。

鉄石英では緑色凝灰岩の細型と同様な法量の管玉が多く見られた。なお，鉄石英の石材・色調には個

体別に大きなちがいは見受けられなかった。

管玉は通常，石材を分割し，研磨して形を整え，穿孔した後仕上げの研磨を行うという工程で製作

される。ここでは下老子笹川遺跡出土の緑色凝灰岩製管玉の未成品を中心に工程ごとに分類し，観察

を行った。

１）原石採集

素材となる原石は河原の転石を拾うことや露頭から採集することが考えられる。出土した石核・剥

片などを観察すると，緑色凝灰岩では円礫であったことを示す外表皮は残存せず，管玉の完成品には

見られない石材が変質している所や色にムラがある所が見られるが，それは多くはない。また，遺跡
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内で最大長の石核である２９３６でも長さ９２．９㎜と扱いやすい大きさである。運びやすい大きさ，加工し

やすい大きさ・形にして更に玉の石材として使える部分を選んで遺跡内に運んだことが考えられる。

鉄石英は外表皮の残る石核がいくつかあり，転石を拾ったことが考えられる。石英はほとんどが外表

皮を残しており，転石を拾い，円礫のまま遺跡内に運んだことが考えられる。現在，遺跡近くを流れ

る小矢部川の河原では緑色凝灰岩の円礫を容易ではないが拾うことができ，原石採集の候補地の一つ

である。鉄石英・めのうも現在小矢部川上流で採集でき，原石採集地の候補の一つとして挙げておく。

なお，石材の産地同定は行っていないが，このように県内でも採集可能であるため，県内で採集され

たものを素材にしていると推定する。

２）分割工程（（ａ）荒割工程・（ｂ）形割工程）

採集した石を打ち割ることで大きさを変え，形を整えたり平坦面を作り出し，管玉の原型となる四

第１図 緑色凝灰岩角状荒割工程品 （１／３）

７ 玉作りについて
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第２図 緑色凝灰岩板状荒割工程品 （１／３）
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角柱状品（形割工程品）を作り出すまでの工程。下老子笹川遺跡の緑色凝灰岩では主に管玉を製作し

ているが，緑色凝灰岩製の勾玉が１点あるため，荒割工程ではまだ管玉のための工程であるかは不明

で，形割工程品で管玉の未成品とわかる。

（ａ）荒割工程（第１～５図）

①～②又は更に③・④の段階を経る。

①段階：採集した原石を分割し，厚さを整えた角状（第１図）・板状（第２図）・柱状（第３図）に

整形する。②段階：①段階で得たものをさらに小さな角状（第４図）・小さな板状（第５図）に分割す

る。③段階：②段階で得た角状品を厚さが均一になるように板状に分割する。④段階：③段階で次の

形割工程で得ようとする四角柱状品の厚さに近づけなかった場合には目的とする厚さの板状品を得る

まで分割を繰り返す。分割することで形状は板状と角状・柱状の繰り返しとなるが，一度に平坦面を

作り出せるように分割している（注３）。なお，各段階で荒い研磨や調整剥離などを行い整形することがあ

るが，多くはない（１１０６・１１０８・２４３０・２８９２など）。この工程途中のものやこの工程で得たものを荒割

工程品とした。

（ｂ）形割工程（第６～８図）

荒割工程で得た板状品を分割し，断面が正方形に近い四角柱状品を得る。出土した四角柱状品を見

ると，側面に打撃を加えて分割したものが多く，天地面に打撃を加えるものはわずかである。また，

断面正方形に分割できなかったものについては，整形するために２次的に調整剥離を施すことがある（注３）。

この工程で得た四角柱状品を形割工程品とした。

３）研磨工程（第９・１０図）

砥石を工具とする工程。四角柱状の形割工程品に線状痕が残る荒い研磨を施して，より整った角柱

状に仕上げる。線状痕は荒割工程の整形時にできたものと変わらない。四角柱状に研磨されているも

第３図 緑色凝灰岩柱状荒割工程品 （１／３）

７ 玉作りについて
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のが若干あるが，大部分が多角柱状に仕上げられる。この工程途中のものやこの工程で得たものを研

磨工程品とした。

４）穿孔工程（第１１・１２図）

穿孔具を工具とする工程。穿孔面に浅い窪みを付け，そこに穿孔を行う。浅い窪みは片面ずつそれ

ぞれ穿孔する直前に付けられたと思われ，途中までの一方向の穿孔のみで終了しているものはもう一

方の未穿孔面に浅い窪みを残さない。穿孔の一作業として行われている。穿孔方向は不明なものを除

くとほとんどが両側穿孔である。稀に両側穿孔だったものが作業中に欠け，欠けた面を研磨して仕上

第５図 緑色凝灰岩板状（小）荒割工程品 （１／３）

第４図 緑色凝灰岩角状（小）荒割工程品 （１／３）

１３３９ ２９４１１４６３
１１０８

１０９９ ２９６５
２９４４

１１０５ １１０４１１０３

１３３８ １４０６ ２９２４
１１０７

２９６６ １０７６１１０６ １０７７

第Ⅹ章 考察

３４１



第６図 緑色凝灰岩製管玉形割工程品（１）（１／３）

７ 玉作りについて
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第７図 緑色凝灰岩製管玉形割工程品（２）（１／３）
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げることで片側穿孔のように見えるものもある。穿孔部分の断面を観察すると，太型管玉の断面形状

は擂鉢状（第１２図）で，太めで先端が鋭利でない穿孔具が用いられている。細型管玉の断面形状は長

細い二等辺三角形で，直径１㎜前後と細く，先端は尖る。

５）仕上げ研磨工程（第１３図）

仕上げの研磨を施す工程。光沢をもつように磨かれ，荒割工程や研磨工程とは異なる工具を用いる。

また完成品（第１４図）の様子から，穿孔部分の孔内壁はストローのようで，穿孔方向が分からないほ

どに整えられている。

第８図 緑色凝灰岩製管玉形割工程品（３）（１／３）

７ 玉作りについて
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第９図 緑色凝灰岩製管玉研磨工程品（１）（１／１）
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第１０図 緑色凝灰岩製管玉研磨工程品（２）（１／１）

７ 玉作りについて

１７１１
１１４８１１４７ １１４９ １７０８

１７０７ ３０２３１７１２
１７１０

１０５５

１５７０ ９８５

１１５１ １１５２

１３０７
１０５４ １０７８３０２４

１００８３４２０１３４７１３４８

１４７３１４７４ １０５３ １４７０

１１４５
１５２７ １７０６９８９

３４６



第１１図 緑色凝灰岩製管玉穿孔工程品（１）（１／１）
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第１２図 緑色凝灰岩製管玉穿孔工程品（２）（１／１）

第１３図 緑色凝灰岩製管玉仕上げ工程品 （１／１）

第１４図 緑色凝灰岩製管玉完成品 （１／１）

７ 玉作りについて
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第１５図 鉄石英製管玉未成品 （１２０５・１２１１・１２２１・１２３６・１２３７・１２４５・３０４１ ２／３，その他 １／１）
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Ｂ 勾玉について（第１６図）

勾玉は管玉ほど未成品の出土量はないが，完成品・未成品を合わせると各建物内で最高５点，平均

１～２点ほど出土している。出土した勾玉完成品を見ると，ここに図示していないが，形状は完成品

２３点のうち，断面が扁平な半�状のもの（注４）が２２点を占め，残りの１点（１６９１）は頭部を欠損している

が，断面が円形に近い不定形勾玉（注４）である。白・緑・茶・黒など，各系統の色があり，形態は統一さ

れているものの石材や色調は様々である。

１）原石採集

勾玉の石材で最も多く出土したひすいについて見ていきたい。出土したひすい石核・剥片を観察す

ると，円礫であったことを示す外表皮の残るものが比較的多く見られる。完全に丸みをもつものもあ

り，河原や海岸で採集したことが考えられる。現在ひすいの産地は新潟県では糸魚川市姫川上流の小

滝川や青海川上流の橋立地区が知られ，その下流や海岸でも採集できる。富山県では糸魚川市に隣接

する下新川郡朝日町の宮崎海岸で採集できる。

２）分割工程（（ａ）荒割工程・（ｂ）形割工程）

資料が充分ではないため，不明な点が多い。

（ａ）荒割工程

ひすいは二分冊第�章に掲載している１７９１・２４３８・３０５７のように，厚さがほぼ均一になるように分

割している。１５５２・１５９０は施溝分割したもので，白濁した質の悪い部分が大半を占める。擦切り溝は

深いところで約８㎜あり，分割面のうち擦切りに頼る割合は大きい。出土したひすいの大半が打割の

みで分割されていることから，質の悪い部分を確実に切り取るために石材の性格に応じて施溝分割が

行われていると考えられる。

（ｂ）形割工程（１７９５）

遺物量は少ないが，１７９５のように調整の研磨や剥離を施し，Ｄ字形に近い形に整形すると思われる。

３）研磨工程（１０２１・１７９６・３０６２）

整ったＤ字形になるように研磨を施す。３０６２と同じ形態のものはいくつか見られるが，研磨の状況

は鏡面のように磨くものや擦痕の残るものなど，特に揃っていない。

第１６図 勾玉未成品，完成品 （１７９５・１７９６ ２／３，その他 １／１）

７ 玉作りについて

１０２１１７９６
１７９５

３０６２ ３０６７ １３９０

３５０



４）抉り入れ工程（３０６７）

勾玉の腹部に相当する部分に抉りを入れる工程。前工程で研磨を施したＤ字形未成品の直線部分に

抉りを入れている。どのようにして抉りを入れたのかは未成品からは窺い知れないが，表面－裏面方

向に線状痕が残っており，研磨を施し整形を行なっている。

５）穿孔工程

半�状勾玉のうち３点は両側穿孔，５点は片側穿孔であるが貫通する際にはもう一方の面から少し

穿孔を行っている。不定形の１６９１は２箇所の穿孔が確認できる。１箇所は欠損面で穿孔部分が観察で

き両側穿孔が確認できる。もう１箇所も両側穿孔である。勾玉は穿孔距離が管玉ほど長くなく，穿孔

径はその形状から多少太くなっても問題はない。穿孔径が１．４８～４．２２�となり，穿孔具は管玉とは大

きさの異なるものを用い，特に穿孔方向などに規則性をもたずに作業を行っている。また穿孔方向が

分からないほどに穿孔部分の断面が整った管状になり，孔内壁の整形が行われたものもある。

６）仕上げ研磨工程

仕上げの研磨を行う工程。前の研磨工程で鏡面のように磨いているものもあり，全ての未成品に対

してここで研磨を行ったとはいえない。

Ｃ 製作工具について

工具類は敲石・砥石・鉄製錐が出土しているが，出土状況や使用痕から玉作関連と決定できるもの

はない。下老子笹川遺跡での玉作りに関わる工具として，以下のものが考えられる。

１）打割工具

分割工程でハンマーの使用が考えられる。また分析の結果（注３），打割の際に形状に特徴のある台を使

用したと考えられる。

２）調整工具

分割工程で面の整形を行うのに調整工具が用いられている。廃棄剥片や未成品には直径１㎜程度の

打点を残すものがあり，先端径が１㎜程度の工具を使用したことが考えられる。そして分析の結果（注３），

工具の先端が潰れずに直径１㎜程度の打点を残せるものとして鉄製品が推定されている。後にも述べ

るＢ５地区ＳＩ６から出土した鉄製錐は長さ９㎜，幅１．５㎜で，調整工具の機能も考えられたが，金属

学的分析を行なった大澤正己氏より押圧剥離ができる程の強度はないとの御指摘を受けた。

３）砥石

分割工程，研磨工程，仕上げ研磨工程で砥石の使用が考えられる。分割工程と研磨工程では同等の

擦痕があり，これと仕上げ研磨工程とで２種類の砥石の存在が考えられる。

４）穿孔具

錐と固定具が考えられる。下老子笹川遺跡で出土した管玉の完成品は長さが６．２２～１７．０２㎜まである。

全て両側穿孔でちょうど半分ずつ穿孔すると仮定すると，錐の刃となる部分の必要な長さは３．１１㎜以

上から８．５１㎜以上までとなる。舞錐などに固定する部分も含めると更に長さが必要になってくる。Ｂ

５地区ＳＩ６から出土した鉄製錐は長さ９㎜，幅１．５㎜である。長さでみると充分であるが，細型管玉

の完成品・未成品は孔径１．５㎜以下の遺物が多く出土しており，これより細い錐が用いられている。こ

の鉄製錐が玉の穿孔具だとすれば，太型の管玉か勾玉の穿孔に用いられていたことが考えられる。

固定具は，下老子笹川遺跡とほぼ同時期の遺跡である富山県江上Ａ遺跡で「鳴子形木器」としてい

るものが２５点出土しているが，これが唯一の例として知られる。法量は長さ１２～１７㎝，幅１．２～２㎝，

厚さ最大１．３㎝を測り，長さの半分よりも偏った位置に直径４～５㎜，８～９㎜の円形や隅丸方形の孔
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や窪みが作られる。出土したもののうち１点の孔内には調査時に白色の粘土がつまっており，この粘

土を利用して玉を固定したと報告されている（注５）。なお，窪み状の孔の底や貫通した孔の周辺には，穿

孔の際に誤って刺したかのような，先の尖ったもので突いた痕跡を残すものが数点見られ，玉の固定

具としての性格を一層強めている。穿孔には対象物の固定は欠かせないものであり，下老子笹川遺跡

では出土していないが同様なものを使用していたと思われる。

（４）玉作工房

Ａ 玉作工房について

ａ 玉作工房の分類

弥生時代後期後半の集落が見つかったＢ地区では，竪穴建物１８棟・周溝式平地建物４棟・掘立柱建

物５棟・周溝遺構３２棟・道路・土坑・溝・畠などが検出され，１７棟の竪穴建物・４棟の周溝式平地建

物・２棟の掘立柱建物・８棟の周溝遺構で石製玉作関連遺物が出土した。そのうち１３棟の竪穴建物で

集中して石製玉作関連遺物が出土し，ここが工房であったと思われる。出土した石製玉作関連遺物は

建物が廃棄された直前の生産状況を表しており，それ以前に玉作りが行われていたとしても微細な剥

片類は残るはずである。ここでは管玉製作に関わる剥片や未成品の量から以下のように建物を分類し

た（第１７図・第１表）。

大規模玉生産

Ｂ３地区ＳＩ５，Ｂ５地区ＳＩ６・１０（新・旧）・１１，Ｂ６地区ＳＩ２１が該当する。

屋内部で多量の未成品・剥片が出土し，確実に玉作りを行っていた建物。各工程の未成品が出土し

ており，工程全般を行っていた。

小規模玉生産

Ｂ５地区ＳＩ７・８・９，Ｂ６地区ＳＩ１２・１３・１５・１７・２２が該当する。

屋内部で少量の未成品・剥片が出土した建物。石製玉作関連遺物の出土量は少ないが，床面直上か

ら剥片が出土するなど，調査時の観察から玉作りを行っていた可能性が高い。ＳＩ１５は穿孔工程品が

多く，その他の未成品や剥片が少ない。穿孔工程を中心に行っていた可能性がある。その他の建物は

量は少ないが各工程の未成品が出土しており，工程全般を行っていたと思われる。

石製玉作関連遺物出土建物

Ｂ５地区ＳＢ１・ＳＨ１１・１３・１４・１５，Ｂ６地区ＳＩ１４・１６・１８・２３・２４・２５・２６・ＳＨ２１・２２・

３１，Ｂ７地区ＳＩ１９・ＳＢ２・ＳＨ３９が該当する。なお，Ｂ６地区ＳＩ１４では勾玉の未成品が１点出

土しており，これに関わる建物の可能性もある。そのほか第１７図では示していないが，Ａ７地区ＳＩ

１もここに該当する。

建物屋内部で少量の剥片，建物周溝内で少量の未成品・剥片が出土した建物。出土した石製玉作関

連遺物は周辺からの混入と思われる。

ｂ 玉作工房について

先に分類した建物を観察すると以下のようになる。

大規模玉生産 建物形状は隅丸方形の周溝式竪穴建物２棟，円形の周溝式竪穴建物２棟，円形の竪

穴建物１棟である。屋内部は炉・柱穴のほかは土器が出土する土坑があり，石製玉作関連遺物が特別

多く出土する遺構や玉作関連の工作遺構はなかった。ＳＩ２１Ｋ１は周堤を持つ土坑でほかには見られ

ない形態であるが，石製玉作関連遺物は僅かに出土したのみで玉作りとの関連はわからなかった。

小規模玉生産 建物形状は隅丸方形の周溝式竪穴建物４棟，円形の周溝式竪穴建物２棟，五角形の

７ 玉作りについて
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周溝式竪穴建物１棟，円形の竪穴建物１棟である。屋内部は炉・柱穴のほかは土器が出土した土坑が

あり，石製玉作関連遺物が特別多く出土する遺構や玉作関連の工作遺構はなかった。

石製玉作関連遺物出土建物 隅丸方形の周溝式竪穴建物４棟，周溝式平地建物４棟，周溝式掘立柱

建物２棟，周溝遺構８棟である。石製玉作関連遺物は混入で，玉作りは行われてなかったと思われる。

大規模玉生産・小規模玉生産に分類される建物は竪穴建物に限られ，周溝式平地建物・周溝式掘立

柱建物・掘立柱建物・周溝遺構では玉作りは行われていない。しかし竪穴建物の中でも玉作りが行わ

れていない建物があり，建物の形状からは工房かどうかの判断はできない。玉作りが行われた竪穴建

物の内部には工作用施設と思われるものはなかった。

Ｂ 玉作工房の変遷

Ｂ地区は弥生時代後期前半末から後期後半（土器型式では猫橋式から法仏式）にかかる時期の建物

群である。ここでは切り合いや土器形式から遺構の変遷がわかるもの（注６）を中心に集落内での玉作りの

状況をみていきたい。

最も古い時期の建物となるのはＢ５地区ＳＩ１１・Ｂ６地区ＳＩ１８である。ＳＩ１１では緑色凝灰岩製

の管玉を製作している。硬質で細型の管玉のほか，軟質で太型の管玉も製作している。ＳＩ１８では剥

片のみが少量出土した。

次にＢ５地区ＳＩ９・Ｂ６地区ＳＩ１３が建てられる。ＳＩ９は緑色凝灰岩製の管玉未成品が僅かで

剥片は少量出土である。ＳＩ１３も出土量はＳＩ９同様に少ないが，めのうの石核が３点出土している

ことが注目される。

次にＢ５地区ＳＩ１０（旧）・Ｂ６地区ＳＩ１４が建てられる。ＳＩ１０（旧）は緑色凝灰岩や鉄石英の管

玉未成品が出土した。緑色凝灰岩では硬質で細型の管玉が大半を占めるが，軟質で太型の管玉も僅か

に出土している。ＳＩ１４は屋内部では未成品は勾玉が１点出土したのみで玉作りは行っていなかった

と思われる。

最後にＢ５地区ＳＩ１０（新）が建てられる。ここでは緑色凝灰岩のほか鉄石英や少量の石英の管玉

を製作している。緑色凝灰岩では細型で硬質なもの，鉄石英でも細型の管玉を製作している。

以上のように集落の始まりから終わりまで玉作りが行われている。始めは多くの細型・太型の緑色

凝灰岩製管玉を製作し，その後量が少ないながらも継続し，終わりには管玉の石材として鉄石英や石

英が加わることが，建物のうち一部からではあるが窺える。最後の建物であるＳＩ１０（新）は最も多

くの石製玉作関連遺物が出土しており，玉作りが行われた後にごく一部を除き（注７）生活空間として使用

された可能性は低い。この建物は焼失住居で，おそらく玉作りが行われた後にあまり時間を置かずに

建物が廃棄・焼失されたため，床面に多くの石製玉作関連遺物が残った状態で見つかったと思われる。

なお焼失後の片付けや持ち出しの痕跡は見られない。ＳＩ１０（旧）は建て替えでＳＩ１０（新）に切ら

れており，遺物の取り上げ時に混入した可能性が否定できない。ＳＩ１０（旧）で玉作りを行わず建て

替え後のＳＩ１０（新）で玉作りを行ったという場合と，ＳＩ１０（旧）で少量の玉作りを行っていたが

建物を小さいものに建て替えた後に大量の玉作りを行ったという場合の２通りが考えられる。後者の

場合は玉の生産量が増えるのにも関わらず工房を縮小しているということになる。生産量を増やすた

めに増築する，新たに建物を建てるというのが自然なことから考えると，建物が元々工房を目的とす

る建物ではなく必要があって玉作りが行われたことがいえる。下老子笹川遺跡は，それぞれの建物で

毎年行われ続けたような玉作りを生業とする専業集落ではなく，その時々の必要に応じて時折玉作り

を行った集落と考えられる。

第Ⅹ章 考察
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（５）下老子笹川遺跡での玉作り

下老子笹川遺跡での玉作りの特徴としては，以下のことがあげられる。

・石製玉作関連遺物は県内最大の出土量である。遺跡から出土した石核では良質な部分を持つもの（ま

だ使えそうなもの）が多く出土している。県内で石材が採集でき，石材の豊富さが認められる。

・完成品・未成品・剥片共に緑色凝灰岩が圧倒的に多いが，Ｂ５地区ＳＩ１０（新）では緑色凝灰岩の

ほかに，鉄石英・石英の管玉を製作していた。石英は若干量，鉄石英は緑色凝灰岩ほどではないが多

く製作していた。またひすいの原石や未成品・剥片が出土していることから，この石材の玉も製作し

ていたことがいえる。そのほか石材は不明であるが，色調の異なる勾玉も製作していた。

・玉作の技法は北陸で弥生後期後半以降のものとして従来から知られている技法と基本的に変わらない。

・石製玉作関連遺物は建物内で集中して見つかっている。玉作りに関わる屋外での作業は考えられに

くい。集落の周辺に畠や木製鍬が見つかっており，農業を生業とし，農閑期（冬など）に必要があれ

ば玉作りを行う集落と考えられる。

・最後の建物であるＢ５地区ＳＩ１０（新）では管玉の完成品は４点しか出土していない。玉作り後あ

まり期間を置かずに建物は焼失されているが，その前に完成品は遺跡から搬出されていると考えられ，

玉作り後期間を置かずに遺跡から搬出されていることがいえる。

・石川県・福井県では弥生中期から後期まで，玉作遺跡の比較的近くに玉大量副葬の墓があることが

多い。一方富山は玉大量副葬の墓が今のところ見つかっていないが，石川県・福井県と同様に中期か

ら玉作りは行われており（注８），今後見つかる可能性はある。しかし富山県は石川県・福井県と異なり，

弥生時代中期では大量に玉作りを行う集落は見つかっていない。現在までの資料によると，中期では

玉作りが始まったものの小規模で，後期では需要とともに生産量が増えたと思われる。下老子笹川遺

跡周辺での今後の調査に期待したい。

（６）まとめ

下老子笹川遺跡の管玉の製作工程はこれまで示された弥生時代後期後半のものとほぼ同様なもので

あった。そして生産している玉の石材は緑色凝灰岩を中心とし鉄石英やひすいを伴うなど，弥生時代

後期後半の玉作遺跡としては同じ北陸の福井県・石川県・新潟県でこれまで知られてきたものと同じ

文化を持つ遺跡であることが言える。それは石材が手に入りやすい地理にあることや，冬の気候条件

などの共通点を含めて同じ文化圏を築いていたと思われる。玉作りについては広域で検討するのが望

ましいが現在資料は増加中であり，遺跡内でのまとめとした。資料がまとまった時点で再考察したい。

なお，平成１６年１月に開催した玉見学会では多くの助言をいただいた。参加者の皆様に深く感謝いた

します。 （��由紀子）

注
注１ 玉作りの素材となる石材・玉の未成品・製作過程で生じた廃棄剥片を総称して第Ⅴ章，第Ⅵ章とここでは石製玉作関連遺物

と言う。
注２ 中野由紀子 ２００１「富山県における弥生時代の玉生産」『中部弥生時代研究会第３回例会発表要旨集』，２００２『能越自動車道

関連埋蔵文化財包蔵地試掘調査報告 NEJ－１３ NEJ－１４ NEJ－２０ NEJ－２１ 中尾坊田遺跡 中尾新保谷内遺跡』財団
法人富山県文化振興財団埋蔵文化財調査事務所，中野由紀子 ２００４「中谷内遺跡の緑色凝灰岩片について－C３地区出土資
料の紹介－」『富山考古学研究』第７号 財団法人富山県文化振興財団埋蔵文化財調査事務所

注３ 分割方法の詳細な検討については，第�章「３管玉製作工具と分割方法・二次加工方法の推定分析」で行っている。
注４ 森貞次郎 １９８０「弥生勾玉考」『鏡山猛先生古稀記念古文化論攷』を参考にした。
注５ 上市町教育委員会 １９８４『北陸自動車道遺跡調査報告－上市町木製品・総括編－』
注６ ２００４年１１月に当事務所で行われた「下老子笹川遺跡土器見学会」の資料を参考にした。
注７ 中野由紀子 ２０００「玉作り作業空間の検討－下老子笹川遺跡の事例より－」『富山考古学研究 第３号』
注８ 財団法人石川県埋蔵文化財センター ２００３『玉をめぐる交流』発表レジュメ集，を参考にした。
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８ 下老子笹川遺跡の中近世

（１）中世の遺構・遺物

Ａ 中世の遺構

中世の遺構には，掘立柱建物９棟，溝，井戸，土坑などがある。遺構に伴う遺物が少なく，時期ご

との遺構変遷を示すことは難しい。そのため，時代的特徴を示す建物を中心に検討してみたい。

掘立柱建物は桁行１間×梁行１～３間（推定）×２間の小型建物で，桁行２間×梁行１間のものが

多い。面積は１０～２８㎡のものが多く，狭い。柱間は１．３～４．３mとバラバラである。出土遺物もほとんど

ないので，掘立柱建物の時期を決めるのは難しい。

そこで，南砺市梅原胡摩堂遺跡の掘立柱建物の流れを参考にして，建物の時期を検討する。梅原胡

摩堂遺跡の中世後期掘立柱建物は，３段階（１４世紀～１５世紀前半）と４段階（１５世紀後半～１６世紀）

に分かれる（注１）。中世後期になると大型総柱建物が衰退し，中抜け側柱建物が展開する。側柱建物は梁

行２間以下に小型化し，１間のものが主体を占める。建物の面積は５０㎡以下のものが多く，柱間は３００

�以上のものが目立つ。柱間が広くなり，前期とは違った建物構造に変化していく。４段階になると，

小型側柱建物と大型側柱建物が混在する。面積は３段階と同じ５０㎡以下のものが目立つ。しかし，柱

間は４００�を越える側柱建物が出現する。柱穴の直径が１３０�程度の大型柱穴も１６世紀後半から出現す

る。このような傾向は県内各地でも確認できる。

本遺跡のＳＢ１は，２×１間の小型建物である。柱穴の直径は５０～７０�と少し大きく，柱間も４．３m

と広い。この建物は，桁・梁が小さいが，柱間が４mを越えることから，上記の３～４段階前半に想定

したい。この建物には区画溝ＳＤ１９９が巡る。ＳＢ２・３は柱穴の直径が１mを越え，円形や楕円形の

ものがあることから，４段階と考えたい。方形竪穴状土坑を伴うＳＢ１０は，柱穴出土の中世土師器か

ら１６世紀である。

井戸は石組み井戸ＳＥ９３１で，水溜めに結桶を用いている。このタイプの井戸は，高岡市石名田木舟

遺跡・木舟北遺跡などに類例があり，１６世紀である（注２）。１６世紀後半のＳＥ９３１から茶筅が出土しており，

茶の湯の世界が垣間見られる。梅原胡摩堂遺跡の茶筅出土例から，中核的な建物が周辺に存在する可

能性がある。

Ｂ 中世の時期区分

本遺跡の中世遺物は遺構に伴うことが少ない。そのため，出土遺物から時期区分して，その様相を

述べる。ただし，図示できなかった包含層の遺物も併せて触れた。

�期 １３世紀前半

中世土師器皿，珠洲�期の甕，白磁碗�・�類，龍泉窯系青磁碗�類，青白磁合子で構成される。

珠洲の壺・擂鉢は確認されていない。碗・皿は白磁・青磁で中世土師器皿が加わる。Ａ地区とＢ地区

での遺物量は少ない。Ａ・Ｂ地区以外にＤ３地区に点々と遺物が出土している。この頃から，中世集

落がこの周辺で出現すると考えられる。なお，１２世紀後半に遡る遺物も出土しているが，この時期よ

りもさらに少ない出土量である。

�期 １３世紀後半～１４世紀前半

中世土師器皿，珠洲�・�期の甕・壺・擂鉢，八尾甕，古瀬戸中期の底卸目皿，龍泉窯系青磁碗�

類である鎬連弁文碗，龍泉窯系青磁杯�－３類，口ハゲの白磁皿�類で構成される。甕・壺・擂鉢は

珠洲，碗・皿は青磁・白磁・古瀬戸である。八尾は，主に珠洲の甕に対抗するために，１３世紀後半に
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在地で作られた瓷器系陶器で１４世紀前半に生産を終える。生産地から直線距離で２４�離れているため，

甕全体の１％にも満たない。Ａ地区・Ｂ地区以外，Ｃ地区，Ｄ２地区のＳＤ４７１０などに遺物が拡がっ

ている。このような遺物量の拡散化は，周辺に遺跡が増加したことを予測させる。なお，Ｄ２地区出

土の青白磁梅瓶は，この頃に廃棄されたと考えたい。

�期 １４世紀後半～１５世紀前半

中世土師器皿，珠洲�・�期の甕・壺・擂鉢，越前甕，古瀬戸後期の灰釉平碗・後�期の卸皿・後

期鉄釉の瓶子，青磁端反碗・雷文帯青磁碗，抉り高台の白磁皿で構成される。古瀬戸の製品が目立ち，

越前が定量的に搬入される。遺物の分布はＡ・Ｂ地区を中心にして，Ｃ地区にも拡がる。なお，１５・

１６世紀の土師質擂鉢は，県内各地で点的に出土し，越前擂鉢写しで広域流通する。一方，小矢部市日

の宮遺跡出土の土師質擂鉢は，１５世紀の狭域流通圏である。この２つの土師質擂鉢の流通形態がある。

�期 １５世紀後半～１６世紀前半

中世土師器皿，珠洲�期の甕・擂鉢，越前の甕・擂鉢，瀬戸美濃大窯１・２期の天目茶碗・丸皿・

擂鉢，青磁細連弁文碗・青磁稜花皿，白磁皿で構成される。１６世紀前半になると，県内の遺跡では珠

洲の甕・壺が少量残るが，越前が甕・壺・擂鉢の主体を占めていき，珠洲を凌駕する。擂鉢には少量

の瀬戸美濃が搬入される。碗・皿は，瀬戸美濃が多く搬入され，次いで，青磁・白磁が少量ある。遺

物の分布は，Ａ地区を中心に，Ｂ地区にわずかに拡がる。

�期 １６世紀後半～１６世紀末

中世土師器，越前の甕・擂鉢，瀬戸美濃大窯２・３期の天目茶碗・端反皿・灰釉ひだ皿・擂鉢，青

花皿で構成される。甕・擂鉢は越前が主体で，瀬戸美濃の擂鉢が少量ある。壺の出土は確認されてい

ないが，県内出土例では越前が主体である。碗・皿は，瀬戸美濃が主体で，次に白磁・青花が少量あ

る。遺物の分布は�期と同じくＡ地区が中心である。なお，掘立柱建物の時期を上記の時期区分に当

てはめれば，Ａ２地区ＳＢ１が�期～�期，同地区のＳＢ２・３が�・�期，Ａ６地区のＳＢ１０が�・

�期にあたり，近接するＳＢ１１も同時期と考えられる。

Ｃ 中世の村

本遺跡で検出した建物は，区画溝を廻しているが，井戸をほとんど伴わない。Ａ２地区，Ａ６地区，

Ｂ４地区の３箇所に，２００～３００ｍ間隔で遺構がまとまっている。Ａ７・８地区には畠が拡がる様相を

示している。この中世後期の遺構のあり方を，県内の集落遺跡と比較しながら，検討してみたい。

中世前期の拠点集落は，区画溝内に掘立柱建物群が集中していることが多い。大型総柱建物と小型

建物がセットになる。建物とセットになる井戸や建物群の共同井戸もある。この時期の中核遺跡であ

る梅原胡摩堂遺跡では，南北約４００ｍの範囲に中世前期の遺構が集中している。しかし，拠点集落以外

の中世前期集落遺跡では，建物が散在したあり方を示し，井戸も共同井戸であることが多い。中世後

期になると，遺構がこれまでと違って場所を変えて作られる。拠点的な集落では，道路に沿って遺構

が集中し，集村化してくる。館などを中核に町が作られる。梅原胡摩堂遺跡では，南北約６００ｍの集落

範囲に遺構が集中する。拠点集落以外にも，一般集落も集村してくる（注３）。しかし，一方，散在化しな

い建物群も見られる。その例として，富山市小倉中稲遺跡がある。１４世紀には建物が１棟であるが，１５

世紀後半～１６世紀前半になると，建物が２箇所にまとまるが，遺構全体から見ると散村のような様相

を呈し，中心集落の周辺部を示している（注４）。

本遺跡の中世後期遺構は，建物が散在していて，周辺には溝が東西・南北に通っているだけの分布

で，小さな家が点々としその背後に畠，さらに水田が拡がっている農村風景が想像される。
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しかしＳＤ１１８５とＳＤ１３３５で区画されたＳＢ１０のあり方，あるいは，ＳＤ１１７４まで区画が及ぶとす

れば，約１７～１８ｍの細長い屋敷地を想定され上記の農村の様相と異なる。

（２）近世の遺構・遺物

A 近世の遺構

近世の遺構には，掘立柱建物３棟，土台建物２棟，溝，井戸，土坑などがある。礎石建物は検出さ

れていない。多くの遺構は下老子地区に分布する。

掘立柱建物は，桁行２～３間×梁行１間で，面積１５～２５㎡の小型建物である。すべてＡ５地区にあ

る。桁行の柱間は１．６～２．２ｍで，梁行の柱間は１．３～３．３ｍである。建物の時期は，柱穴出土の遺物か

ら１７世紀後半～１８世紀である。

県内での近世掘立柱建物の検出例は少ない。富山市清水堂南遺跡では，１７世紀前半の掘立柱建物が

４棟検出した（注５）。桁行１～３間×梁行１～２間の建物で，面積も２４～８９㎡である。建物の規模は小さ

いが，柱間は３～５．７mと広い。このように近世初期の建物と本遺跡のそれを比べれば，桁行・梁行の

間数が少ないが，柱間が広くなって続いていることがわかる。

ところで，明治１６年の礪波郡の民家は，２０坪前後の小さな建物が中心であったことが指摘されてい

る（注６）。小さいもので２坪か６坪（約２０㎡），最大９０坪（２９７㎡）の建物であった。１０坪（３３㎡）以下の

家は，農家としては必要最小限の家という。この例からすれば，本遺跡の近世建物は，当時の最小限

の建物かもしれない。なお，井戸は結桶を用いているが，建物に伴う井戸は明確でない。

近世には，掘立柱建物と並んで土台建物がある。この土台建物は，建物と認定していいのかとの疑

問があり（注７），検討の必要があるが，とりあえず土台建物として記述する。土台建物はＡ３地区に２基

（ＳＢ１２・ＳＢ１３）ある。一辺１５ｍの方形と２９ｍ×２６．５ｍの方形で，面積は２２５㎡と７６８㎡で，建物は

広い。この遺構は，石列や貼床がなく，土坑に引き詰めたバラスがない点で，１７世紀後半の梅原胡摩

堂遺跡のものと違う。建物の時期は瀬戸美濃の広東碗出土から１９世紀後半である。この建物のあった

場所は，大正１０年の地積図には水田である。この地積図は，明治時代のものを反映していると言われ

ていることから，その頃には建物がなかったことが推測される。このことからも，建物は１９世紀後半

に想定できる。ただ，問題は，建物ＳＢ１３の中で梵鐘を鋳造していたかと言うことである。この建物

のＳＫ９９１から多く梵鐘鋳型が出土している。復原推定された梵鐘の高さは１４０～１５０�になる。建物の

床面に鋳造痕跡を残していないので，鋳造土坑が削平されるほど，地形が改変されてしまっていたと

も考えられる。しかし，１m以上の削平は現況から考えにくく，ＳＫ９９１は建物の壁際に立地すること，

鋳造鋳型しか出土していないことから，この場所で鋳造の可能性を指摘されているが，鋳造工程をど

のように復元するか今後の課題である。

注目される遺構として，焼骨を埋めたと考えられる土坑墓がある。それは，Ａ２地区の土坑ＳＫ２１７

である。共伴遺物がないので時期は不明だが，近世の土坑ＳＫ２８２・２８３に関連する遺構であろう。遺

跡の西端にある自然河川のＳＤ１０１の西側に位置し，下老子集落に接する一歩二歩集落のはずれにあた

る。このような村はずれにある例として，１６世紀末～１７世紀前半の火葬施設である南砺市梅原安丸遺

跡のＳＫ１４・１５がある（注８）。旧東礪波郡と旧西礪波郡の境を流れている権現堂川縁にあり，旧東礪波郡

の郡境に火葬施設を作り，その背後に墓地が拡がる。このような例からもわかるように，ＳＫ２１７は近

世の村はずれに作られていたと推測できる。

Ｂ 近世の時期区分

中世と同じく，近世の遺物を時期ごとに分けて，それぞれの様相を一括して述べる。中世後期との
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関連から，通し番号を用いた。

�期 １６世紀末～１７世紀前半

県内で越中瀬戸が１６世紀末に焼成されると，土器・陶磁器の様相は変化する。越中瀬戸の碗・皿・

擂鉢・茶入，肥前陶器の碗・皿・甕・擂鉢，肥前磁器の碗・皿がある。甕は肥前の小型甕である。擂

鉢は越中瀬戸と肥前陶器があり，碗・皿は越中瀬戸と肥前陶磁で，瀬戸美濃の碗が少量ある。肥前陶

器の皿には，藁灰釉皿・砂目皿を確認できず，胎土止め皿・折縁皿がある。全体の出土量では，越中

瀬戸が肥前陶磁よりやや多く，海岸周辺に拡がる肥前陶磁に対し，越中瀬戸が農村により流通してい

ることを示している。遺物はＡ地区が多く，Ｂ地区・Ｅ地区に拡がる。農村では土師器が激減する。

�期 １７世紀後半～１８世紀

越中瀬戸の碗・皿・擂鉢・火入れ，肥前陶磁の碗・皿・擂鉢，須佐唐津の擂鉢，関西系陶器の碗・

皿がある。肥前陶磁の量が多くなる。肥前陶磁には，青緑釉蛇の目釉ハギ碗，京焼風陶器，刷毛目碗，

コンニャク印判の磁器碗，「筒江」の銘のある磁器碗など多種多様である。A地区が中心である。

Ａ５地区のＳＤ９０１に区画されたＳＢ５・７は，この時期に属するのであろう。

�期 １９世紀

県外や県内で近世陶磁が焼成され，搬入される。瀬戸美濃の陶磁が県内に多く入ってくる。碗・皿

には，肥前陶磁及び肥前系陶磁の碗・皿・紅皿が大部分で，越中瀬戸の碗・皿・灯明皿，越中丸山の

碗，牧谷の碗，関西系陶磁器の碗・皿，産地不明の陶磁器の碗・皿・擂鉢など少量ある。産地不明の

小町紅皿も搬入されている。土製人形や土製品などはこの時期と考えられる。出土遺物は，Ａ地区の

ＳＤ４２２，ＳＢ１２・１３が中心である。この時期の陶磁が大量に廃棄されたＳＤ４２２の分析から高価な肥

前磁器の代用品として瀬戸美濃の陶磁が搬入されたことを指摘されている（注９）。

Ｃ 近世の村

１６世紀末あるいは１７世紀前半までには，県内の拠点的な中世遺跡の大溝が意識的に埋められること

が多い。あるいは，新たな近世集落が作られることもある。１７世紀前半に富山市中心部が富山藩，そ

れ以外の県内大部分が加賀藩になり，越中の近世が成立する。この地域は，笹川・下老子・一歩二歩

の各村にあたり，村の西側には岸渡川が流れ小矢部川に通じている。天正１４年に笹川村で九斉市の開

催が許可され，下老子村方面から笹川村を通り立野村へ抜ける街道で物資の売買がされていたが，１７

世紀中頃の加賀藩による宿駅整備以降、北陸街道に沿う単なる農村となったと言う（注１０）。

近世の遺構は，Ａ１～６地区に集中する。旧街道の東側にあたる調査区は，一歩二歩村と下老子村

の境界にあたり，さらに北東側には水田が拡がっていたことがわかる。１６世紀末～１７世紀初めには明

確な遺構はなく，１６世紀後半からの遺構が続いていることを示している。１７世紀後半から遺物が多く

なり，遺構が増えることは，加賀藩の新田開発が活発に行われて農家形成が散村的景観を押し広げて

いたことを反映している。 （宮田進一）

注
注１ 宮田進一 １９９４「掘立柱建物」『梅原胡摩堂遺跡発掘調査報告（遺構編）』
注２ 北陸中世考古学研究会 ２００１『中世北陸の井戸』
注３ 宮田進一 １９９７「越中国における中世集落の様相」『中・近世の北陸』
注４ 婦中町教育委員会 １９９４『富山県婦中町小倉中稲遺跡発掘調査報告（２）』
注５ 富山市教育委員会 ２０００『富山市水橋清水堂遺跡』
注６ 佐伯安一 ２００２「小さかった百年前の富山県の民家」『富山民俗の位相』
注７ 高梨清志 ２００４「越中の様相」『掘立柱建物から礎石建物へ』
注８ 越前慎子 １９９６「梅原安丸遺跡」『梅原加賀坊遺跡・久戸遺跡・梅原安丸遺跡・田尻遺跡発掘調査報告』
注９ 武田健次郎 １９９６「下老子笹川遺跡A３地区の近世陶磁器組成」『埋蔵文化財調査概要－平成７年度－』
注１０ 福岡町史編纂委員会 １９６９『福岡町史』

８ 下老子笹川遺跡の中近世

３６０



土
師
器
 

Ⅰ
 

（
13
C
前
）
 

                              Ⅱ
 

（
13
C
後
～
14
C
前
）
 

                         

Ⅲ
 

（
14
C
後
～
15
C
前
）
 

                   Ⅳ
 

（
15
C
後
～
16
C
前
）
 

             Ⅴ
 

（
16
C
後
）
 

       

珠
　
　
　
洲
 

瀬
戸
美
濃
 

古
瀬
戸
 

中
国
陶
磁
 

74
7

34
3 
                                         

　
　
 

 

33
678
4

55
2 
 

74
2 
                                         

　
　
 

 

34
5 
 

55
9

34
4

32
2

33
3

74
8

56
8

34
6

34
7

35
1

63
5

77
3 
 

36
2

33
5 
 

36
1 
 

36
4

77
6

58
3

32
4

77
4

36
9

36
7

31
0

30
9

29
2

21
2

陶
器
 

八
尾
 

（
古
瀬
戸
）
 越
前
 

土
師
質
擂
鉢
 

信
　
楽
 

第
1図
　
下
老
子
笹
川
遺
跡
の
中
世
の
土
器
・
陶
磁
器
 （
1/
6）
 

瀬
戸
美
濃
 

第Ⅹ章 考察

３６１



越
中
瀬
戸
 

肥
前
陶
磁
 

瀬
戸
美
濃
 

Ⅵ
 

  
  
（
16
C
末
～
17
C
前
）
 

                        Ⅷ
 

（
19
C
）
 

     Ⅶ
 

  
  
（
17
C
後
～
18
C
）
 

             

須
佐
唐
津
 

第
2図
　
下
老
子
笹
川
遺
跡
の
近
世
の
土
器
・
陶
磁
器
 （
1/
6）
 

52
4 

 23
9

31
6

21
6

61
3 

 

60
4 

 

24
6 

 

24
7

62
1 

 

31
7 75
8 

 
10
9

20
2 

 

10
7 

 

19
9

39
3

24
5

24
8

24
3

22
1 

 

30
2 

 

25
9

30
5

38
5

62
3

26
1

44
2

20
6 

 
25
7

40
775
7

62
9

42
9

44
6

63
2

８ 下老子笹川遺跡の中近世

３６２



９ 下老子笹川遺跡出土の種実遺体

（１）はじめに

下老子笹川遺跡は庄川によって形成された扇状地扇端部の標高１７～１８mに立地している縄文時代晩期

から近世にいたる複合遺跡である。下老子笹川遺跡は縄文時代晩期と弥生時代後期後半～終末期の集

落遺跡として著名である。縄文時代晩期の遺構としては竪穴建物１４棟が検出されている。弥生時代後

期後半の遺構は竪穴建物・平地建物・掘立柱建物・土坑・溝などが検出されている。遺物としては土

器類の他に木製品の農耕具や水盛り，石製品では磨製石斧や玉類が出土している。また，緑色凝灰岩

の剥片などが多量に出土し，集落内で玉作りが行われていたことが推定されている。

下老子笹川遺跡出土の種実遺体は過去に筆者が数回にわたり分析報告をしている（注１）。この報文は過

去に報告したものに新たなデータを加えて１つにまとめたものである。

（２）試料と方法

試料については大きく３種類ある。１つには発掘調査中に現地で取り上げられた目に付きやすい大

型の種実遺体である。これらには，縄文時代晩期から弥生時代のものが含まれている。２つめとして

は主に弥生時代の住居から採取された土壌を，オープニング１．０㎜の篩を用いた土壌洗浄機によって得

られたものである。３つめとしては縄文時代晩期の土層断面から塊状で採取された試料で，堆積物の

状態のものである。これらの試料については第１表に一覧として示した。発掘調査中に現地で取り上

げられた種実遺体は水浸けの状態で，土壌洗浄機を通して得られたものは選別され，乾燥状態で棒瓶

に入れられて保管されていた。

筆者は主に同定以降の作業を手がけ，縄文時代晩期の土層断面から採取された塊状の堆積物につい

ては筆者自ら水洗選別を行った。堆積物については１試料につき３００ccをオープニング０．２５㎜の篩を用

いて水洗選別を行い，残渣を実体顕微鏡下で精査し，同定をおこなった。同定は主に現生標本との対

比でおこない，同定の精度によって科・属・種の分類階級で示した。

－堆積物試料について－

堆積物についてはＣ３地区とＣ４地区の２地点８試料が分析されている。Ｃ３地区から採取された

堆積物は柱状で４試料ある。試料１は縄文時代晩期以降の堆積層で，�層に比定されている。堆積物

は暗オリーブ褐色細～中粒砂であり，草本起源とみられる茎や根などの植物遺体が散在する。試料２

と試料３は縄文時代晩期（大洞Ａ式並行期を中心とする）の遺物包含層で�層に比定されている。こ

の�層はほぼ調査区全体を被覆した連続性のある堆積層である。試料２は黒色シルト混じり粘土で，

炭化物や分解のやや進行した植物遺体，とりわけ草本起源とみられる茎や根などの植物遺体を多く含

まれている。試料３はオリーブ黒色シルト混じり粘土である。上位の堆積物である黒色シルト混じり

粘土が塊状（径５～１０㎜）で分布する。試料４は縄文時代晩期遺構検出面の基盤となる無遺物層で�

層に比定されている。堆積物は灰オリーブ色砂質粘土（砂は中～粗粒砂）で，淘汰が良い。Ｃ４地区

から採取された堆積物は柱状で４試料ある。�層と�層についてはＣ３地区とほぼ同様な層序である。

�層は黒色シルト混じり粘土で，Ｃ３地区の�層より炭化物片を多く含み，植物遺体の分解が進んで

いる。

注１ 中村亮仁 １９９９「下老子笹川遺跡出土の種実遺体（１）」『富山考古学研究紀要第２号』財団法人富山県文化振興財団埋蔵文化財調査事務所
中村亮仁 ２０００「下老子笹川遺跡における縄文時代晩期の大型植物遺体」『富山考古学研究紀要第３号』財団法人富山県文化振興財団埋蔵文化財調査事務所
中村亮仁 ２００１「下老子笹川遺跡出土の種実遺体（２）－弥生時代の建物から出土した種実遺体について－」『富山考古学研究紀要第４号』財団法人富山県文化振興財団埋蔵文化財

調査事務所
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（３）同定結果

同定の結果，下老子笹川遺跡から検出された分類群は木本３１，木本と草本を含む３，草本２７の計６１

分類群であった。結果は試料毎に一覧表（第２～６表）に示した。一覧表の部位のところで１／２と表

記されているものは１個体のうちで半分程度残存しているものを示し，破片と表記されているものは

１個体のうちで約１／３以下のものを示している。

A 縄文時代晩期

堆積物から同定された分類群は木本で８分類群，木本と草本を含むもので２分類群，草本で７分類

群の合計１７分類群である。また，発掘調査中に取り上げられた分類群としては木本の９分類群である。

堆積物から同定された分類群と発掘調査中に取り上げられた分類群を総括すると縄文時代晩期から検

出された種実遺体群は木本１７，木本と草本を含む２，草本７の合計２６分類群が同定されている。

Ｃ３地区から採取された堆積物から同定されたのは種数・数量においては草本に比べて樹木が多い

傾向にある。試料１は樹木でマタタビ属・ニワトコがやや多く，他にキハダ，キイチゴ属，ムラサキ

シキブ属がある。これらは落葉広葉樹で，しばしば林縁や開地などの日当たりの良い場所に分布する。

草本ではスゲ属Ｂが少量含まれる。試料２では樹木でキイチゴ属が多く，次にクワ属がつづく。他に

マタタビ属・アカメガシワ・ムラサキシキブ属・ニワトコが含まれている。草本ではスゲ属Ａが多く，

森林の林床などに生育するヤブミョウガが少量含まれる。試料３・４では種実遺体に乏しく，わずか

にアカメガシワとウコギ科が含まれる。次にＣ４地区の試料をみていく。試料１はクワ属がやや多く，

他にキイチゴ属・キハダ・クサギ・ニワトコがみられる。草本ではスゲ属Ａが多く，他にオトギリソ

ウ属・シロネ属がある。シロネ属は水湿地に生育する分類群であり，スゲ属やオトギリソウ属にも水

湿地植物が多く含まれる。試料２・３・４では種実遺体に乏しく落葉広葉樹のニワトコと草本のスゲ

属Ａがわずかに含まる。

発掘調査中に取り上げられた分類群をみるとオニグルミ・ナラガシワ？・コナラ属コナラ亜属・コ

ナラ属・コブシ・フジ属・トチノキ・ミズキ・エゴノキがみられる。種実遺体の保存状態は良好で，

コナラ属コナラ亜属やトチノキは幼果と成熟果が共に出土している。また，食用となるオニグルミや

トチノキは完形が多く，人為的に割られたと疑わせるようなものは認められない。

堆積物試料（３００cc）
縄文時代
Ｃ３地区 １暗オリーブ褐色細～中粒砂
Ｃ３地区 ２黒色シルト混じり粘土
Ｃ３地区 ３オリーブ黒色シルト混じり粘土
Ｃ３地区 ４オリーブ色砂質粘土
Ｃ４地区 １暗オリーブ褐色細～中粒砂
Ｃ４地区 ２黒色シルト混じり粘土
Ｃ４地区 ３黒色シルト混じり粘土
Ｃ４地区 ４オリーブ色砂質粘土

洗い出し試料
弥生時代
住居
Ａ７地区 ＳＩ１
Ａ８地区 ＳＩ４
Ｂ３地区 ＳＩ５・ＳＫ２９８３
Ｂ５地区 ＳＩ６・ＳＩ８・ＳＩ９・ＳＩ１０（新・旧）・ＳＩ１１・ＳＨ１５
Ｂ６地区 ＳＩ１２・ＳＩ１３・ＳＩ１５・ＳＩ１６・ＳＩ１７・ＳＩ２１・ＳＩ２２・ＳＩ２３・ＳＩ２５・ＳＩ２６・ＳＨ３１
Ｂ７地区 ＳＢ２・ＳＩ１９・ＳＨ３７・ＳＨ３９
弥生時代以降
その他の遺構・包含層
Ｂ３地区 ２１８・２１９・３０１・３０２・３０３・３０４・３０５・３０６・３０８・３０９・３１０・３１１・３１２・３１３・３１４・３１５・２５８・２５９
Ｂ５地区 ５・６・１１３・２２１

現地取り上げ試料
縄文時代
Ｃ３地区 １～５
Ｃ４地区 ６～１４
Ｄ３地区 １５～９１
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Ｂ 弥生時代後期～終末期

同定された分類群は木本で２１分類群，木本と草本を含むもので１分類群，草本で２０分類群の合計４２

分類群である。以下に各建物単位での出現傾向を述べる。

Ａ７地区ＳＩ１（第４表－１） 木本３，木本と草本を含む１，草本６の計１０分類群であった。草本

が種数・個数ともに木本より多く，草本のなかでもイネ・アサ・カナムグラが多い。木本ではカラス

ザンショウ・ミズキ・エゴノキ属が少量検出している。栽培植物にはイネ・アサ・マメ科Ａがある。

Ａ８地区ＳＩ４（第４表－１） 木本４，草本４の計８分類群であった。木本と草本が種数・個数と

もにほぼ同数検出されている。木本ではカラスザンショウが多く，他にサンショウ・キハダ・エゴノ

キ属が少量みられる。草本ではアサが多く，他にイネ・ウキヤガラ・ミゾソバが検出されている。こ

のうち栽培植物にはイネ・アサがある。

Ｂ３地区ＳＩ５・ＳＫ２９８３（第４表－１） ＳＩ５では木本６，木本と草本を含む１，草本４の計１１

分類群であった。木本ではエゴノキ属が多く，ほかにクサギ・オニグルミなどが検出されている。草

本ではイネが最も多く，ほかに水湿地性植物のホタルイ属・マメ科Ｂなどが検出されている。栽培植

物はイネ・マメ科Ｂである。ＳＫ２９８３からは木本２，草本２の計４分類群であった。栽培植物ではイ

ネが検出されている。

Ｂ５地区ＳＩ７（第４表－２） 木本６，草本５の計１１分類群であった。個数では木本より草本が多

く，種数ではほぼ同数であった。木本ではブドウ属・エゴノキ属がやや多く，ほかにオニグルミ・サ

ンショウ・ミズキなどが検出されている。草本ではイネが多く，他にアサ・カナムグラなどがある。

このうち栽培植物はイネとアサである。

Ｂ５地区ＳＩ６（第４表－２） 木本５，草本２の計７分類群であった。種数では草本より木本が多

く，個数では木本より草本が多い。木本ではエゴノキ属が多く，つぎにコブシがつづく。他にキハダ・

ブドウ属・カラスザンショウがある。草本ではイネが最も多く，他にカナムグラ・マメ科Ａがある。

このうち，栽培植物にはイネがある。

Ｂ５地区ＳＩ８（第４表－２） 木本３，草本２の計５分類群であった。種実遺体の検出量は少ない。

木本ではアカメガシワ・ミズキ・エゴノキ属がある。草本ではイネがやや多く，他にカナムグラがあ

る。栽培植物はイネである。

Ｂ５地区ＳＩ９（第４表－２） 木本７，草本３の計１０分類群であった。種数では草本より木本が多

く，個数では草本が多い。木本ではブドウ属がやや多く，他にモモ・サンショウ・アカメガシワ・ク

マヤナギ属・ミズキ・エゴノキがある。草本ではイネが最も多く，次にカナムグラがある。他にマメ

科Ｂが検出されている。このうち栽培植物はモモ・イネ・マメ科Ｂである。

Ｂ５地区ＳＩ１０（新）（第４表－３） 木本６，草本６の計１２分類群であった。個数では木本より草本

が多い。木本ではサンショウ・ブドウ属・エゴノキ属が多く，他にミズキなどがある。草本ではイネ・

カナムグラが多く，他にアサ・マルミノヤマゴボウ・マメ科Ｂ・ウリ類などがある。このうち栽培植

物はイネ・アサ・マメ科Ｂ・ウリ類がある。

Ｂ５地区ＳＩ１０（旧）（第４表－３） 木本８，草本７の計１５分類群であった。個数では木本より草本

が多く，種数はほぼ同数である。木本ではエゴノキ属が最も多く，つぎにサンショウ・ブドウ属がつ

づく。他にキハダ・アカメガシワ・ミズキなどがある。草本ではカナムグラが最も多く，つぎにイネ

がつづく。他にアサ・マルミノヤマゴボウ・イシミカワ・ウキヤガラ・マメ科Ｂがある。このうち栽

培植物はイネ・アサ・マメ科Ｂである。
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Ｂ５地区ＳＩ１１（第４表－３） 木本２，草本４の計６分類群であった。種数・個数ともに木本より

草本が多い。木本にはサンショウ・エゴノキ属がある。草本ではイネが最も多く，つぎにカナムグラ

がつづく。他にイシミカワがある。栽培植物はイネ・アサである。

Ｂ５地区ＳＨ１５（第４表－３） 草本の３分類群が検出された。イネが最も多く，他にウキヤガラ・

カナムグラがある。

Ｂ６地区ＳＩ１２（第４表－４） 木本１１，草本６の計１７分類群であった。個数では木本に比べ草本が

多く，種数では草本より木本が多い。木本ではブドウ属が最も多く，つぎにサンショウがつづく。他

にオニグルミ・クマヤナギ属・ミズキ・クマノミズキ・エゴノキ属などがある。草本ではイネが最も

多く，つぎにアサが多い。他にカナムグラ・ギシギシ属・マメ科Ｂ・シソ属などがある。このうち栽

培植物はイネ・アサ・マメ科Ｂ・シソ属がある。

Ｂ６地区ＳＩ２１（第４表－４） 木本９，草本７の計１６分類群であった。個数では木本に比べ草本が

多く，種数では草本より木本がやや多い。木本ではサンショウがやや多く，他にブドウ属・ミズキ・

エゴノキ属・サクラ属などが出土している。草本ではイネが最も多く，つぎにカナムグラがつづく。

他にアサ・マメ科Ｂ・イネ科Ｂ・マルミノヤマゴボウなどが出土している。このうち，栽培植物はイ

ネ・アサ・マメ科Ｂがある。

Ｂ６地区ＳＩ２２（第４表－４） 木本９，草本８の計１７分類群であった。個数では木本に比べ草本が

多く，種数では草本と木本がほぼ同数であった。木本ではブドウ属・エゴノキ属がやや多く，つぎに

サンショウがつづく。他にモモ・カラスザンショウ・クマヤナギ属・ミズキなどがある。草本ではイ

ネが最も多く，つぎにアサが多い。他にマメ科Ｂ・カナムグラ・シソ属・イシミカワ・マルミノヤマ

ゴボウなどがある。このうち，栽培植物にはモモ・イネ・アサ・マメ科Ｂ・シソ属がある。

Ｂ６地区ＳＩ１３（第４表－５） 木本１０，草本９の計１９分類群であった。個数では木本に比べ草本が

多く，種数では同数である。木本ではサンショウが多く，他にエゴノキ属・ブドウ属・モモ・クマノ

ミズキなどがある。草本ではイネが最も多く，つぎにアサ・カナムグラが多い。他にマメ科Ｂ・ウリ

類・シソ属・ノブドウなどがある。このうち栽培植物にはモモ・イネ・アサ・マメ科Ｂ・シソ属があ

る。

Ｂ６地区ＳＩ１５（第４表－５） 木本１７，草本１０の計２７分類群であった。個数では木本に比べ草本が

多く，種数では草本より木本が多い。木本ではブドウ属・サンショウが最も多く，つぎにミズキがつ

づく。他にカラスザンショウ・クマノミズキ・ガマズミ属・キハダ・コウゾ属・エゴノキ属・モモな

どがある。草本ではカナムグラが最も多く，つぎにイネ・アサ・ウリ類が多い。他にマメ科Ｂ・シソ

属・イシミカワ・マルミノヤマゴボウなどがある。これらのうち，栽培植物はモモ・イネ・アサ・マ

メ科Ｂ・シソ属・ウリ類がある。

Ｂ６地区ＳＩ１６（第４表－５） 木本１４，木本と草本を含む１，草本１１の計２６分類群であった。個数

では木本に比べ草本が多く，種数では草本より木本がやや多い。木本ではブドウ属・サンショウが最

も多く，つぎにエゴノキ属・ミズキがつづく。他にカラスザンショウ・クマノミズキ・ガマズミ属・

キハダ・オニグルミ・エゴノキ属・モモなどがある。草本ではイネ・カナムグラが最も多く，つぎに

アサが多い。他にマメ科Ｂ・シソ属・イシミカワ・マルミノヤマゴボウ・ウキヤガラ・ヒョウタン類

などがある。これらのうち，栽培植物はモモ・イネ・アサ・マメ科Ｂ・シソ属・ウリ類・ヒョウタン

類がある。

Ｂ６地区ＳＩ１７（第４表－６） 木本８，草本１０の計１８分類群であった。種数・個数ともに木本に比
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べ草本が多い。木本ではサンショウ・ブドウ属・エゴノキ属が多く，他にカラスザンショウ・キハダ・

クマノミズキ・ミズキ・などがある。草本ではイネ・カナムグラが最も多く，つぎにアサが多い。他

にシソ属・マメ科Ｂ・ホタルイ属・ギシギシ属などがある。これらのうち，栽培植物はイネ・アサ・

マメ科Ｂ・シソ属がある。

Ｂ６地区ＳＩ２３（第４表－６） 木本５，草本４の計９分類群であった。検出量はやや少ない。個数

では木本に比べ草本が多い。木本ではサンショウ・ブドウ属・コブシなどがある。草本ではイネが多

く，他にアサ・カナムグラ・ウリ類がある。これらのうち，栽培植物はイネ・アサ・ウリ類がある。

Ｂ６地区ＳＩ２５・ＳＩ２６・ＳＨ３１（第４表－６） ＳＩ２５では木本５，草本３の計８分類群が検出さ

れた。木本でサンショウがやや多く，他にオニグルミ・エゴノキ属などが検出されている。草本では

イネが多く，他にカナムグラ・アサがある。このうち栽培植物はイネ・アサである。ＳＩ２６では木本

１，草本３の計４分類群であった。栽培植物ではイネが検出されている。ＳＨ３１では草本のイネが検

出された。

Ｂ７地区ＳＢ２（第４表－７） 木本４，草本７の計１１分類群であった。種数では木本より草本が多

く，個数ではほぼ同数であった。木本ではブドウ属・ミズキ・エゴノキ属・オニグルミがあり，草本

ではイネ・カナムグラ・ウリ類・ホタルイ属・マルミノヤマゴボウなどがある。このうち栽培植物は

イネ・ウリ類である。

Ｂ７地区ＳＩ１９（第４表－７） 木本１２，草本８の計２０分類群であった。個数では木本に比べ草本が

多く，種数では草本より木本が多い。木本ではエゴノキ属が多く，他にサンショウ・ミズキ・ケヤキ・

オニグルミ・モモなどがある。草本ではカナムグラが最も多く，イネ・アサが多い。他にウリ類・シ

ソ属・マメ科Ｂ・ノブドウなどがある。これらのうち，栽培植物はイネ・アサ・マメ科Ｂ・シソ属・

ウリ類がある。

Ｂ７地区ＳＨ３７（第４表－７） 木本３，草本６の計９分類群であった。木本ではマタタビ属・クマ

ノミズキ・エゴノキ属が少量検出されている。草本ではホタルイ属がやや多く，他にイネ・ウリ類・

マルミノヤマゴボウ・カナムグラ・タデ属Ａが検出されている。このうち，栽培植物はイネ・ウリ類

である。

Ｂ７地区ＳＨ３９（第４表－７） 木本４，草本４の計８分類群であった。個数では木本より草本が多

く，種数では同数であった。木本ではエゴノキ属の他に，コウゾ属・コブシ・ブドウ属が検出されて

いる。草本ではイネが最も多く，他にカナムグラ・タデ属Ａ・マルミノヤマゴボウが検出されている。

このうち，栽培植物はイネがある。

（４）古植生

－縄文時代晩期－

現地取り上げ試料と堆積物から得られた試料の同定結果から古植生の推定を試みる。まず，発掘調

査中に現地で取り上げられた比較的大型の種実遺体が多く出土した層位について若干述べる。�ｄ層・

�層・自然流路内の堆積物については，�ｄ層は灰白色のシルト質粘土であり，�層は黒色の細～中

粒砂混じりの有機質粘土（いわゆる泥炭層）を主とする堆積物である。�ｄ層・�層ではイネ科植物

とみられる桿や地下茎が全面に密布する。自然流路内の堆積物は細粒砂～粗粒砂と未分解の植物遺体

が互層となっており，径が約６０㎝ほどの樹木が倒れた状態で散在している。

次に古植生について述べる。オニグルミ・ナラガシワ？・コナラ属コナラ亜属・トチノキ・コブシ・

エゴノキは落葉広葉樹で主に高木層を構成する。堆積物から得られたクワ属・キイチゴ属・アカメガ
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シワ・ニワトコなどは森林構成要素では亜高木～低木の落葉広葉樹で，しばしば林縁や開地などの日

当たりの良い場所に分布する。草本のヤブミョウガは林床などに多く生育し，スゲ属は水湿地性植物

を多く含む分類群である。種実遺体の保存状態は良好で，特にコナラ属コナラ亜属やトチノキは幼果

と成熟果が共に出土している。また，食用となるオニグルミやトチノキは完形が多く，人為的に割ら

れたと疑わせるようなものは認められない。以上のことから，推定される縄文時代晩期の古植生は，

コナラ属コナラ亜属の殻斗やトチノキは幼果と成熟果が共に出土していることから人為的に遠方から

運搬されたとは考え難い。流路内に点在していた埋没樹根にはトチノキが，直径６０㎝もある倒木には

コナラ属コナラ亜属が樹種同定の結果含まれていることなども考慮すると，コナラ属コナラ亜属やト

チノキなどは非常に現地性が高いことが推定される。つまり，集落の周辺にはコナラ属コナラ亜属や

トチノキ・ナラガシワ？・コブシ・エゴノキといった落葉広葉樹を主要構成要素とした豊かな森林が

分布し，林床にはヤブミョウガが生育していたと考えられる。また，森林と集落もしくは自然流路と

の間の林縁など比較的日当たりの良い開地にはクワ属・キイチゴ属・ニワトコなどが生育していたと

考えられ，林縁にはフジ属などのつる性の植物も繁茂していたと考えられる。自然流路の岸際などの

湿地状の場所にはスゲ属などの草本が生育していたと推定される。なお，縄文時代晩期においては農

耕などを示す栽培植物は確認されていない。

－弥生時代後期～終末期－

出土した種実遺体群の堆積地の多くは竪穴建物およびその建物に付随する周溝であり，人間活動が

活発で，人為的影響を強く受けている場所である。また，人為的に遠隔地から移動・運搬されて堆積

した可能性などがあり無視できない要素がある。しかし，人為的影響を受けやすい分類群（例えばオ

ニグルミなど子葉が食用となるものなど）や栽培植物を除いた場合，堆積地周辺の植生をある程度反

映していると考えられる。そこで，推定される範囲内で弥生時代後期の古植生について述べることと

する。木本のカラスザンショウ・サンショウ・アカメガシワなどは林縁ないしは伐採跡地など比較的

開けた場所に生育する分類群である。また，ミズキ・クマノミズキ・エゴノキ属などは，しばしば沢

沿いなどの適潤地に生育する分類群である。草本のカナムグラ・イシミカワ・マルミノヤマゴボウは

伐採地や日当たりの良い開地に多い分類群である。また，ウキヤガラ・ホタルイ属は水湿地に生育す

る分類群である。このことから，林縁もしくは集落域の日当たりのよい開地にはカラスザンショウ・

サンショウ・アカメガシワなどが生育し，それに伴ってカナムグラなどの草本が繁茂していたと考え

られる。また，ホタルイ属・ウキヤガラは水湿地性植物であり，これらの植物が生育できるような水

湿地が近隣に存在していたことが考えられる。なお，集落周辺の植生については木本の種実遺体群が

少ないことから，積極的に森林が存在したという可能性は低いと考えられる。このことは発掘調査で

水田が検出されており，また，農具類の出土も報告されていることから，集落周辺には水田が分布し

ていたことと矛盾しない。

（５）弥生時代における建物出土の栽培植物

ここでは弥生時代における建物出土の栽培植物について述べる。第１図は各遺構出土種実遺体の出

現率を示した図である。円グラフについては破片などを１個体と計数した場合，誤差が大きくなると

考えられたので，各分類群とも１／２が２点で１個体，破片３点で１個体として計数し，グラフ化して

いる。また，遺構内堆積物の体積が一定でないこと，種実遺体取り上げ作業で見落としがあることな

どから，一概に遺構ごとの比較はできない。しかし，出現率をみることによって，ある程度の傾向を

捉えられると考えられる。
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同定された分類群で栽培植物はモモ・イネ・アサ・マメ科Ｂ・シソ属・ヒョウタン類・ウリ類の計

７分類群である。このうちイネは各遺構から普遍的に検出された分類群である。第１図をみると各試

料とも栽培植物の全体に占める割合が高い。栽培植物で５０％以上を占める建物遺構は２８のうち１９であ

り，栽培植物が普通に利用されていたことが想定される。また，イネ・アサ・マメ科Bの組成は今回扱

った試料全体のおよそ１／３を占める。イネ・アサ・マメ科Ｂの組み合わせは富山県下の弥生遺跡にお

いては普通にみられるようである（注２）。しかし，弥生時代の栽培植物を含む植物性食料の集成（注３）をみる

と，全国的にアサを出土している遺跡はさほど多くない。これらのことから栽培植物でアサを伴う構

成要素が下老子笹川遺跡の一つの特徴と考えられよう。さらに推論が許されるならば，富山県の全域

にあてはまるのではないかと推定される。 （中村亮仁）

注２ 粉川昭平・吉井亮一 １９８４「江上遺跡群出土の植物遺体」『北陸自動車道遺跡報告－上市町木製品・総括編－』富山県教育委員会
注３ 寺沢薫 １９８６「畑作物」『季刊考古学』第１４号
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１ C３地区 X４２１，Y３２６ �d層 ９８０９０４ オニグルミ 核１
２ C３地区 X４１９，Y３２２ �層 ９８０９０４ コナラ属 炭化子葉［１］
３ C３地区 X４２３，Y３３３ �層 自然流路 ９８０９２８ オニグルミ 核１

４ C３地区 X４２７，Y３３１ �層 自然流路 ９８０９０８

オニグルミ 核１［１］，ナラガシワ？ 殻斗１，コナラ属 堅果（２）

コナラ属コナラ亜属 殻斗（３），トチノキ 果実（３） 種子［１］（２）

エゴノキ 種子８（１），Unknown 冬芽１

５ C３地区 X４２５，Y３３３ 自然流路 ９８０９０２

オニグルミ 核１，ナラガシワ？ 殻斗１

コナラ属コナラ亜属 殻斗（３），トチノキ 幼果１（１），コブシ 種

子１，フジ属 豆果（２），エゴノキ 種子６［１］
６ C４地区 X４４４，Y３３９ �層 ９８０８１０ オニグルミ 核１
７ C４地区 X４５０，Y３１９ �層 ９８０９０７ エゴノキ 種子２
８ C４地区 X４５２，Y３３８ �層 ９８０８２１ オニグルミ 核２［６］（２）
９ C４地区 X４５３，Y３３８ �層 ９８０８１６ オニグルミ 核［１０］（１）
１０ C４地区 X４５３，Y３３８ �層 ９８０８１０ オニグルミ 核１［１］
１１ C４地区 X４５５，Y３３６ �層 ９８１０２６ トチノキ 種子［１］
１２ C４地区 X４５０，Y３２７ 谷 ９８０９０７ トチノキ 種子１
１３ C４地区 ６号土器集中地点 ９８１０２５ オニグルミ 核１
１４ C４地区 オニグルミ 核２［６］（２），トチノキ 種子１［１］（３）
１５ D３地区 X６２０，Y３５０ �a層 ９８０７１３ オニグルミ 核１
１６ D３地区 X６２１，Y３４７ �c層 ９８０８２７ トチノキ 種子１
１７ D３地区 X６２２，Y３４７ �c層 ９８０９０１ オニグルミ 核１
１８ D３地区 X６０６，Y３６１ �c層 ９８１００１ オニグルミ 核［１］

１９ D３地区 X５９０，Y３６４ �d層 ９８１００５
オニグルミ 核１，コナラ属コナラ亜属 殻斗（３）

コナラ属 堅果１（２）
２０ D３地区 X５９１，Y３６０ �d層 ９８１００１ オニグルミ 核１
２１ D３地区 X５９１，Y３６５ �d層 ９８１００５ オニグルミ 核１
２２ D３地区 X５９１，Y３６５ �d層 ９８１００５ トチノキ 種子（３）
２３ D３地区 X５９２，Y３６３ �d層 ９８１００５ コブシ 種子２，エゴノキ 種子１４９［３３］

２４ D３地区 X５９２，Y３６３ �d層 ９８１００５

オニグルミ 核［１］，ナラガシワ？ 殻斗［１］，コナラ属 堅果１

（１），コナラ属コナラ亜属 幼果１ 殻斗（５），ミズキ核４

コブシ 種子４［２］，エゴノキ 種子３７４［２００］
２５ D３地区 X５９２，Y３６３ �d層 ９８１００５ トチノキ 種子（３）
２６ D３地区 X５９２，Y３６３ �d層 ９８１００５ オニグルミ 核２［１］（１）
２７ D３地区 X５９２，Y３６３ �d層 ９８１００５ エゴノキ 種子１７４［３４］

２８ D３地区 X５９３，Y３６３ �d層 ９８１００５
コナラ属 堅果（１），コブシ 種子［１］，ミズキ 核１

エゴノキ 種子４６［２０］
２９ D３地区 X５９３，Y３６６ �d層 ９８１００２ オニグルミ 核［１］

３０ D３地区 X５９３，Y３６３ �d層 ９８１００５
ナラガシワ？ 殻斗２，コナラ属コナラ亜属 殻斗［２］（３）

コブシ 種子１，コナラ属 堅果１（１），エゴノキ 種子１
３１ D３地区 X５９３，Y３６３ �d層 ９８１００５ トチノキ 幼果１ 種子［１］
３２ D３地区 X５９３，Y３６３ �d層 ９８１００５ オニグルミ 核１
３３ D３地区 X５９４，Y３６４ �d層 ９８１００５ オニグルミ 核１
３４ D３地区 X５９４，Y３６８ �d層 ９８１００６ トチノキ 果実１ 種子１［３］（７）
３５ D３地区 X５９４，Y３６３ �d層 ９８１００５ オニグルミ 核５［７］
３６ D３地区 X５９５，Y３６２ �d層 ９８１００５ オニグルミ 核２
３７ D３地区 X５９５，Y３６０ �d層 ９８１００５ トチノキ 種子［１］（１）
３８ D３地区 X５９７，Y３６６ �d層 ９８１００２ オニグルミ 核１
３９ D３地区 X５９８，Y３６７ �d層 ９８１００９ トチノキ 種子３（５）
４０ D３地区 X５９８，Y３６０ �d層 ９８１００２ オニグルミ 核１
４１ D３地区 X５９８，Y３６７ �d層 ９８１００７ トチノキ 幼果１
４２ D３地区 X５９９，Y３６８ �d層 ９８１００７ トチノキ 果実（１） 幼果４ 種子５［１０］（１）
４３ D３地区 X５９９，Y３６６ �d層 ９８１００１ トチノキ 種子８［７］（４）
４４ D３地区 X６００，Y３６６ �d層 ９８１００６ トチノキ 幼果１ 種子［１］（１）
４５ D３地区 X６００，Y３６５ �d層 ９８１００２ トチノキ 幼果１
４６ D３地区 X６００，Y３６５ �d層 ９８１００２ コナラ属コナラ亜属 殻斗（２），コナラ属 堅果（２）
４７ D３地区 X６００，Y３６６ �d層 ９８１００２ トチノキ 種子１［１］
４８ D３地区 X６００，Y３６７ �d層 ９８１００５ トチノキ 果実１ 種子１［３］（７）
４９ D３地区 X６００，Y３６７ �d層 ９８１００７ トチノキ 果実（１） 種子１［４］（５）

５０ D３地区 X６００，Y３６５ �d層 ９８１００２
ナラガシワ？ 殻斗［１］，コナラ属コナラ亜属 殻斗（９），コナラ

属 堅果（８），トチノキ 果実（１），エゴノキ 種子１，Unknown１

９ 下老子笹川遺跡出土の種実遺体

第２表－１ 下老子笹川遺跡現地取り上げ種実遺体一覧表

［ ］は１／２程度を示す（ ）は破片を示す
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５１ D３地区 X６００，Y３６７ �d層 ９８１００７ エゴノキ 種子１（１）

５２
D３地区 X６００，Y３６５ �d層 ９８１００２ オニグルミ 核１
D３地区 X６０１，Y３６３ �d層 ９８１００２ トチノキ 種子１

５３ D３地区 X６０１，Y３６３ �d層 ９８１００２ オニグルミ 核［１］，トチノキ 種子［１］

５４
D３地区 X６０２，Y３６６ �d層 ９８１００２ コナラ属 堅果３
D３地区 X６０２，Y３６６ �d層 ９８１００２ トチノキ 種子１（６）

５５ D３地区 X６０２，Y３６４ �d層 ９８１００６ トチノキ 種子（４）

５６
D３地区 X６２１，Y３４６ �d層 ９８０８２７ トチノキ 種子１
D３地区 X６２１，Y３４９ �d層 ９８０８２７ トチノキ 種子１

５７ D３地区 X６２６，Y３４４ �d層 ９８０９０３ エゴノキ 種子２

５８
D３地区 X６０７，Y３６５ �層 直上 ９８０９３０ オニグルミ 核３
D３地区 X５８９，Y３５９ �層 ９８０７１４ オニグルミ 核［１］

５９ D３地区 X５９３，Y３６３ �層 ９８１００５ オニグルミ 核１

６０
D３地区 X５９５，Y３５８ �層 ９８０７１６ トチノキ 種子［１］
D３地区 X５９５，Y３６３ �層 ９８１００８ オニグルミ 果実１ 核１

６１ D３地区 X５９５，Y３６３ �層 ９８１００８ オニグルミ 核１

６２
D３地区 X６００，Y３６６ �層 ９８１００７ トチノキ 果実（１） 幼果１ 種子３［１４］（４）
D３地区 X６０５，Y３６８ �層 ９８１００１ オニグルミ 核１

６３ D３地区 X６０５，Y３６５ �層 ９８１００１ オニグルミ 核［１］

６４
D３地区 X６０５，Y３６５ �層 ９８１００１ エゴノキ 種子［１］
D３地区 X６０５，Y３５６ �層 ９８０７２３ トチノキ 種子［１］

６５ D３地区 X６０５，Y３６５ �層 ９８１００１ オニグルミ 核２［２］

６６
D３地区 X６０６，Y３６６ �層 ９８１００６ オニグルミ 核［１］
D３地区 X６０７，Y３４６ �層 ９８０７２４ オニグルミ 核１

６７ D３地区 X６１０，Y３５９ �層 ９８０７２９ オニグルミ 核１

６８
D３地区 X６１０，Y３５６ �層 ９８０７１３ オニグルミ 核１
D３地区 X６１０，Y３５８ �層 ９８０７２７ オニグルミ 核［１］

６９ D３地区 X６１５，Y３５１ �層 ９８０８１１ トチノキ 種子（２）

７０
D３地区 X６１７，Y３５４ �層 ９８０８２１ オニグルミ 核１
D３地区 X６１７，Y３４８ �層 ９８０８２１ ナラガシワ？ 殻斗２，トチノキ 種子［１］

７１ D３地区 X６１８，Y３４４ �層 ９８０８２５ オニグルミ 核２

７２
D３地区 X６１８，Y３５０ �層 ９８０８２４ オニグルミ 核１
D３地区 X６１８，Y３５１ �層 ９８０８２１ オニグルミ 核１，トチノキ 種子（１）

７３ D３地区 X６１９，Y３５０ �層 ９８０８２５ オニグルミ 核［１］

７４
D３地区 X６２０，Y３５０ �層 ９８０７１３ オニグルミ 核１
D３地区 X６２０，Y３４９ �層 ９８０８２６ オニグルミ 核２［１］

７５ D３地区 X６２０，Y３５１ �層 ９８０８２６ オニグルミ 核４，トチノキ 幼果１，フジ属 豆果（１）

７６
D３地区 X６２１，Y３５０ �層 ９８１００７ オニグルミ 核１
D３地区 X６２３，Y３５０ �層 ９８０７１３ オニグルミ 核１

７７ D３地区 X６２３，Y３４５ �層 ９８０９０２ トチノキ 種子［２］

７８
D３地区 X６２４，Y３４２ �層 ９８０８２０ オニグルミ 核１［３］，トチノキ 種子［１］
D３地区 X６２４，Y３４１ �層 ９８０８２１ オニグルミ 核１

７９ D３地区 X６１８，Y３５５ SD４９０５ ９８１００９ オニグルミ 核１

８０
D３地区 X６２０，Y３５０ SD４９０５ ９８１００９ トチノキ 種子１
D３地区 X６０３，Y３６６ �層 SD４９０５ ９８１００６ オニグルミ 核３［２］

８１ D３地区 X６０５，Y３６３ �層 SD４９０５ ９８１００６ オニグルミ 核５

８２
D３地区 X６０７，Y３６４ �層 SD４９０５ ９８１００６ オニグルミ 核１［３］
D３地区 X６０７，Y３５７ �層 SD４９０５ ９８１００６ オニグルミ 核［１］

８３ D３地区 X６０７，Y３６４ �層 SD４９０５ ９８１００６ オニグルミ 核［１］，トチノキ 種子（１）

８４
D３地区 X６０８，Y３６４ �層 SD４９０５ ９８１００６ オニグルミ 核１［１］
D３地区 X５９０，Y３６２ ピート層 SD４９０６ ９８１００９ エゴノキ 種子１

８５ D３地区 X５９０，Y３６２ ピート層 SD４９０６ ９８１００９ オニグルミ 核２［１］（１）

８６
D３地区 X５９０，Y３６２ ピート層 SD４９０６ ９８１００９ オニグルミ 核２［１］，トチノキ 種子（１）
D３地区 X５９３，Y３６２ ピート層 SD４９０６ ９８１００９ エゴノキ 種子１８［１］（９）

８７ D３地区 X５９３，Y３６２ ピート層 SD４９０６ ９８１００９ コナラ属 堅果（１）

８８
D３地区 X５９６，Y３６４ ピート層 SD４９０６ ９８１０１２ オニグルミ 核１
D３地区 X６００，Y３６３ ピート層 SD４９０６ ９８１００９ オニグルミ 核１

８９ D３地区 X６２３，Y３４５ 谷 埋土 ９８１００７ オニグルミ 核１，トチノキ 種子［３］（１），エゴノキ 種子１

９０
D３地区 X６２３，Y３４８ 谷 埋土 ９８１００７ オニグルミ 核２，トチノキ 種子［１］
D３地区 X６２４，Y３４５ 谷 埋土 ９８１００７ トチノキ 種子３（５）

９１ D３地区 X５９３，Y３６２ ピート層 ９８１００９ オニグルミ 核２［１］

第２表－２ 下老子笹川遺跡現地取り上げ種実遺体一覧表

［ ］は１／２程度を示す（ ）は破片を示す

第Ⅹ章 考察
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分類群 試料番号
学 名 ／ 和 名 部位 C３－１ C３－２ C３－３ C３－４ C４－１ C４－２ C４－３ C４－４

arbor 樹木
Morus クワ属 種子 １ ６ ５
Rubus キイチゴ属 核 １ １４ １
Phellodendron amurense Rupr. キハダ 種子 ３ ２
Mallotus japonicus Muell.Arg. アカメガシワ 種子 １ ５ ４

種子（破片） ２ ２４ ４
Actinidia マタタビ属 種子 ７ １

種子（破片） ３ ３
Callicarpa ムラサキシキブ属 核 １ １
Clerodendron trichotomum Thunb. クサギ 核 １
Sambucus sieboldiana ニワトコ 核 ５ ３ ２ ６ ２

Blume ex Graebn. 核（破片） １
arbor－herb 樹木－草本
Araliaceae A ウコギ科 A 種子 ２ ７ ５ ３ ２ ７ １

種子（破片） ２ １ １
Araliaceae B ウコギ科 B 種子 ３
herb 草本
Carex A スゲ属 A 果実 ３５ １５ ６ １ ４
Carex B スゲ属 B 果実 １ ２
Cyperaceae カヤツリグサ科 果実 １
Pollia japonica Thunb. ヤブミョウガ 種子 ３
Polygonum タデ属 果実 １
Hypericum オトギリソウ属 種子 ２
Lycopus シロネ属 果実 ４

合 計 ２６ ７７ ３４ １１ ４２ １９ ５ ４
Unknown A 不明 A － １
Unknown B 不明 B － １ ３
Unknown C 不明 C － ３
Unknown D 不明 D － １
Unknown E 不明 E － １
Unknown F 不明 F 冬芽 ２

分類群 ３５SS－A７ ３５SS－A８ ３５SS－B３ ３５SS－B３
学 名 ／ 和 名 部 位 SI１ SI４ SK２９８３ SI５

A区 A区周溝 B区 B区周溝 C区 C区周溝 C区床面 D区 D区周溝 排水溝 A区周溝 B区周溝 C区 C区周溝 D区 D区周溝 P２ P６ K４
arbor 木本
Cephalotaxus harringtonia K.Koch イヌガヤ 種子

Juglans ailanthifolia Carr. オニグルミ
核 ２
１／２
破片

Zelkova serrata Makino ケヤキ 種子
Prunus persica Batsch モモ 核
Prunus サクラ属 核
Broussonetia コウゾ属 種子

Magnolia kobus DC. コブシ 種子
１／２ １

Magnolia obovata Thunb. ホオノキ 種子

Zanthoxylum piperitum DC. サンショウ 種子 １
１／２ １ １

Zanthoxylum ailanthoides Sieb. et Zucc. カラスザンショウ 種子 １ １ １ ２ ３ １２ １ １ ６
１／２ １ ２ １ ３ １ １

Phellodendron amurense Rupr. キハダ 種子 ４
Mallotus japonicus Thunb. アカメガシワ 種子
Staphylea bumalda DC. ミツバウツギ 種子

Clerodendron trichotomum Thunb. クサギ 種子 １ ７
１／２ ４

Actinidia マタタビ属 種子 ２
Berchemia クマヤナギ属 核
Vitis ブドウ属 種子

Cornus controversa Hemsley ミズキ 核 ２
１／２

Cornus brachypoda C.A.Mey. クマノミズキ 核
１／２

Styrax エゴノキ属
種子 １ １ １ １ １ １７ １
１／２ １６
破片 １９

Viburnum ガマズミ属 核 ６
arbor and herb 木本と草本
Vitaceae ブドウ科 種子破片 １ １ １
herb 草本

Oryza sativa Linn. イネ
穎 １６ １ ２ ６ １６

炭化果実 ５ １ ３ １ ６２８ ９５ ６４２ ２
１／２ ３１ １２ ２８

Gramineae A イネ科 A 穎
Gramineae B イネ科 B 炭化穎
Scirpus yagara Ouwi ウキヤガラ 果実 １
Scirpus ホタルイ属 果実 ２ ４

Cannabis sativa Linn. アサ 種子 ２ １０ １ ５ ２３ ３ １ ４ ２
１／２ ２９ １０ １

Humulus japonicus Sieb. et Zucc. カナムグラ 種子 ２ １ ２ １ ７ １８
１／２ １ １

Polygonum thunbergii Sieb. et Zucc. ミゾソバ 果実 １ １ １
Polygonum perfoliatum Linn. イシミカワ 果実
Polygonum A タデ属 A 果実 １
Polygonum B タデ属 B 果実 １
Rumex ギシギシ属 果実
Phytolacca japonica Makino マルミノヤマゴボウ 種子
Leguminosae A マメ科 A 炭化種子

Leguminosae B マメ科 B 炭化種子 ２ １
１／２ １

Ampelopsis brevipedunculata Trautv. ノブドウ 種子
Impatiens ツリフネソウ属 種子
Perilla シソ属 果実
Legenaria siceraria Stand. ヒョウタン類 種子

Cucumis melo Linn. ウリ類 種子
１／２

Unknown 不明 冬芽
Unknown 不明 １ １ ２ ２ ２ ２ １

合計 ７ ２ ３０ ２５ ２ ２７ １ ３ ２８ ２１ ３５ ２０ ３ １０ １ ９ ７ ７５７ １０７ ６７２ ３

９ 下老子笹川遺跡出土の種実遺体

第３表 下老子笹川遺跡C３・C４地区の堆積物から同定された大型植物遺体

第４表－１ 下老子笹川遺跡弥生時代の建物出土種実遺体
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分類群 ３５SS－B５ ３５SS－B５ ３５SS－B５ ３５SS－B５
学 名 ／ 和 名 部 位 SI７ SI６ SI８ SI９

A区周溝B区周溝 B区 C区 D区周溝 D区 C区周溝 A区 A区周溝A区西側壁 B区 B区周溝住居ベルト P１・２ A区周溝 B区 B区周溝 A区周溝 A区 B区 B区周溝D区周溝 D区 C区
arbor 木本
Cephalotaxus harringtonia K.Koch イヌガヤ 種子

Juglans ailanthifolia Carr. オニグルミ
核
１／２ １
破片

Zelkova serrata Makino ケヤキ 種子
Prunus persica Batsch モモ 核 １
Prunus サクラ属 核
Broussonetia コウゾ属 種子

Magnolia kobus DC. コブシ 種子 １ １ ２ １ １ ３
１／２

Magnolia obovata Thunb. ホオノキ 種子

Zanthoxylum piperitum DC. サンショウ 種子 ２ ２ １ ２
１／２

Zanthoxylum ailanthoides Sieb. et Zucc. カラスザンショウ 種子 １ １ １
１／２

Phellodendron amurense Rupr. キハダ 種子 １ ２
Mallotus japonicus Thunb. アカメガシワ 種子 １ １
Staphylea bumalda DC. ミツバウツギ 種子

Clerodendron trichotomum Thunb. クサギ 種子
１／２

Actinidia マタタビ属 種子
Berchemia クマヤナギ属 核 １
Vitis ブドウ属 種子 ２ ２ ７ １ １ １ １ ４ １

Cornus controversa Hemsley ミズキ 核 １ １
１／２ １

Cornus brachypoda C.A.Mey. クマノミズキ 核
１／２

Styrax エゴノキ属
種子 １ ４ ２ ２ １ １ １３ ２ １ ２ １３ １
１／２ １ １ １
破片

Viburnum ガマズミ属 核
arbor and herb 木本と草本
Vitaceae ブドウ科 種子破片
herb 草本

Oryza sativa Linn. イネ
穎

炭化果実 １１ １５３ ５２ １５８ ３５１ ２ １ １７ ５ １ ６１ １ ２ ２３ １５ ４０ １０ １５ ６７ １１
１／２ ２ １３ ３５ ８ ２ ９ １ １ ２ １ １

Gramineae A イネ科 A 穎
Gramineae B イネ科 B 炭化穎
Scirpus yagara Ouwi ウキヤガラ 果実
Scirpus ホタルイ属 果実

Cannabis sativa Linn. アサ 種子 ２３ １４ １
１／２

Humulus japonicus Sieb. et Zucc. カナムグラ 種子 １ ２ ４ ４ １ ３ １ ５２ ２ １ ２ １
１／２ ２

Polygonum thunbergii Sieb. et Zucc. ミゾソバ 果実
Polygonum perfoliatum Linn. イシミカワ 果実
Polygonum A タデ属 A 果実
Polygonum B タデ属 B 果実
Rumex ギシギシ属 果実
Phytolacca japonica Makino マルミノヤマゴボウ 種子
Leguminosae A マメ科 A 炭化種子 １ １

Leguminosae B マメ科 B 炭化種子 １ ２
１／２

Ampelopsis brevipedunculata Trautv. ノブドウ 種子 １
Impatiens ツリフネソウ属 種子
Perilla シソ属 果実
Legenaria siceraria Stand. ヒョウタン類 種子

Cucumis melo Linn. ウリ類 種子
１／２

Unknown 不明 冬芽
Unknown 不明 １ １ １ １ ３ １ １ １ １

合計 ２０ １８９ ８２ １７７ ３ １ ３８６ ２３ ２ ３ ２２ ９ １ １ ８８ ５ ７ １２ ８２ １８ ４５ １２ ２３ ７５ １２

分類群 ３５SS－B５ ３５SS－B５ ３５SS－B５ ３５SS－B５
学 名 ／ 和 名 部 位 SI１０（新） SI１０（旧） SI１１ SH１５

A区 A区周溝 B区 D区周溝 D区 A区壁溝 B区周溝 C区周溝 C区 C区壁溝 K１ B区壁溝 A区 A区周溝 B区 B区周溝 C区 C区周溝 D区 D区周溝 A区 B区周溝 B区 C区 D区周溝 D区 K１ A区 C区 P５
arbor 木本
Cephalotaxus harringtonia K.Koch イヌガヤ 種子

Juglans ailanthifolia Carr. オニグルミ
核
１／２
破片

Zelkova serrata Makino ケヤキ 種子
Prunus persica Batsch モモ 核
Prunus サクラ属 核
Broussonetia コウゾ属 種子

Magnolia kobus DC. コブシ 種子
１／２

Magnolia obovata Thunb. ホオノキ 種子

Zanthoxylum piperitum DC. サンショウ 種子 １ ９ １ １ １ ２ ９ ８ １ ２ ５ １
１／２

Zanthoxylum ailanthoides Sieb. et Zucc. カラスザンショウ 種子
１／２

Phellodendron amurense Rupr. キハダ 種子 １
Mallotus japonicus Thunb. アカメガシワ 種子 １ １
Staphylea bumalda DC. ミツバウツギ 種子

Clerodendron trichotomum Thunb. クサギ 種子 ２
１／２

Actinidia マタタビ属 種子
Berchemia クマヤナギ属 核
Vitis ブドウ属 種子 ２ ４ ２ ３ １ ５ １１ １ １ ２ ５

Cornus controversa Hemsley ミズキ 核 １ ３ １ １ ３ ３ １
１／２ １

Cornus brachypoda C.A.Mey. クマノミズキ 核 １ １
１／２

Styrax エゴノキ属
種子 １０ ２ １ ９５ ２ ７ ３ １ １
１／２ １ １ １
破片

Viburnum ガマズミ属 核
arbor and herb 木本と草本
Vitaceae ブドウ科 種子破片
herb 草本

Oryza sativa Linn. イネ
穎

炭化果実 ４６５ ９１ ９ ６４ ３ ８ ７０ ８４ １２９ ７ ５４ ２８ ３ ４ ３０ ９ ２ ２２１ １４ １９ ３ １６ １ ３ ２６９ ４
１／２ ３０ ３ ２ ６ ５ ３ ８ ３ １ １ ２ １ ３２ １

Gramineae A イネ科 A 穎
Gramineae B イネ科 B 炭化穎
Scirpus yagara Ouwi ウキヤガラ 果実 １ １
Scirpus ホタルイ属 果実

Cannabis sativa Linn. アサ 種子 １ ８ １ １ ９ ２ １ １ １
１／２

Humulus japonicus Sieb. et Zucc. カナムグラ 種子 ２４ ２２ １４ １３ １５ １７ ３０５ ２３ ４７ １ ２ １１９ ６７ ７８ １１７ ３９ ６ ２２ ２９ １ ８４ １１ ８ １
１／２ １ １ ４ ２ １４ ２ ５ ８ ３ ６

Polygonum thunbergii Sieb. et Zucc. ミゾソバ 果実
Polygonum perfoliatum Linn. イシミカワ 果実 ２ １ ２
Polygonum A タデ属 A 果実
Polygonum B タデ属 B 果実
Rumex ギシギシ属 果実
Phytolacca japonica Makino マルミノヤマゴボウ 種子 １ ２ ５ ３ ６
Leguminosae A マメ科 A 炭化種子

Leguminosae B マメ科 B 炭化種子 １ ２ １
１／２

Ampelopsis brevipedunculata Trautv. ノブドウ 種子
Impatiens ツリフネソウ属 種子
Perilla シソ属 果実
Legenaria siceraria Stand. ヒョウタン類 種子

Cucumis melo Linn. ウリ類 種子 ７
１／２

Unknown 不明 冬芽
Unknown 不明 ２ ５ １ １ ２ １ １ ２ １

合計 ５２２ １３６ １７ ２６ ８６ １７ ３３３ ３８ １５２ ２ ２ ８９ ３８０ ８０ １７０ １５６ ６５ １２ ７０ ５２ ４ ３１７ ２７ ３０ ５ １８ ３ ３ ３０２ ５

第４表－２ 下老子笹川遺跡弥生時代の建物出土種実遺体

第４表－３ 下老子笹川遺跡弥生時代の建物出土種実遺体

第Ⅹ章 考察

３７３



分類群 ３５SS－B６ ３５SS－B６ ３５SS－B６
学 名 ／ 和 名 部 位 SI１２ SI２１ SI２２

A区 A区周溝 B区 B区周溝 C区 C区周溝 D区 D区周溝 A区 B区 B区SB C区 C区SB D区 P１ P２・３ P１３～１５ K１ A区 A区周溝 B区 D区 C区周溝
arbor 木本
Cephalotaxus harringtonia K.Koch イヌガヤ 種子

Juglans ailanthifolia Carr. オニグルミ
核
１／２ １
破片 １

Zelkova serrata Makino ケヤキ 種子
Prunus persica Batsch モモ 核 １
Prunus サクラ属 核 １
Broussonetia コウゾ属 種子

Magnolia kobus DC. コブシ 種子
１／２

Magnolia obovata Thunb. ホオノキ 種子

Zanthoxylum piperitum DC. サンショウ 種子 １ １０ ６ ６ １ １ ４ １ ２ １ ２ １ １ ３ ７ ８
１／２

Zanthoxylum ailanthoides Sieb. et Zucc. カラスザンショウ 種子 １ １ ２
１／２

Phellodendron amurense Rupr. キハダ 種子 １
Mallotus japonicus Thunb. アカメガシワ 種子 １ ２
Staphylea bumalda DC. ミツバウツギ 種子 １

Clerodendron trichotomum Thunb. クサギ 種子
１／２

Actinidia マタタビ属 種子 １
Berchemia クマヤナギ属 核 ３ １ １ １
Vitis ブドウ属 種子 １ ２ １ ２５ １１６ １８ ３８ １３ ３ １ ３ １８ ４ ５

Cornus controversa Hemsley ミズキ 核 ２ ２ ３ １ １ １
１／２ １

Cornus brachypoda C.A.Mey. クマノミズキ 核 ６
１／２ １

Styrax エゴノキ属
種子 ５ １ １ １ １ ３ １ ４ １ １９
１／２ １ １
破片 ２

Viburnum ガマズミ属 核 ４ １
arbor and herb 木本と草本
Vitaceae ブドウ科 種子破片
herb 草本

Oryza sativa Linn. イネ
穎

炭化果実 ７ １６２ ３７ ３５２ ４５ ９６ ２４９ ２４５ ９ ５２ ６１ １４３ ５ ３５ ３ １ １ １６ １９６ ７ ３４５ ２６３ １０
１／２ ７ ３ １５ ７ ２３ １８ ３ ２ １７ １ ５ ８ ８

Gramineae A イネ科 A 穎
Gramineae B イネ科 B 炭化穎 １
Scirpus yagara Ouwi ウキヤガラ 果実
Scirpus ホタルイ属 果実

Cannabis sativa Linn. アサ 種子 ４３７ １７ １５ １ ４ ２ ５ ３ ９ ７１ ３
１／２ １７

Humulus japonicus Sieb. et Zucc. カナムグラ 種子 １ ４８ ２ ２ １３８ ３５ ５ １９ ２２ ８ ４ ６ １ ７ １０
１／２ ４ １

Polygonum thunbergii Sieb. et Zucc. ミゾソバ 果実
Polygonum perfoliatum Linn. イシミカワ 果実 １
Polygonum A タデ属 A 果実
Polygonum B タデ属 B 果実
Rumex ギシギシ属 果実 ５２
Phytolacca japonica Makino マルミノヤマゴボウ 種子 １ １
Leguminosae A マメ科 A 炭化種子 １ １

Leguminosae B マメ科 B 炭化種子 １ ２ ２ １ ４ １ １ ４ １ ３
１／２ １ ４ １ １

Ampelopsis brevipedunculata Trautv. ノブドウ 種子
Impatiens ツリフネソウ属 種子
Perilla シソ属 果実 １ １
Legenaria siceraria Stand. ヒョウタン類 種子

Cucumis melo Linn. ウリ類 種子
１／２

Unknown 不明 冬芽
Unknown 不明 １６ ３ １ ３ ６ ２

合計 １０ １７２ ４１ ９４１ １８３ １５３ ３２６ ４７９ １０ １１５ ６９ １９７ ５ ７３ １３ １ ８ ２２ ２４８ ９ ４７１ ３０３ １０

分類群 ３５SS－B６ ３５SS－B６ ３５SS－B６
学 名 ／ 和 名 部 位 SI１３ SI１５ SI１６

A区 B区 B区周溝 C区 C区周溝 D区 D区周溝 A区 A区周溝 B区 B区周溝 C区周溝 D区 D区周溝 AB間 BC間 CD間 AD間 A区 A区周溝 B区 B区周溝 C区周溝 D区 D区周溝
arbor 木本
Cephalotaxus harringtonia K.Koch イヌガヤ 種子 １

Juglans ailanthifolia Carr. オニグルミ
核 １
１／２ ２ １ １ １
破片

Zelkova serrata Makino ケヤキ 種子
Prunus persica Batsch モモ 核 １ １ １ ３ １ ４
Prunus サクラ属 核 １ １
Broussonetia コウゾ属 種子 １ １

Magnolia kobus DC. コブシ 種子 １ １ １
１／２

Magnolia obovata Thunb. ホオノキ 種子

Zanthoxylum piperitum DC. サンショウ 種子 １ １１ ２ ７ １５ １ ９ ４１ １ １ ２ ５ １ ２７ １ １５ ８ ４ １２
１／２

Zanthoxylum ailanthoides Sieb. et Zucc. カラスザンショウ 種子 １ ３ １ ２ １０ ２ ２ １ １ ３ ９ １
１／２ １ ３

Phellodendron amurense Rupr. キハダ 種子 １ ４ １ １ ２ ２ ３
Mallotus japonicus Thunb. アカメガシワ 種子 １ １ １ ２ １ ２
Staphylea bumalda DC. ミツバウツギ 種子

Clerodendron trichotomum Thunb. クサギ 種子 １ １
１／２

Actinidia マタタビ属 種子 １
Berchemia クマヤナギ属 核 １ １ ２ ２
Vitis ブドウ属 種子 ２ １ １ ２ １１ １１ １１ ４２ ８ ３ １ ４ ７５ ２０ ８ ４ ９

Cornus controversa Hemsley ミズキ 核 １ １ ７ １ ３ ３８ ３ ３ １ ３ ９ １４ ２
１／２ １２ １ １

Cornus brachypoda C.A.Mey. クマノミズキ 核 ２ １ ５ ２ ８ １ ４ ６ ３ ６
１／２ １ １

Styrax エゴノキ属
種子 １ ６ １ １ ９ ２ ５ １ ６ １ １２ ５ １ １３
１／２ １
破片

Viburnum ガマズミ属 核 ２ ２ １ ３ １
arbor and herb 木本と草本
Vitaceae ブドウ科 種子破片 ２ １
herb 草本

Oryza sativa Linn. イネ
穎 １ ２

炭化果実 ８８ ８５ １４７ １３０ ２１５ １１９ ６４ １４７ ２８ １６９ ９６ ５９ １ ２０ １４ １４ １３８ ４ １０６０ ８９ ４３ １８５
１／２ ６ ４ ８ ６ ２８ １０ １ ８ １１ ５ １ ３ １１ ３４ １ １０

Gramineae A イネ科 A 穎 １
Gramineae B イネ科 B 炭化穎
Scirpus yagara Ouwi ウキヤガラ 果実 １ １
Scirpus ホタルイ属 果実

Cannabis sativa Linn. アサ 種子 １ ３１ ３２ ２９ ４９ １９ ５ ３ ２４９ ２１ ９０ ８３ ９７ ２５ ３２ ２５ １６ ４ ５１ ３７ １１０
１／２ １ ２ １ ８９ ６ ２ ３ ２ ５

Humulus japonicus Sieb. et Zucc. カナムグラ 種子 ２６ ６ １ ６０ ２５ ３３ ７ ７８ ５０ ２７８ ９５２１ ４６０ ８３ ３ １５３ ２１９ ２９ ３ ２５０ １ １９８ １７２ ４３ ２７９
１／２ １ １ １３ ３６９ １ １５ ９ ４ ２ １４ ６ ８

Polygonum thunbergii Sieb. et Zucc. ミゾソバ 果実
Polygonum perfoliatum Linn. イシミカワ 果実 ２ ２
Polygonum A タデ属 A 果実 １ １
Polygonum B タデ属 B 果実
Rumex ギシギシ属 果実
Phytolacca japonica Makino マルミノヤマゴボウ 種子 ２ ３ １
Leguminosae A マメ科 A 炭化種子 ２ １ １ １

Leguminosae B マメ科 B 炭化種子 １ １ ２ １ ２ １ １ ２ ４ ２ １５
１／２ １ ２

Ampelopsis brevipedunculata Trautv. ノブドウ 種子 ２
Impatiens ツリフネソウ属 種子
Perilla シソ属 果実 １ ７ １ ２
Legenaria siceraria Stand. ヒョウタン類 種子 １

Cucumis melo Linn. ウリ類 種子 １ １ １ １ １ ５ ５ ８ １ ９ １ １ ２
１／２ ２ ４

Unknown 不明 冬芽
Unknown 不明 １ ７ ８ １ １２ ５ ７ １ １ １ １ １ １１ ３ ７ ７

合計 ９６ １５１ １９６ １６９ ３８７ １９５ １１６ １７ ５５５ １２６ ６０９ １０３５６ ６３５ １２１ ４ ２４６ ２７９ ５７ ９ ５４９ ７ １３９７ ３７９ １５２ ６７４

９ 下老子笹川遺跡出土の種実遺体

第４表－４ 下老子笹川遺跡弥生時代の建物出土種実遺体

第４表－５ 下老子笹川遺跡弥生時代の建物出土種実遺体

３７４



分類群 ３５SS－B６ ３５SS－B６ ３５SS－B６ ３５SS－B６ ３５SS－B６
学 名 ／ 和 名 部 位 SI１７ SI２３ SI２５ SI２６ SH３１

A区 A区周溝 B区 B区周溝 C区 C区周溝 D区 D区周溝 A区周溝 C区周溝 D区 P１ A区 B区周溝 A区周溝 B区周溝 C区周溝 D区周溝
arbor 木本
Cephalotaxus harringtonia K.Koch イヌガヤ 種子

Juglans ailanthifolia Carr. オニグルミ
核 １
１／２
破片

Zelkova serrata Makino ケヤキ 種子
Prunus persica Batsch モモ 核
Prunus サクラ属 核 １
Broussonetia コウゾ属 種子

Magnolia kobus DC. コブシ 種子 １
１／２

Magnolia obovata Thunb. ホオノキ 種子

Zanthoxylum piperitum DC. サンショウ 種子 １ １ ２ １ ３ ２ １ １ ２ ２ ３ ５ １
１／２ １

Zanthoxylum ailanthoides Sieb. et Zucc. カラスザンショウ 種子 １ ２ １ ２
１／２

Phellodendron amurense Rupr. キハダ 種子 ３
Mallotus japonicus Thunb. アカメガシワ 種子
Staphylea bumalda DC. ミツバウツギ 種子

Clerodendron trichotomum Thunb. クサギ 種子 １
１／２

Actinidia マタタビ属 種子
Berchemia クマヤナギ属 核
Vitis ブドウ属 種子 ２ ３ １ ５ １ １

Cornus controversa Hemsley ミズキ 核 ２ １
１／２ １

Cornus brachypoda C.A.Mey. クマノミズキ 核 ５ １ １
１／２

Styrax エゴノキ属
種子 １ １ ２ ２ １ ２ １ １ ２
１／２ １ １
破片 １

Viburnum ガマズミ属 核
arbor and herb 木本と草本
Vitaceae ブドウ科 種子破片
herb 草本

Oryza sativa Linn. イネ
穎 １ １６ ２ ５５ ３ ６

炭化果実 １９６ ６３ １１ ７ ２１ ２６９ ３７ １５１ １ ５１ ９ １ １ ２ ４
１／２ １２ １３ ３９ ６ ３

Gramineae A イネ科 A 穎
Gramineae B イネ科 B 炭化穎 ２
Scirpus yagara Ouwi ウキヤガラ 果実
Scirpus ホタルイ属 果実 １

Cannabis sativa Linn. アサ 種子 ３ ６２ ２ ２ ３ １２ ２８ １７ １
１／２

Humulus japonicus Sieb. et Zucc. カナムグラ 種子 １２０ ２２６ ４２ ５４ １９ ５１ ９８ １ １５ ８ ２ ３ ６ ５
１／２ ７ ２２ ３ ４

Polygonum thunbergii Sieb. et Zucc. ミゾソバ 果実
Polygonum perfoliatum Linn. イシミカワ 果実
Polygonum A タデ属 A 果実 １
Polygonum B タデ属 B 果実
Rumex ギシギシ属 果実 ２
Phytolacca japonica Makino マルミノヤマゴボウ 種子 １
Leguminosae A マメ科 A 炭化種子

Leguminosae B マメ科 B 炭化種子 １
１／２

Ampelopsis brevipedunculata Trautv. ノブドウ 種子
Impatiens ツリフネソウ属 種子 １
Perilla シソ属 果実 １ １ １
Legenaria siceraria Stand. ヒョウタン類 種子

Cucumis melo Linn. ウリ類 種子 ２
１／２

Unknown 不明 冬芽
Unknown 不明 ４ １ １ １

合計 ３５３ ４０３ ５８ ７５ ５０ ３７５ １４９ １８９ ５ ７５ ２ ２５ １ １ １４ ２５ ６ ７３ １１ ６

分類群 ３５SS－B７ ３５SS－B７ ３５SS－B７ ３５SS－B７
学 名 ／ 和 名 部 位 SB２ SI１９ SH３７ SH３９

A区 C区周溝 C区 D区 B区 A区周溝 B区 C区 C区周溝 D区 D区周溝 炉 A区 B区 P１ P２ B区 C区 D区 C区P１ P１ P２ P４ P６
arbor 木本
Cephalotaxus harringtonia K.Koch イヌガヤ 種子

Juglans ailanthifolia Carr. オニグルミ
核 １ １
１／２
破片 １

Zelkova serrata Makino ケヤキ 種子 ３
Prunus persica Batsch モモ 核 １
Prunus サクラ属 核
Broussonetia コウゾ属 種子 １

Magnolia kobus DC. コブシ 種子 １ １
１／２ １

Magnolia obovata Thunb. ホオノキ 種子 ２

Zanthoxylum piperitum DC. サンショウ 種子 ２ １ ３ ３
１／２ １ ２

Zanthoxylum ailanthoides Sieb. et Zucc. カラスザンショウ 種子 ２
１／２

Phellodendron amurense Rupr. キハダ 種子 １
Mallotus japonicus Thunb. アカメガシワ 種子
Staphylea bumalda DC. ミツバウツギ 種子

Clerodendron trichotomum Thunb. クサギ 種子
１／２

Actinidia マタタビ属 種子 １
Berchemia クマヤナギ属 核
Vitis ブドウ属 種子 ５ １ １ ５ ２ ５ １

Cornus controversa Hemsley ミズキ 核 ２ ５ １ １ ２ ２４ １ １９
１／２ １

Cornus brachypoda C.A.Mey. クマノミズキ 核 １ １ １
１／２

Styrax エゴノキ属
種子 ２ ８３ １ ４ ２ １ ５
１／２ ３ １０４ ３ ４ ３
破片 １９１

Viburnum ガマズミ属 核
arbor and herb 木本と草本
Vitaceae ブドウ科 種子破片
herb 草本

Oryza sativa Linn. イネ
穎

炭化果実 ３ ７ ２ ６ １ １７ １ ６ ３１ ２ ２ ３ ２６９ ５ ５８ ３ １０ １４２
１／２ ４ ３ １ １ １ ３１ １６ １２

Gramineae A イネ科 A 穎
Gramineae B イネ科 B 炭化穎 １
Scirpus yagara Ouwi ウキヤガラ 果実
Scirpus ホタルイ属 果実 １ ２９ ３

Cannabis sativa Linn. アサ 種子 ９ ３ ３７
１／２ ６ ３ ８

Humulus japonicus Sieb. et Zucc. カナムグラ 種子 ３ １ １ ２ ７５ ２０ ２２ ４２０ １ １
１／２ ５ ３ １ １４４ ８

Polygonum thunbergii Sieb. et Zucc. ミゾソバ 果実
Polygonum perfoliatum Linn. イシミカワ 果実
Polygonum A タデ属 A 果実 １ １
Polygonum B タデ属 B 果実
Rumex ギシギシ属 果実
Phytolacca japonica Makino マルミノヤマゴボウ 種子 １ ２ １ １
Leguminosae A マメ科 A 炭化種子 １

Leguminosae B マメ科 B 炭化種子 ３
１／２

Ampelopsis brevipedunculata Trautv. ノブドウ 種子 １ ２
Impatiens ツリフネソウ属 種子
Perilla シソ属 果実 １ １
Legenaria siceraria Stand. ヒョウタン類 種子

Cucumis melo Linn. ウリ類 種子 ２ ２３ ３
１／２ １

Unknown 不明 冬芽 １
Unknown 不明 １ １ １

合計 １６ １３ ２ １６ ２ １１７ ４０６ ２６ ６４ ３６ ６８２ １３ ３ ３２ ３ １１ ５ １ ３０１ ５ ８６ ３ １０ １５４

第４表－６ 下老子笹川遺跡弥生時代の建物出土種実遺体

第４表－７ 下老子笹川遺跡弥生時代の建物出土種実遺体
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分類群 ２１８ ２１９ ３０１ ３０２ ３０３ ３０４ ３０５ ３０６ ３０８ ３０９ ３１０ ３１１ ３１２ ３１３ ３１４ ３１５ ２５８ ２５９
学 名 ／ 和 名 部 位 ３５SS－B３３５SS－B３３５SS－B３３５SS－B３３５SS－B３３５SS－B３３５SS－B３３５SS－B３３５SS－B３３５SS－B３３５SS－B３３５SS－B３３５SS－B３３５SS－B３３５SS－B３３５SS－B３３５SS－B３３５SS－B３

３区 ５区 X２２８Y２１１ X２２８Y２１１ X２２８Y２１１ X２２８Y２１１ X２２８Y２１１ X２２８Y２１１ １区 ２区 ３区 ４区 ５区 ６区 ７区 ８区 １区 ２区
arbor 木本
Juglans ailanthifolia Carr. オニグルミ 核破片 １

Magnolia kobus DC. コブシ 種子 ３ ２ １ １ １ １７ １
１／２ ３ １ ６ １ ２ ４

Magnolia obovata Thunb. ホオノキ 種子 １

Zanthoxylum piperitum DC. サンショウ 種子
種子１／２ １

Phellodendron amurense Rupr. キハダ 種子 １
Mallotus japonicus Thunb. アカメガシワ 種子 １

Clerodendron trichotomum Thunb. クサギ 種子 ４ ３ ２ ３ １ ６ ３ ５ ２ ７ １
１／２ １ １ １

Berchemia クマヤナギ属 核 １
Vitis ブドウ属 種子 １ １ １ １

Styrax エゴノキ属
種子 ２９２ ２７１ ２５６ ２９２ ３０３ １ ７ ２ ８ ２ ７ ３
１／２ １３５ １７５ １９９ １４９ １４０ ７ １９ １０ ８ ３ ８ １
破片 ２０７ ２１７ ２７５ １５５ １７９ ６ ２ ９ ３ １４ ２

herb 草本

Oryza sativa Linn. イネ
穎 １

炭化果実 ３ １３ ２ １５ ４８
１／２

Hordeum vulgare オオムギ 炭化果実 １
Scirpus ホタルイ属 果実 ４
Impatiens ツリフネソウ属 種子 １
Unknown 不明 １ １ １ １

合計 ３ １５ ６４１ ６６９ ７３６ ６０７ ６２７ ３ ９ ４１ １８ ３４ ２３ １２ ３９ １１ １５ ４９

分類群 ５ ６ １１３ ２２１
学名 ／ 和名 部位 ３５SS－B５ ３５SS－B５ ３５SS－B５ ３５SS－B５

SK３５３２ SD３５２７X２５３Y２３６ Y２１８ SK３５５７
arbor 木本
Juglans ailanthifolia Carr. オニグルミ 核 １

Prunus persica Batsch モモ
核１／２ ２
破片 ３

Prunus サクラ属 核 １
Broussonetia カジノキ属 種子 １
Magnolia kobus DC. コブシ 種子 ２３

Magnolia obovata Thunb. ホオノキ
種子 ２
１／２ ２

Clerodendron trichotomum Thunb. クサギ 種子 ４２
Berchemia クマヤナギ属 核 ６４
Vitis ブドウ属 種子 ４
Cornus controversa Hemsley ミズキ 核１／２ １

種子 １ １７８
Styrax エゴノキ属 １／２ ３８３

破片 ４３３
arbor and herb 木本と草本
Vitaceae ブドウ科 種子（破片） ３
herb 草本

Oryza sativa Linn. イネ
炭化果実 １０ ２６９ ２５ １１
１／２ ３２

Scirpus yagara Ouwi ウキヤガラ 果実 １ １
Scirpus ホタルイ属 果実 １７
Cannabis sativa Linn. アサ 種子 １
Rumex ギシギシ属 果実 ２２
Polygonum thunbergii Sieb. et Zucc. ミゾソバ 果実 １
Polygonum A タデ属 A 果実 ９
Polygonum B タデ属 B 果実 １
Leguminosae B マメ科 B 炭化種子 ３
Ampelopsis brevipedunculata Trautv. ノブドウ 種子（破片） ３
Solanum ナス属 種子 ２
Unknown 不明 １ １

合計 １２ ３０３ １２２８ １１

９ 下老子笹川遺跡出土の種実遺体

第５表 下老子笹川遺跡B３地区出土種実遺体

第６表 下老子笹川遺跡B５地区出土種実遺体
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B７地区SH３７
B７地区SH３９１８．２％

０．６％B５地区SI１１ ０．２％２．２％１．０％ ９．１％
B５地区SH１５

７７２２．．７７％％ B７地区SI１９１．５％
２２７７．．００％％ ０．３％

９９７７．．００％％１４．３％７７００．．５５％％
１１００００％％ B７地区SB２

５５８８．．００％％ ２７．４％

２２３３．．４４％％ ３３４４．．００％％０．６％
B５地区SI１０（新） B６地区SI１７

０．３％４４２２．．６６％％ B６地区SI２３
０．９％３３５５．．６６％％

B５地区SI９ ６６００．．１１％％
１．５％ １１４４．．８８％％ ３３９９．．７７％％

５５６６．．７７％％３．７％

２２２２．．４４％％ ７７７７．．８８％％
６．５％４．６％

３．３％７７１１．．５５％％B５地区SI１０（旧）
０．３％

１５．７％２２９９．．６６％％
２２７７．．３３％％

５５３３．．００％％
B５地区SI８ ４４７７．．４４％％ ６６３３．．６６％％２２１１．．１１％％

１７．１％
９９．．１１％％

４．２％ B６地区SI２６１５．８％B５地区SI６
３３．．８８％％ １１００００％％

１１．．１１％％
００．．５５％％３３２２．．２２％％ ６６３３．．６６％％

B６地区SH３１００．．２２％％
１１００．．１１％％
２２．．５５％％

９９４４．．６６％％

A７地区SI１
３３．．３３％％ ８８７７．．２２％％B５地区SI７

B６地区SI１５
００．．９９％％２２７７．．９９％％

５５９９％％ １１６６．．１１％％００．．８８％％

９９％％ １１４４．．４４％％
６６８８．．６６％％

１１．．３３％％
００．．４４％％

００．．７７％％ B６地区SI２５１１００．．９９％％００ ５５００mm ００．．１１％％ １１．．００％％１１．．３３％％ ７７５５．．９９％％１１００．．００％％ １１４４．．２２％％ １１２２．．１１％％ １１１１．．９９％％
３３．．６６％％

２２．．７７％％ ３３１１．．７７％％２２８８．．６６％％４４．．００％％
５５７７．．６６％％B６地区SI１２００．．３３％％２２８８．．６６％％８８８８．．８８％％

７７．．５５％％８８３３．．００％％ ００．．１１％％２２８８．．６６％％
９９．．７７％％４４８８．．００％％４４５５．．３３％％ B３地区SI５ B６地区SI１６B６地区SI１３B３地区SK２９８３

００．．４４％％ ９９２２．．２２％％
A８地区SI４ B６地区SI２２１１９９．．５５％％

７７．．６６％％

７７２２．．５５％％

B６地区SI２１

第１図 下老子笹川遺跡の弥生時代の建物における出土種実遺体の出現率
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下老子笹川遺跡C３・C４地区の大型植物遺体

９ 下老子笹川遺跡出土の種実遺体

２
３１ ４

０．５� ０．２� １� １�

８
７５

６

０．５� ０．５� １� ０．５�

１０
１２９

１１

０．２� ０．２�０．５� ０．５�

１３
１４ １５

１６

０．５� ０．４� ０．２�

１�

１．クワ属種子 ２．キイチゴ属核 ３．キハダ種子 ４．アカメガシワ種子
５．マタタビ属種子 ６．ムラサキシキブ属核 ７．クサギ核 ８．ニワトコ種子
９．ウコギ科Ａ種子 １０．ウコギ科Ｂ種子 １１．スゲ属Ａ果実 １２．スゲ属Ｂ果実
１３．タデ属果実 １４．オトギリソウ属種子 １５．シロネ属果実 １６．不明Ｆ冬芽

１～６・８～１２はＣ３地区の試料
７・１３～１６はＣ４地区の試料
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１０ 下老子笹川遺跡の古環境復元

（１）はじめに

下老子笹川遺跡は縄文時代晩期と弥生時代後期後半～終末期を中心とする集落遺跡である。縄文時

代晩期では竪穴建物などが検出されており，当該時期における集落の様相を知る上で貴重である。ま

た，弥生時代後期～終末期では竪穴建物，溝，水田跡などが検出されており，住居域と生産域が確認

された点において重要な意味をもつと考えられる。下老子笹川遺跡では自然科学分析が目的に応じて

実施されており，とりわけ花粉分析や種実遺体分析，樹種同定など古植生や農耕の復元を目的とした

分析が実施されている。花粉分析は一般に集水域の広い湖沼などの水成堆積物を対象に，富山平野や

射水平野といった比較的広域な古植生や環境の復元に用いられる。ここ３０年ほどは発掘調査の増加に

伴い考古遺跡でも多用されている。遺構内覆土などの堆積域の狭い，しかも堆積速度の速い堆積物を

対象にすることによって，比較的狭い範囲の，時間軸の短い古植生や環境の復元にも用いられている。

種実遺体分析は花粉分析と比較すると移動・運搬作用が小さく，集水域が狭い場合は現地性が高い。

特に集水域の限られる遺構の場合であれば遺構周辺もしくは遺跡周辺から供給されたとみなすことが

できる。一方で，花粉に比べて，種まで同定可能な場合が多く，花粉分析に比べてより具体的な古植

生や農耕の復元に有効である。

小論では，各分析結果から得られたデータから，古植生や農耕を相互的にまとめ，さらに発掘調査

の知見を含めて，下老子笹川遺跡をめぐる古環境を推定していくことを目的とする。

（２）分析結果

Ａ 花粉分析（第１表）

花粉分析については，古植生と農耕の復元ならびに変遷を目的として実施されているので層序で行

われている場合が多い。

ａ 縄文時代晩期以前

縄文時代晩期以前の層序で花粉分析されているのはＣ４地区の�９地点とＣ３地区の�１０地点で，

�層（地山）に相当する。樹木花粉と草本花粉をみると樹木花粉が草本花粉に比べて占める割合が高

い。樹木花粉ではクリ，コナラ属コナラ亜属，ハンノキ属で高率に出現し，他にスギ，トチノキもみ

られる。草本花粉ではイネ科，カヤツリグサ科，ヨモギ属がやや高率で出現している。

ｂ 縄文時代晩期

縄文時代晩期の遺構は主にＣ４地区とＣ３地区で確認されており，�層が縄文時代晩期の遺物包含

層に相当している。検出された花粉遺体は樹木で２４分類群，樹木と草本を含むものが３分類群，草本

で１１分類群の合計３８分類群が検出されている。

Ｃ４地区の�９地点では樹木花粉と草本花粉をみると樹木花粉が草本花粉に比べて占める割合が高

い。樹木花粉ではクリとコナラ属コナラ亜属の高率で出現し，スギ，ハンノキ属，ニレ属－ケヤキ，

トチノキもやや高い出現率である。草本花粉ではイネ科，カヤツリグサ科，ヨモギ属がやや高率で出

現している。

Ｃ３地区の�１０地点ではＣ４地区の�９地点と同様に樹木花粉と草本花粉をみると樹木花粉が草本

花粉に比べて占める割合が高い。樹木花粉ではクリとトチノキが高率で出現し，スギ，ハンノキ属，

コナラ属コナラ亜属もやや高い出現率を示している。草本花粉ではイネ科，ヨモギ属がやや高率で出

現し，他にカヤツリグサ科もみられる。
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ｃ 弥生時代後期～終末期

弥生時代後期～終末期の層準はＢ５地区�６地点とＢ６地区�７地点の�ｂ層に相当する。

Ｂ５地区�６地点，Ｂ６地区�７地点では樹木花粉と草本花粉ならびにシダ植物胞子をみると樹木

花粉の占める割合が低い。

樹木花粉ではスギ，ハンノキ属がやや高率で出現し，他にクリ－シイ属，コナラ属コナラ亜属，ニ

レ属－ケヤキが出現している。草本花粉ではイネ科，カヤツリグサ科，ヨモギ属がやや高率で出現し

ており，他にイネ属型も出現している。

ｄ 弥生時代終末期～古墳時代中期

弥生時代終末期～古墳時代中期の層準はＢ１地区�１地点，Ｂ２地区�２地点，Ｂ３地区�４地点

で�層，Ｂ５地区�６地点とＢ６地区�７地点で�ａ層がそれぞれ相当する。

Ｂ１地区�１地点，Ｂ２地区�２地点，Ｂ３地区�４地点では樹木花粉と草本花粉ならびにシダ植

物胞子をみると樹木花粉の占める割合が低い。樹木花粉ではスギ，ハンノキ属が高率で出現し，他に

コナラ属コナラ亜属，コナラ属アカガシ亜属，ニレ属－ケヤキもみられる。草本花粉ではイネ科，カ

ヤツリグサ科，ヨモギ属がやや高率で出現し，イネ属型もみられる。

Ｂ５地区�６地点，Ｂ６地区�７地点では樹木花粉と草本花粉をみると樹木花粉の占める割合が草

本花粉に比べて高い。樹木ではスギ，ハンノキ属が高率で出現し，他にクリ－シイ属，コナラ属コナ

ラ亜属，コナラ属アカガシ亜属もみられる。草本花粉ではイネ科，ヨモギ属がやや高率で出現し，イ

ネ属型もみられる。

ｅ 古墳時代中期～古代

ここで古墳時代中期～古代とした時期は，古墳時代中期から古代にかけて堆積した�ａ・�ｂ層（無

遺物層）に相当する層準を指している。便宜的に古墳中期～古代としたが，当該時期の遺物・遺構は

下老子笹川遺跡では検出されていない。弥生時代終末期～古墳時代中期の水田を被覆している層序は

黄灰色～暗灰黄色粘質土～シルト層（�ａ・�ｂ層）で，ほぼ遺跡全体を被覆しており，この�層は

特徴的な層準で，全体にラミナ状に堆積している。おそらくは洪水もしくは冠水状態で堆積した層と

考えられる。

�ａ・�ｂ層は各地点ともに樹木花粉と草本花粉をみると樹木花粉の占める割合が草本花粉に比べ

て高い。樹木ではスギ，ハンノキ属が高率で出現し，コナラ属コナラ亜属，トチノキもやや高率にみ

られる。また，ブナ属が増加傾向にある。草本花粉ではイネ科，カヤツリグサ科，ヨモギ属がやや高

率で出現し，Ｂ５地区�６地点，Ｂ６地区�７地点ではイネ属型もみられる。

ｆ 古代～近世

古代～近世の層準はＢ１地区�１地点，Ｂ３地区�４地点と�５地点，Ｂ５地区�６地点で�層が

それぞれ相当する。樹木花粉の占める割合は草本花粉ならびにシダ植物胞子に比べて低い。樹木花粉

ではスギ，ハンノキ属がやや高率で出現し，他にコナラ属コナラ亜属，コナラ属アカガシ亜属，トチ

ノキもみられる。草本花粉ではイネ科，カヤツリグサ科，ヨモギ属が高率で出現し，ガマ属－ミクリ

属，イネ属型もやや高率でみられる。ソバ属も低率ながら出現する。

ｇ 近世以降

近世以降の層準はＢ１地区�１地点，Ｂ２地区�２地点，Ｂ３地区�４地点，Ｂ５地区�６地点，

Ｂ６地区�７地点で�層がそれぞれ相当する。

樹木花粉の占める割合は草本花粉ならびにシダ植物胞子に比べて低い。樹木花粉ではマツ属複維管
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束亜属，スギ，ハンノキ属がやや高率で出現し，他にクリ－シイ属，コナラ属コナラ亜属もみられる。

草本花粉ではイネ科が高率で出現し，イネ属型，カヤツリグサ科，アブラナ科，ヨモギ属もやや高率

でみられる。ソバ属も低率ながら出現する。

Ｂ 種実遺体分析（第２表）

種実遺体分析は主に縄文時代晩期と弥生時代後期～終末期における古植生や農耕の復元を目的に実

施されている。

ａ 縄文時代晩期

縄文時代晩期の層準はＣ３（�１０）・Ｃ４（�９）地区の�層に相当する。堆積物から同定された分

類群は木本で８分類群，木本と草本を含むもので２分類群，草本で７分類群の合計１７分類群である。

また，発掘調査中に取り上げられた分類群としては木本の９分類群である。堆積物から同定された分

類群と発掘調査中に取り上げられた分類群を合計すると縄文時代晩期から検出された種実遺体群は木

本１７，木本と草本を含む２，草本７の合計２６分類群が同定されている。

まず，Ｃ３地区から採取された堆積物から同定されたのは種数・数量においては草本に比べて樹木

が多い傾向にある。試料１は樹木でマタタビ属・ニワトコがやや多く，他にキハダ，キイチゴ属，ム

ラサキシキブ属がある。草本ではスゲ属Ｂが少量含まれる。試料２では樹木でキイチゴ属が多く，次

にクワ属がつづく。他にマタタビ属・アカメガシワ・ムラサキシキブ属・ニワトコが含まれている。

草本ではスゲ属Ａが多く，森林の林床などに生育するヤブミョウガが少量含まれる。試料３では種実

遺体に乏しく，わずかにアカメガシワとウコギ科が含まれる。次にＣ４地区の試料をみていく。試料

１はクワ属がやや多く，他にキイチゴ属・キハダ・クサギ・ニワトコがみられる。草本ではスゲ属Ａ

が多く，他にオトギリソウ属・シロネ属がある。発掘調査中に取り上げられた分類群をみるとオニグ

ルミ・ナラガシワ？・コナラ属コナラ亜属・コナラ属・コブシ・フジ属・トチノキ・ミズキ・エゴノ

キがみられる。種実遺体の保存状態は良好で，コナラ属コナラ亜属やトチノキは幼果と成熟果が共に

出土している。

ｂ 弥生時代後期～終末期

出土した種実遺体群の堆積地の多くは竪穴建物およびその建物に付随する周溝である。種実遺体群

は木本２１，木本と草本を含む１，草本２０の合計４１分類群が同定されている。木本と草本を比べた場合，

種数・個数ともに草本が多い。検出された個体数をみると木本ではサンショウ，ブドウ属，エゴノキ

属が最も検出量が多く，カラスザンショウ，ミズキ，クマノミズキなどもやや多い。他にモモが検出

されている。草本ではイネ，アサ，カナムグラが多く検出されており，他にマメ科Ａ・Ｂ，シソ属，

ヒョウタン類，ウリ類がみられる。

Ｃ 樹種同定（第３表）

樹種同定は木製品における選材や利用がどのようなものであったかを目的に実施されている。また，

縄文時代晩期の森林植生の復元を目的として，自然流路から確認された埋没樹根や流木（倒木）につ

いて実施されている。

ａ 縄文時代晩期

樹種同定された試料は縄文時代晩期の自然流路から検出された埋没樹根や流木（倒木）で，埋没樹

根６，流木２１の合計２７試料である。検出された樹種は１２種類ですべて広葉樹である。生育場所の元位

置を保っている埋没樹根にはバラ科，トチノキ，コナラ属アカガシ亜属，クリ，トネリコ属，広葉樹

の６種類が確認されている。流木で検出された樹種は７種類で，最も多く同定されたのはトネリコ属
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で２１試料中１５試料である。他にヤナギ属，コナラ属コナラ節，ヒサカキ属，ハンノキ属，キハダ属，

モクレン属が確認されている。流木は埋没樹根のように生育地が確定できないものの，出土状況など

から現地性が高いとみなされる。

ｂ 弥生時代後期～終末期

焼失住居の試料をみると，炭化材７試料である。同定された樹種はスギ，クルミ属，コナラ属クヌ

ギ節，コナラ属コナラ節，ヤマグワの５種類で，コナラ属コナラ節，ヤマグワについては２個体づつ

検出されている。

建築部材である柱材は４２試料で，このうち樹種は１３種類確認されている。コナラ属コナラ節１２，ヤ

マグワ９，コナラ属クヌギ節８，カエデ科２，ヤマウルシ２，トネリコ属２，コナラ属１，クリ１，

ヒメシャラ１，マカンバ１，ニレ属１，ミズメ１，クワ属１である。また，礎板は１４試料で，樹種は

５種類確認されている。スギ５，コナラ属コナラ節４，クリ２，ヤマウルシ２，ヤマグワ１である。

弥生時代において建築部材などの大きな木材は基本的には近隣から供給されたと考えられるので，こ

れらの樹種が遺跡周辺に分布していたことが推定される。

（３）古環境復元

ここでは，花粉分析，種実遺体分析，樹種同定から得られたデータをもとに，下老子笹川遺跡の古

環境の復元を試みる（第１図）。

－縄文時代晩期以前－

下老子笹川遺跡で縄文時代晩期以前の遺構・遺物は確認されていない。遺跡周辺の平地には古植生

はコナラ属コナラ亜属（ナラ類），クリ，トチノキなどの落葉広葉樹を主体とし，常緑広葉樹のコナラ

属アカガシ亜属（カシ類）や針葉樹のスギが分布する自然度の高い混交林が成立していたと考えられ

る。また，川辺などの水湿地にはハンノキやトネリコが生育していたと考えられる。草本ではハンノ

キやトネリコの湿地林の林床にはイネ科やカヤツリグサ科が繁茂していたと考えられる。

－縄文時代晩期（第２図）－

この時期は下老子笹川遺跡で集落が営まれ始めた時期に相当する。Ｃ３・４地区の集落の周辺の古

植生はコナラ属コナラ亜属（ナラ類），ナラガシワ，クリ，トチノキなどの落葉広葉樹を主要構成要素

とし，コナラ属アカガシ亜属（カシ類），ヒサカキなどの常緑広葉樹が混在する混交林が分布し，針葉

樹のスギが伴うと考えられる。この混交林は自然度の高い豊かな森林で，オニグルミ，コブシ，エゴ

ノキ属，キハダ属などの落葉広葉樹も含まれており，このような多様な混交林が集落の周辺ならびに

後背地の平地に広く分布していたと考えられる（第１図）。また，自然流路沿いの水辺にはトネリコ属

やハンノキ属などの湿地林が分布し，林縁にはフジ属やマタタビ属が生育していたと考えられる。林

床には草本のヤブミョウガが生育し，湿地にはイネ科やカヤツリグサ科，スゲ属，セリ亜科，チドメ

グサ亜科などの水湿地性植物が繁茂していたと考えられる。集落内には�１・２などが孤立木として

分布し，日当たりの良い開地にはアカメガシワやニワトコなどが生育していたと考えられる。また，

ヨモギ属やアカザ科－ヒユ科などの草本が生育できるような日当たりの良いやや乾燥した環境が推定

される。また，第４表の花粉・種実・木材の対応関係をみると，花粉・種実・木材の３つが同じ階級

で対応しているものにトチノキがある。階級は異なるが同じ分類群が含まれているもので花粉のコナ

ラ属コナラ亜属と種実のコナラ属コナラ亜属・ナラガシワ？と木材のコナラ属コナラ節がある。同じ

階級で２つが対応しているものには花粉のハンノキ属と木材のハンノキ属，花粉のクリと木材のクリ

などがみられる。このように，互いに部位の異なる分類群が複数確認されているということは，遺跡
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内もしくは周辺に生育していたという蓋然性が高いと考えられる。

－弥生時代後期～終末期－

この時期は下老子笹川遺跡の集落の最盛期にあたる。集落の後背地には縄文時代晩期から引き続き

コナラ属コナラ亜属（ナラ類），クリなどの落葉広葉樹を中心に，コナラ属アカガシ亜属（カシ類）な

どの常緑広葉樹と針葉樹であるスギが混在する混交林が分布していたと考えられる。この混交林には

落葉広葉樹のオニグルミ，コブシ，クマヤナギ属なども構成要素として含まれていたと考えられる。

また，自然流路などに面した水辺にはハンノキ属などが分布していたと考えられる。集落の周辺では

水田が広がり，水湿地性植物を多く含むカヤツリグサ科やミズアオイ属などが繁茂していたと考えら

れる。また，果樹であるモモや，畑作物であるアサ，マメ類，シソ属，ヒョウタン類，ウリ類も栽培

されていたと考えられる。集落内では木本は少なく草本が卓越していたと考えられる。開けたやや乾

燥した場所にはカナムグラやヨモギ属が繁茂し，溝などの湿地状の場所にはウキヤガラ，ホタルイ属

が生育していたと考えられる。

－弥生時代終末期～古墳時代中期－

この時期の集落は確認されていないものの，水田や灌漑用の溝などが検出されている。遺跡の後背

地は依然，自然度の高い森林が分布し，水辺にはハンノキ属などが生育していたと考えられる。遺跡

では部分的で断続的な水田が営まれていたと考えられる。

－古墳時代中期～古代－

この時期は人間活動が小さく下老子笹川遺跡では遺物・遺構は検出されていない。遺跡の後背地は

自然度の高い森林が分布し，水辺にはハンノキ属などが分布していたと考えられる。水田は衰退し，

森林の拡大が示唆される。

－古代～近世－

この時期は小集落が営まれた時期である。遺跡周辺の水田は拡大し，ソバ属の栽培も併せて行われ

るようになる。それに伴い後背地のコナラ属コナラ亜属（ナラ類），クリなどの落葉広葉樹を主要構成

要素とし，コナラ属アカガシ亜属（カシ類）などの常緑広葉樹と針葉樹のスギが混在する混交林が大

きく後退し，マツ属複維管束亜属（二葉松類）の二次林が増加しはじめる。

－近世以降－

現在に近い水田が広がる景観になった時期である。後背地の自然度の高い豊かな森林は衰退し，代

わってマツ属複維管束亜属やコナラ属コナラ亜属（ナラ類）の二次林が形成される。水田が大規模に

営まれ，アブラナ科やソバ属などの畑作も盛んに行われる。 （中村亮仁）
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吉井亮一 １９８６「小杉流通業務団地内遺跡群 �１９遺跡谷部出土の種実遺体」『小杉流通業務団地内遺跡群 第８次緊急発掘調査
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層序 時代 集落 下老子笹川遺跡 森林の変遷

�層 近世以降 水田の集約化

�層 近世～古代 水田

�層
古代～

古墳時代中期

�層

古墳時代中期

～弥生時代終末期
断
続
的
な
水
田

弥生時代終末期

～弥生後期

縄文時代晩期

�層
縄文時代晩期

以前

１０ 下老子笹川遺跡の古環境復元

ソ
バ
属

ア
ブ
ラ
ナ
科

マツの二次林 ハ
ン
ノ
キ
の
湿
地
林

ハ
ン
ノ
キ

ト
ネ
リ
コ
の
湿
地
林

ナラ類・クリ・トチノキを

中心にカシ類・スギの混交林

第１図 下老子笹川遺跡における古環境と植生の変遷図
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裸子植物
イチイ科－イヌガヤ科－ヒノキ科

Taxaceae－Cephalotaxaceae－Cupressaceae
マツ科Pinaceae

マツ属Pinus
マツ属複維管束亜属Pinus subgen. Diploxylon
マツ属単維管束亜属Pinus subgen. Haploxylon
ツガ属Tsuga
モミ属Abies
トウヒ属Picea
コウヤマキ科

コウヤマキSciadopitys verticillata
スギ科Taxodiaceae

スギCryptomeria japonica
被子植物

単子葉類
ガマ科Typhaceae

ガマ属－ミクリ属Typha －Sparganium
オモダカ科Alismataceae

サジオモダカ属Alisma
オモダカ属Sagittaria

イネ科Gramineae
イネ属型Oryza type

カヤツリグサ科Cyperaceae
サトイモ科Araceae

ミズバショウ属Lysichiton
ホシクサ科Eriocauraceae

ホシクサ属Eriocanlon
ツユクサ科Commelinaceae

イボクサAneilema keisak
ミズアオイ科Pontederiaceae

ミズアオイ属Monochoria
被子植物

双子葉類
クルミ科Juglandaceae

クルミ属Juglans
サワグルミPterocarya rhoifolia

カバノキ科Betulaceae
ハシバミ属Corylus
カバノキ属Betula
クマシデ属－アサダCarpinus －Ostrya japonica
ハンノキ属Alnus
ブナ科Fagaceae

クリCastanea crenata
クリ－シイ属Castanea crenata －Castanopsis
シイ属Castanopsis
コナラ属アカガシ亜属

Quercus subgen. Cyclobalanopsis
コナラ属コナラ亜属Quercus subgen. Lepidobalanus
ブナ属Fagus
ニレ科Ulmaceae

ニレ属－ケヤキUlmus －Zelkova serrata
エノキ属－ムクノキCeltis －Aphananthe aspera

クワ科－イラクサ科MoracaeーUrticaceae
タデ科Polygonaceae

タデ属Polygonum
タデ属サナエタデ節Polygonum sect. Persicaria
ソバ属Fagopyrum

アカザ科－ヒユ科Chenopodiaceae－Amaranthaceae
ナデシコ科Caryophyllaceae

キンポウゲ科Ranunculaceae
キンポウゲ属Ranunculus
カラマツソウ属Thalictrum

アブラナ科Cruciferae
バラ科Rosaceae
マメ科Leguminosae
センダン科Meliaceae

センダン属Melia
ミカン科Rutaceae

サンショウ属Zanthoxylum
キハダ属Phellodendron
トウダイグサ科Euphorbiaceae

アカメガシワMallotus japonicus
ウルシ科Anacardiaceae

ウルシ属Rhus
モチノキ科Aquifoliaceae

モチノキ属Ilex
ニシキギ科Celastraceae
カエデ科Aceraceae

カエデ属Acer
トチノキ科Hippocastanaceae

トチノキAesculus turbinata
ツリフネソウ科Balsaminaceae

ツリフネソウ属Impatiens
ブドウ科Vitaceae

ノブドウAmpelopsis brevipedunculata
ツタParthenocissus tricuspidata

ブドウ属Vitis
シナノキ科Tiliaceae

シナノキ属Tilia
スミレ科Violaceae

スミレ属Viola
グミ科Elaeagnaceae

グミ属Elaeagnus
アカバナ科Onagraceae
アリノトウグサ科Haloragaceae

アリノトウグサ属－フサモ属
Haloragis －Myriophyllum

ウコギ科Araliaceae
セリ亜科Apioideae
チドメグサ亜科Hydrocotyloideae
ミズキ科Cornaceae

ミズキ属Coruns
ツツジ科Ericaceae
ハイノキ科Symplocaceae

ハイノキ属Symplocos
エゴノキ科Styracaceae

エゴノキ属Styrax
モクセイ科Oleaceae

トネリコ属Fraxinus
ナス科Solanaceae
オオバコ科Plantaginaceae

オオバコ属Plantago
スイカズラ科Caprifoliaceae

ニワトコ属－ガマズミ属Sambucus －Viburnum
スイカズラ属Lonicera
キク科Compositae

ヨモギ属Artemisia
キク亜科Asteroideae
タンポポ亜科Lactucoideae

第１表 下老子笹川遺跡出土花粉遺体一覧
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裸子植物
イチイ科Taxaceae

イヌガヤCephalotaxus harringtonia
被子植物

単子葉類
イネ科Gramineae

オオムギHordeum vulgare
イネOryza sativa

カヤツリグサ科Cyperaceae
ホタルイ属Scirpus

ウキヤガラScirpus yagara
スゲ属Carex

ツユクサ科Commelinaceae
ヤブミョウガPollia japonica

被子植物
双子葉類
クルミ科Juglandaceae

オニグルミJuglans ailanthifolia
ブナ科Fagaceae

コナラ属コナラ亜属Quercus subgen. Lepidobalanus
コナラ属Quercus

ナラガシワ？Quercus aliena?
ニレ科Ulmaceae

ケヤキZelkova serrata
クワ科Moraceae

カナムグラHumulus japonicus
アサCannabis sativa

クワ属Morus bombycis
カジノキ属Broussonetia

タデ科Polygonaceae
タデ属Polygonum

ミゾソバPolygonum thunbergii
イシミカワPolygonum perfoliatum

ギシギシ属Rumex
モクレン科Magnoliaceae

コブシMagnolia kobus
ホオノキMagnolia obovata

バラ科Rosaceae
キイチゴ属Rubus
サクラ属Prunus

モモPrunus persica
マメ科（マメ類）Leguminosae

フジ属Wisteria
マルミノヤマゴボウPhytolacca japonica

ミカン科Rutaceae
サンショウZanthoxylum piperitum
カラスザンショウZanthoxylum ailanthoides
キハダPhellodendron amurense

トウダイグサ科Euphorbiaceae
アカメガシワMallotus japonicus

ミツバウツギ科Staphyleaceae
ミツバウツギStaphylea bumalda

トチノキ科Hippocastanaceae
トチノキAesculus turbinata

ツリフネソウ科Balsaminaceae
ツリフネソウ属Impatiens

クロウメモドキ科
クマヤナギ属Berchemia

ブドウ科Vitaceae
ブドウ属Vitis

ノブドウAmpelopsis brevipedunculata
マタタビ科Actinidiaceae

マタタビ属Actinidia
オトギリソウ科Guttiferae

オトギリソウ属Hypericum
ウコギ科Araliaceae
ミズキ科Cornaceae

ミズキCoruns controversa
クマノミズキCornus brachypoda

エゴノキ科Styracaceae
エゴノキ属Styrax

エゴノキStyrax japonica
クマツヅラ科Verbenacsae

ムラサキシキブ属Callicarpa
クサギClerodendron trichotomum

シソ科Labiatae
シソ属Perilla
シロネ属Lycopus

スイカズラ科Caprifoliaceae
ニワトコSambucus racemosa

ガマズミ属Viburnum
ウリ科Cucurbitaceae

ヒョウタン類Lagenaria leucatha
ウリ類Cucumis Melo

裸子植物
コウヤマキ科

コウヤマキSciadopitys verticillata
スギ科Taxodiaceae

スギCryptomeria japonica
スギ？Cryptomeria japonica?
スギ－ヒノキ

Cryptomeria japonica －Chamaecyparis obtusa
ヒノキ科Cupressaceae

ヒノキ亜科Subfam. Cupressioideae
ヒノキChamaecyparis obtusa
ヒノキ？Chamaecyparis obtusa?
サワラChamaecyparis pisifera
アスナロThujopsis dolabrata

針葉樹
被子植物

単子葉類
タケBammbusoideae

被子植物
双子葉類

ヤナギ科Salicaceae
ヤナギ属Salix
クルミ科Juglandaceae

クルミ属Juglans
カバノキ科Betulaceae

ミズメBetula grossa
マカンバ（ウダイカンバ）Betula maximowicziana

ハンノキ属Alnus
ハンノキ属ハンノキ亜属Alnus subgen. Alnus

ヤシャブシAlnus firma
ブナ科Fagaceae

クリCastanea crenata
シイ類Castanopsis（スダジイCastanopsis cuspidata）
スダジイCastanopsis cuspidata

コナラ属Quercus
コナラ属クヌギ節Quercus sect. Aegilops
コナラ属コナラ節Quercus sect. Prinus
コナラ属アカガシ亜属Quercus subgen. Cyclobalanopsis
ブナFagus crenata
ブナ？Fagus crenata?
ニレ科Ulmaceae

ニレ属Ulmus
ケヤキZelkova serrata
エノキCeltis sinensis

クワ科Moraceae
ヤマグワMorus australis

クワ属Morus
カツラ科Cercidiphyllaceae

カツラ属Cercidiphyllum
モクレン科Magnoliaceae

モクレン属Magnolia
マンサク科Hamameridaceae

イスノキDistylium racemosum
バラ科Rosaceae
マメ科Leguminosae

サイカチ？Gleditsia japonica?
ニガキ科

ニガキ
ミカン科Rutaceae

カラスザンショウZanthoxylum ailanthoides
キハダ属Phellodendron
ウルシ科Anacardiaceae

ヤマウルシRhus trichocarpa
ヌルデRhus javanica

カエデ科Aceraceae
ウリハダカエデAcer rufinerve

トチノキ科Hippocastanaceae
トチノキAesculus turbinata

ツバキ科Theaceae（サカキ？Eurya japonica?）
ヒサカキ属Eurya

ヒメシャラStewartia monadelpha
ウコギ科Araliaceae

ウコギ属Aralia
タラノキAralia elata

モクセイ科Oleaceae
トネリコ属Fraxinus

広葉樹broad－leaved tree

１０ 下老子笹川遺跡の古環境復元
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花 粉 種 実 木 材
樹木
イチイ科－イヌガヤ科－ヒノキ科
マツ属複維管束亜属
マツ属単維管束亜属
ツガ属
スギ

ヤナギ属
クルミ属 オニグルミ
サワグルミ
カバノキ属
クマシデ属－アサダ
ハンノキ属 ハンノキ属
クリ クリ
クリ－シイ属
シイ属
コナラ属アカガシ亜属 コナラ属アカガシ亜属
コナラ属コナラ亜属 コナラ属 コナラ属コナラ亜属 コナラ属コナラ節

ナラガシワ？
ブナ属
ニレ属－ケヤキ
エノキ属－ムクノキ

コブシ モクレン属
バラ科

キイチゴ属
マメ科 フジ属
キハダ属 キハダ属

アカメガシワ
ウルシ属
ニシキギ科
カエデ属
トチノキ トチノキ トチノキ

マタタビ属
ヒサカキ属

エゴノキ
トネリコ属

ムラサキシキブ属
ニワトコ属－ガマズミ属 ニワトコ
クワ科－イラクサ科 クワ属

広葉樹
樹木－草本
ウコギ科 ウコギ科

草本
ガマ属－ミクリ属
イネ科
カヤツリグサ科 スゲ属

ヤブミョウガ
アカザ科－ヒユ科
アブラナ科
ツリフネソウ属
セリ亜科
チドメグサ亜科
ヨモギ属
キク亜科
タンポポ亜科

第４表 縄文時代晩期の花粉・種実・木材の対応関係
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トネリコ属 

集
落
域 トネリコ属・ハンノキ属の 

河辺林河辺林 
トネリコ属・ハンノキ属の 
河辺林 

トネリコ属・ハンノキ属の 
河辺林河辺林 
トネリコ属・ハンノキ属の 
河辺林 

ナラ類・クリ・トチノキ 
を中心にカシ類・スギ 
の混交林 

ナラ類・クリ・トチノキ 
を中心にカシ類・スギ 
の混交林 

草本草本のカヤツリグサ科・ 
スゲ属・セリ亜科亜科・チドメグサ亜科亜科 
などの水湿地性植物の水湿地性植物 

草本のカヤツリグサ科・ 
スゲ属・セリ亜科・チドメグサ亜科 
などの水湿地性植物 

集
落
域 

トチノキ 

広葉樹 

コナラ属アカガシ亜属 

クリ 

バラ科 

草本のヨモギ・アカザ科-ヒユ科 
などの陸性植物 

第２図 下老子笹川遺跡の縄文時代晩期の古植生

１０ 下老子笹川遺跡の古環境復元
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１１ 下老子笹川遺跡の年代について

（１）はじめに

下老子笹川遺跡では，次の３つの目的から科学的な方法を使って年代測定を行った。１つは，先史

時代の年代を知ることを目的とし，縄文・弥生時代の試料を用いた。縄文時代の試料は，晩期後～末

葉に当たるものが多く，弥生時代への移行期を表す年代を明らかにしようとし，昨今国立歴史民俗博

物館を中心に行われている年代（注１）との比較を目指した。弥生時代の試料は，後期から終末期の集落か

ら出土したもので，これらの集落の年代を明らかにしようとした。また，縄文時代の試料は，弥生時

代の始まり時期を含み，弥生時代の試料はその終末の時期を含むことから弥生時代の年代幅を確定す

ることも同時に狙いとした。

２つは，土器の出土していない遺構の年代を知ることを目的とした。Ｃ１地区の建物は，調査時に

は時期を確定する要素がなく弥生から中世まで広い時期幅があった。そのため，建物の柱根・礎板か

ら放射性炭素年代測定を行った。

３つは，歴史時代の年代を確認することを目的とした。

ここでは，別項にある委託業者の測定結果について調査者によるまとめと年代測定値と暦年代に若

干の考察を加えてみたい。

（２）年代測定の方法

下老子笹川遺跡で行った年代測定法には，大きく分けて放射性炭素年代測定法と熱ルミネッセンス

年代測定法（注２）の２つがある。また，放射性炭素年代測定には，旧来からあるβ線計数法（注３）と近年開発

されたAMS法（加速器質量分析法）（注４）の２つがある。それぞれの測定法については，分析報告のとこ

ろで述べているのでここでは割愛する。なお，年代の測定にあたっては，採取試料の特性を生かした

測定方法を委託業者と相談し，採用した。

（３）測定結果

測定結果については，各分析報告のところで示してあるが，ここではこれらをまとめて第１表に示

した。放射性炭素年代測定分析は，�古環境研究所（米国のベータアナリティック社（注５）が測定）と�

加速器分析研究所（注６）の２社で実施した。この２社ではほぼ同じように分析を行い，１４C年代を測定した

が，その暦年較正を行ったプログラムが異なる。�古環境研究所はワシントン大学のCalib５．０（注７），�

加速器分析研究所はオックスフォード大学のOxcal（注８）を使用している。この２つのプログラムは，同

じくINTCAL９８（注９）を基本にしたものであるが，同じ１４C年代値を暦年較正すると，多少異なる年代を示

す。そのため，ここでは同じ土俵に乗せるため両社の委託試料をいずれのプログラムにもかけてみた。

第１・４・６表の右側がそれである。

熱ルミネッセンス年代測定法は，�古環境研究所から長友恒人に委託し，現地調査時に試料採取を

行った。結果は，第２表に示した。

（４）測定誤差

第１～６表を見てみたらわかるように同一遺構や同じ時期と考えられる試料にもかかわらず分析値

にバラツキが出ている。ここでは，試料ごとにその原因について見てみたい。土器付着炭化物は，複

数の試料汚染が考えられる。遺物整理では，バインダー・接合・復元・実測というような順序で土器

を扱うことになる。この時に土器付着炭化物に対する汚染が複数見られる。例記すると，土器の表面

を硬化するためにバインダー液を含浸，注記には注記専用機を使用，破片の接合には接着剤を使用，
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復元には石膏やアクリル絵の具を使用，実測ではチャコペン等で割り付けを行う，土器の梱包には脱

脂綿を使用など数多くの汚染がある。

木製品には，old wood effectが考えられる。これは，樹木では最外殻の年輪が伐採年を示し，内部の

年輪は伐採以前を示すということである。木製品では，必ずしも年輪がはっきりせず，最外殻に近い

部位を試料として採取できたかが難しい。

遺構内炭化物・炭化米では，それが本当に年代を知りたい遺構の中のもので混入はないのかという

ことと，汚染はないのかということがある。

焼土の熱ルミネッセンス年代測定法では，焼土の厚さが浅く，焼土以外の遺構埋土や地山が混入し

た可能性がある。

以上のような問題点があるものの，分析報告にあるように可能な限り汚染物質の除去を行っている

ので，大幅な誤差については使用できないが，その他のデータから時代ごとに年代値を見ていきたい。

（５）縄文時代の年代

縄文時代の年代測定には，①焼土の熱ルミネッセンス年代測定，②土器の熱ルミネッセンス年代測

定，③埋没樹根の放射性炭素年代測定（AMS・β線計数法），④焼土・建物地床炉内炭化物の放射性炭

素年代測定（AMS法）⑤土器付着炭化物の放射性炭素年代測定（AMS法）の５種類がある。なお，①

～④は現場調査時，⑤は報告書整理作業時に試料を採取し分析を行った。

縄文時代の年代測定値は，第１～３表を見てみると大きく外れるものを除けば，９００～４００ＢＣの間

に概ね収まる。また，Ｃ４地区のＳＤ４５３５東側の７号土器集中地点が古く，集落部分が新しい年代値

にかたまっており相対年代の新旧とも合致していることがわかる。

このような年代値を隣県の石川県で測定されたもの（注１０）と比較してみると，ほぼこれに該当する（第

７～９表）。つまり，古い様相（中屋サワ～下野式・大洞Ｃ２式併行期）が９００～８００ＢＣ，新しい様相

（長竹式・大洞Ａ式併行期）が８００～４００ＢＣという年代値となる。ただし，これ以上の細かい年代値

を絞り込む事はこの試料では難しい。なぜなら，全く同じ年代値を示すものが多数を示しているわけ

ではなく，また同一遺構の試料であっても同じ年代値を示すわけではないからである。

（６）弥生時代の年代

弥生時代の年代測定には，①建物出土炭化米の放射性炭素年代測定（AMS法），②建物柱根・礎板の

放射性炭素年代測定（AMS法），③遺構出土板材の放射性炭素年代測定（AMS法），④土器付着炭化物

の放射性炭素年代測定（AMS法）の４種類がある。いずれも報告書整理作業時に試料を採取し分析を

行った。ここで，まず確認したかったことはＣ１地区の遺構の時期である。この地区の遺構は，その

遺構の形態を見る限りではＢ地区同様な弥生時代後期のものであろうと思われていたが，上面を削平

されており，これに伴う遺物は柱根と礎板ぐらいで時期を示す土器はなかった。そのため，調査概要（注１１）

段階では弥生～中世まで遺構の時期幅を広く見ていた。それが，今回の測定値ではＢ地区同様なもの

となり，弥生時代後期の遺構である確証を得た。これは，遺構や集落全体の性格を考えるのに非常に

重要な手がかりとなったと言えよう。

弥生時代の年代値は，第４・５表を見てみると，弥生後期前半が１Ｃ中～２Ｃ前半，後期後半が２

Ｃ中～３Ｃ前半，終末期が３Ｃ後半～４Ｃとなろう。これも縄文時代のものと同様に石川県の年代値

と比較してみてもほぼ同様な年代を示す（注１２）（第９・１０表）。

（７）古墳時代以降の年代

古墳時代以降の年代測定には，水利施設の杭・掘立柱建物の柱根の２つがある（第６表）。水利施設

１１ 下老子笹川遺跡の年代について
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の杭は，古墳時代の水田に伴うものと考えられていたが，２試料の年代測定値を見る限り７Ｃとなり，

立地から見ると水田よりも後に古代の自然流路に関連する施設と考えた方がいいようである。近世の

掘立柱建物の柱根の年代測定値は，１５～１７Ｃと１σでは測定されているが縄文や弥生時代のものと比

べると確率は低く，また他はバラツキが多いため細かい年代値を絞り込めない。

（８）まとめ

最後に放射性炭素年代測定（β線計数法・AMS法）と熱ルミネッセンス年代測定法によって測定さ

れた値から下老子笹川遺跡の暦年代を表してみた（第１１表）。測定委託当初は，下老子笹川遺跡の遺構・

遺物それぞれについて今から何年前のものであるといった細かい数字が出るものと考えていた。しか

し，先述したように試料採取後数年経てから委託に出したため，汚染物質を特定できず除去しきれな

かった可能性があったり，混入の可能性があったりと測定依頼者のミスがあったり，測定値に幅があ

ったり，年輪年代測定法などのクロスチェックができなかったことなど多くの要因があり，これ以上

の高精度の年代値を出せなかった（注１３）。ただ，これらの年代値は大枠では同時期の他遺跡の年代値と合

致しており，下老子笹川遺跡はもとより富山県の縄文時代の終焉・弥生時代の開始年代や弥生時代の

終焉・古墳時代の開始年代などの歴史年代を導き出す礎となるであろう。 （町田賢一）

注

注１ 国立歴史民俗博物館 ２００３「炭素１４年代測定と考古学」国立歴史民俗博物館研究業績集

注２ 長友恒人 ２００１「ルミネッセンス年代測定」『季刊考古学』第７７号 雄山閣

注３ １４Cの崩壊する際に放出するβ線の割合を測ることにより１４C濃度を算出する方法。AMS方に比べ，大量の試料と崩壊を待

つため長い測定時間がかかるが，安価である。

注４ 試料中の１４Cの数そのものを直接数える方法。少量の試料と短い測定時間で済むが，β線法に比べ高価である。

注５ ベータアナリティック社の測定した試料には，番号の前にBeta－がつく。

注６ �加速器分析研究所の測定した試料には，番号の前にIAAA－がつく。

注７ http : //radiocarbon.pa.qub.ac.uk./calib/mainmenu.html

注８ http : //rlaha.ox.ac.uk/orau/oxcal/html

注９ 国際標準の暦年較正データベースの今のところ最新の１９９８年版。

注１０ 名古屋大学を中心に行われている。山本直人 １９９７～２００１「縄文土器のAMS１４C年代（１）～（５）」『名古屋大学加速器質

量分析計業績報告書（�）～（�）』名古屋大学年代測定総合研究センター，山本直人 ２００３「AMS１４C年代測定法の縄文

研究への活用」『第５回考古科学シンポジウム発表要旨』考古科学シンポジウム世話人会

注１１ 柴口真澄 １９９８「C地区」『埋蔵文化財調査概要－平成９年度－』財団法人富山県文化振興財団埋蔵文化財調査事務所

注１２ 堀大介 ２００３「月影式の成立と終焉」『古墳出現期の土師器と実年代』財団法人大阪府文化財センター，光谷拓実 ２００１

「石川県内遺跡出土木製品の年輪年代」『金沢市藤江C遺跡�』財団法人石川県埋蔵文化財センター

注１３ １４C年代については，古くから賛否両論有り，最近では国立歴史民俗博物館の他に広瀬和雄，小林謙一，石川日出志，鈴木

正博，大槻瓊士氏ら多くの研究者がその問題について述べている。

第Ⅹ章 考察

３９１



�
分
析
番
号

種
類

地
区

遺
構

時
代

分
冊
挿
図
遺
物

補
正
１４
C
年
代

（
B
P）

暦
年
較
正
（
C
al
ib５
．０
）

暦
年
較
正
（
O
xc
al
）

１
IA
A
A
－
４０
４７
８

炉
炭
化
物

C
４

SI
１

縄
文
晩
期
後
～
末
葉

１

２４
８０
±
４０

９５
．４
％
＜
７７
０
B
C（
９１
．８
％
）４
８４
B
C
，４
６５
B
C（
８
．２
％
）４
１６
B
C
＞
，６
８
．３
％
＜
６６
９
B
C（
６７
．３
％
）５
３８
B
C
，７
５７

B
C（
２６
．７
％
）７
０３
B
C
，６
９６
B
C（
６
．０
％
）６
８４
B
C
＞

９５
．４
％
＜
７８
０
B
C（
８４
．６
％
）４
８０
B
C
，４
７０
B
C（
１０
．８
％
）４
１０
B
C
＞
，６
８
．２
％
＜
７７
０
B
C（
６８
．２
％
）５
１０
B
C
＞

２
IA
A
A
－
４０
４７
９

SI
２

２４
６０
±
４０

９５
．４
％
＜
６７
０
B
C（
７４
．２
％
）４
１２
B
C
，７
５８
B
C（
２５
．８
％
）６
８３
B
C
＞
，６
８
．３
％
＜
５９
４
B
C（
４０
．２
％
）５
０７
B
C
，７
５１

B
C（
３２
．９
％
）６
８６
B
C
，６
６７
B
C（
１４
．４
％
）６
３７
B
C
，４
３９
B
C（
７
．９
％
）４
１９
B
C
，４
５８
B
C（
１
．９
％
）４
５４
B
C
＞

９５
．４
％
＜
７７
０
B
C（
９５
．４
％
）４
００
B
C
＞
，６
８
．２
％
＜
７６
０
B
C（
２４
．９
％
）６
８０
B
C
，５
６０
B
C（
１８
．８
％
）４
８０
B
C
，４
７０

B
C（
１２
．２
％
）４
１０
B
C
，６
７０
B
C（
９
．０
％
）６
３０
B
C
，６
００
B
C（
３
．４
％
）５
７０
B
C
＞

３
IA
A
A
－
４０
４８
０

SI
３

２５
４０
±
４０

９５
．４
％
＜
６９
５
B
C（
６１
．４
％
）５
３９
B
C
，８
０１
B
C（
３８
．６
％
）７
０５
B
C
＞
，６
８
．３
％
＜
７９
４
B
C（
４１
．０
％
）７
４９
B
C
，６
４２

B
C（
３３
．９
％
）５
９１
B
C
，６
８７
B
C（
１９
．１
％
）６
６６
B
C
，５
７７
B
C（
６
．１
％
）５
６７
B
C
＞

９５
．４
％
＜
８１
０
B
C（
９５
．４
％
）５
２０
B
C
＞
，６
８
．２
％
＜
８０
０
B
C（
２３
．８
％
）７
５０
B
C
，６
４０
B
C（
２２
．１
％
）５
９０
B
C
，５
８０

B
C（
１３
．３
％
）５
４０
B
C
，６
９０
B
C（
９
．１
％
）６
６０
B
C
＞

４
IA
A
A
－
４０
４８
１

SI
４

３１
４０
±
４０

９５
．４
％
＜
１４
９９
B
C（
８７
．７
％
）１
３６
８
B
C
，１
３５
９
B
C（
１２
．３
％
）１
３１
４
B
C
＞
，６
８
．３
％
＜
１４
５５
B
C（
９２
．７
％
）１
３８
６

B
C
，１
４９
０
B
C（
７
．３
％
）１
４８
０
B
C
＞

９５
．４
％
＜
１５
２０
B
C（
９５
．４
％
）１
３１
０
B
C
＞
，６
８
．２
％
＜
１３
４０
B
C（
８
．９
％
）１
３２
０
B
C
，１
４５
０
B
C（
５４
．１
％
）１
３８
０

B
C
，１
４９
０
B
C（
５
．２
％
）１
３２
０
B
C
＞

５
IA
A
A
－
４０
４８
２

SI
５

２４
３０
±
４０

９５
．４
％
＜
５９
７
B
C（
６９
．３
％
）４
０２
B
C
，７
５３
B
C（
２０
．７
％
）６
８５
B
C
，６
６８
B
C（
８
．１
％
）６
３２
B
C
，６
２５
B
C（
１
．９
％
）

６１
１
B
C
＞
，６
８
．３
％
＜
５４
２
B
C（
８０
．０
％
）４
１０
B
C
，７
２７
B
C（
１８
．５
％
）６
９３
B
C
，６
５８
B
C（
１
．５
％
）６
５４
B
C
＞

９５
．４
％
＜
６０
０
B
C（
６１
．６
％
）４
００
B
C
，７
７０
B
C（
３３
．８
％
）６
１０
B
C
＞
，６
８
．２
％
＜
５４
０
B
C（
５１
．７
％
）４
００
B
C
，７
６０

B
C（
１６
．５
％
）７
００
B
C
＞

６
IA
A
A
－
４０
４８
３

SI
６

２４
９０
±
４０

９５
．４
％
＜
７８
０
B
C（
９４
．８
％
）４
８６
B
C
，４
４２
B
C（
３
．５
％
）４
１６
B
C
，４
６３
B
C（
１
．７
％
）４
４８
B
C
＞
，６８
．３
％
＜
６７
３
B
C

（
７２
．９
％
）５
４０
B
C
，７
６３
B
C（
２０
．４
％
）７
２４
B
C
，６
９４
B
C（
６
．７
％
）６
８０
B
C
＞

９５
．４
％
＜
７９
０
B
C（
８７
．８
％
）４
８０
B
C
，４
７０
B
C（
７
．６
％
）４
１０
B
C
＞
，６
８
．２
％
＜
７３
０
B
C（
６５
．２
％
）５
２０
B
C
，７
７０

B
C（
３
．０
％
）７
４０
B
C
＞

７
IA
A
A
－
４０
４８
４

SI
８

２４
３０
±
４０

９５
．４
％
＜
５９
７
B
C（
６９
．３
％
）４
０２
B
C
，７
５３
B
C（
２０
．７
％
）６
８５
B
C
，６
６８
B
C（
８
．１
％
）６
３２
B
C
，６
２５
B
C（
１
．９
％
）

６１
１
B
C
＞
，６
８
．３
％
＜
５４
２
B
C（
８０
．０
％
）４
１０
B
C
，７
２７
B
C（
１８
．５
％
）６
９３
B
C
，６
５８
B
C（
１
．５
％
）６
５４
B
C
＞

９５
．４
％
＜
６０
０
B
C（
６１
．６
％
）４
００
B
C
，７
７０
B
C（
３３
．８
％
）６
１０
B
C
＞
，６
８
．２
％
＜
５４
０
B
C（
５１
．７
％
）４
００
B
C
，７
６０

B
C（
１６
．５
％
）７
００
B
C
＞

８
IA
A
A
－
４０
４８
５

SI
９

２５
６０
±
４０

９５
．４
％
＜
８０
９
B
C（
５０
．１
％
）７
２９
B
C
，６
５２
B
C（
３４
．２
％
）５
４３
B
C
，６
９２
B
C（
１５
．７
％
）６
５９
B
C
＞
，６
８
．３
％
＜
８０
１

B
C（
６２
．５
％
）７
５１
B
C
，６
８６
B
C（
１８
．２
％
）６
６７
B
C
，６
１４
B
C（
１２
．１
％
）５
９５
B
C
，６
３６
B
C（
７
．２
％
）６
２２
B
C
＞

９５
．４
％
＜
７３
０
B
C（
５５
．３
％
）５
２０
B
C
，８
２０
B
C（
４０
．１
％
）７
５０
B
C
＞
，６
８
．２
％
＜
８１
０
B
C（
３７
．６
％
）７
５０
B
C
，６
３０

B
C（
１４
．９
％
）５
９０
B
C
，６
９０
B
C（
９
．２
％
）６
６０
B
C
，５
８０
B
C（
６
．５
％
）５
６０
B
C
＞

９
IA
A
A
－
４０
４５
４

E
３

SI
１５
・
１６

１０
７

３３
６

２６
１０
±
４０

９５
．４
％
＜
８４
５
B
C（
９０
．４
％
）７
５０
B
C
，６
８７
B
C（
４
．８
％
）６
６６
B
C
，６
３９
B
C（
３
．６
％
）５
９３
B
C
，８
９３
B
C（
１
．２
％
）８７
７

B
C
＞
，６
８
．３
％
＜
８１
４
B
C（
１０
０
％
）７
７３
B
C
＞

９５
．４
％
＜
８４
０
B
C（
８３
．６
％
）７
５０
B
C
，６
４０
B
C（
４
．４
％
）５
９０
B
C
，６
９０
B
C（
４
．２
％
）６
６０
B
C
，５
８０
B
C（
１
．８
％
）５５
０

B
C
，９
００
B
C（
１
．４
％
）８
７０
B
C
＞
，６
８
．２
％
＜
８３
０
B
C（
６５
．７
％
）７
８０
B
C
，７
７５
B
C（
２
．５
％
）７
６５
B
C
＞

１０
B
et
a－
１２
４２
８８

焼
土

炭
化
物

C
４

SO
３

４４
２６
２０
±
６０

９５
．４
％
＜
９１
３
B
C（
７８
．９
％
）７
３２
B
C
，６
５０
B
C（
１４
．５
％
）５
４５
B
C
，６
９１
B
C（
６
．６
％
）６
６１
B
C
＞
，６
８
．３
％
＜
８４
７

B
C（
８６
．４
％
）７
５８
B
C
，８
９３
B
C（
７
．１
％
）８
７５
B
C
，６
８３
B
C（
６
．５
％
）６
７０
B
C
＞

９５
．４
％
＜
９２
０
B
C（
７０
．７
％
）７
５０
B
C
，７
２０
B
C（
２４
．７
％
）５
２０
B
C
＞
，６
８
．２
％
＜
８４
０
B
C（
５５
．８
）７
６０
B
C，
９０
０
B
C

（
５
．４
％
）８
７０
B
C
，６
８０
B
C（
３
．６
％
）６
６０
B
C
，６
１０
B
C（
３
．４
％
）５
９０
B
C
＞

１１
IA
A
A
－
４０
４８
６

SO
３

２４
９０
±
４０

９５
．４
％
＜
７８
０
B
C（
９４
．８
％
）４
８６
B
C
，４
４２
B
C（
３
．５
％
）４
１６
B
C
，４
６３
B
C（
１
．７
％
）４
４８
B
C
＞
，６８
．３
％
＜
６７
３
B
C

（
７２
．９
％
）５
４０
B
C
，７
６３
B
C（
２０
．４
％
）７
２４
B
C
，６
９４
B
C（
６
．７
％
）６
８０
B
C
＞

９５
．４
％
＜
７９
０
B
C（
８７
．８
％
）４
８０
B
C
，４
７０
B
C（
７
．６
％
）４
１０
B
C
＞
，６
８
．２
％
＜
７３
０
B
C（
６５
．２
％
）５
２０
B
C
，７
７０

B
C（
３
．０
％
）７
４０
B
C
＞

１２
B
et
a－
１２
４２
８９

SO
４

２６
２０
±
５０

９５
．４
％
＜
９０
３
B
C（
８８
．０
％
）７
４８
B
C
，６
４３
B
C（
５
．６
％
）５
９０
B
C
，６
８７
B
C（
５
．０
％
）６
６６
B
C
，５
７９
B
C（
１
．４
％
）５６
１

B
C
＞
，６
８
．３
％
＜
８３
６
B
C（
１０
０
％
）７
６７
B
C
＞

９５
．４
％
＜
９０
０
B
C（
８１
．３
％
）７
５０
B
C
，６
４０
B
C（
９
．９
％
）５
４０
B
C
，６
９０
B
C（
４
．２
％
）６
６０
B
C
＞
，６８
．２
％
＜
８３
５
B
C

（
６８
．２
％
）７
６０
B
C
＞

１３
IA
A
A
－
４０
４８
７

SO
４

２５
００
±
４０

９５
．４
％
＜
７９
０
B
C（
９６
．５
％
）５
０５
B
C
，４
４１
B
C（
２
．３
％
）４
１７
B
C
，４
６２
B
C（
１
．１
％
）４
５０
B
C
，４
９２
B
C（
０
．１
％
）４９
０

B
C
＞
，６
８
．３
％
＜
６５
１
B
C（
６２
．９
％
）５
４４
B
C
，７
６７
B
C（
２０
．０
％
）７
３１
B
C
，６
９１
B
C（
１７
．１
％
）６
６０
B
C
＞

９５
．４
％
＜
４７
０
B
C（
８０
０
B
C（
８９
．５
％
）４
８０
B
C
，（
５
．９
％
）４
１０
B
C
＞
，６
８
．２
％
＜
７１
０
B
C（
６２
．５
％
）５
２０
B
C
，７
９０

B
C（
５
．７
％
）７
５０
B
C
＞

１４
B
et
a－
１２
５０
８０

埋
没
樹
根

SD
４５
３５

４８
２３
９０
±
５０

９５
．４
％
＜
５９
５
B
C（
７９
．５
％
）３
８７
B
C
，７
５１
B
C（
１４
．９
％
）６
８６
B
C
，６
６７
B
C（
４
．９
％
）６
３７
B
C
，６
２２
B
C（
０
．７
％
）

６１
４
B
C
＞
，６
８
．３
％
＜
５３
８
B
C（
９７
．８
％
）３
９７
B
C
，７
０１
B
C（
２
．２
％
）６
９６
B
C
＞

９５
．４
％
＜
６０
０
B
C（
６９
．５
％
）３
８０
B
C
，７
７０
B
C（
２５
．９
％
）６
１０
B
C
＞
，６
８
．２
％
＜
５４
０
B
C（
５９
．９
％
）３
９０
B
C
，７
６０

B
C（
８
．３
％
）７
２０
B
C
＞

１５
B
et
a－
１２
４２
８６

C
３

SD
４５
３５

２２
８０
±
６０

９５
．４
％
＜
４１
８
B
C（
９７
．０
％
）１
７６
B
C
，４
９０
B
C（
１
．８
％
）４
６０
B
C
，４
５２
B
C（
０
．７
％
）４
４０
B
C
，５
０５
B
C（
０
．６
％
）４９
３

B
C
＞
，６
８
．３
％
＜
２９
５
B
C（
４９
．８
％
）２
２９
B
C
，４
０１
B
C（
４４
．３
％
）３
５２
B
C
，２
２０
B
C（
５
．９
％
）２
１１
B
C
＞

９５
．４
％
＜
５０
０
B
C（
９５
．４
％
）１
６０
B
C
＞
，６
８
．２
％
＜
３０
０
B
C（
３４
．０
％
）２
３０
B
C
，４
００
B
C（
２９
．７
％
）３
５０
B
C
，２
２０

B
C（
４
．５
％
）２
００
B
C
＞

１６
B
et
a－
１２
４２
８７

SD
４５
３５

２３
１０
±
６０

９５
．４
％
＜
５３
９
B
C（
９９
．３
％
）２
０１
B
C
，７
０６
B
C（
０
．７
％
）６
９５
B
C
＞
，６
８
．３
％
＜
４１
４
B
C（
５４
．９
％
）３
５１
B
C
，２
９８

B
C（
３７
．７
％
）２
２７
B
C
，２
２３
B
C（
４
．３
％
）２
１０
B
C
，４
７９
B
C（
３
．２
％
）４
７０
B
C
＞

９５
．４
％
＜
５５
０
B
C（
９２
．５
％
）１
５０
B
C
，８
００
B
C（
２
．９
％
）７
００
B
C
＞
，６
８
．２
％
＜
４１
０
B
C（
３５
．９
％
）３
５０
B
C
，３
２０

B
C（
３２
．３
％
）２
００
B
C
＞

１７
B
et
a－
１２
６１
３４

D
３

SD
４９
０６

８６
２４
５０
±
６０

９５
．４
％
＜
６７
３
B
C（
７５
．９
％
）４
０５
B
C
，７
６３
B
C（
２４
．１
％
）６
８０
B
C
＞
，６
８
．３
％
＜
５５
６
B
C（
５９
．８
％
）４
１３
B
C
，７
４８

B
C（
２６
．７
％
）６
８８
B
C
，６
６５
B
C（
９
．５
％
）６
４４
B
C
，５
８９
B
C（
３
．９
％
）５
８０
B
C
＞

９５
．４
％
＜
７７
０
B
C（
９５
．４
％
）４
００
B
C
＞
，６
８
．２
％
＜
５５
０
B
C（
３８
．０
％
）４
００
B
C
，７
６０
B
C（
２１
．８
％
）６
８０
B
C
，６
７０

B
C（
６
．３
％
）６
４０
B
C
，５
９０
B
C（
２
．０
％
）５
８０
B
C
＞

１８
IA
A
A
－
４０
４４
９

縄
文
晩
期
土
器

付
着
炭
化
物

C
４

６
号
土
器
集
中
地
点

６０
５３

２６
９０
±
４０

９５
．４
％
＜
９１
２
B
C（
１０
０
％
）７
９８
B
C
＞
，６
８
．３
％
＜
８５
０
B
C（
７０
．３
％
）８
０７
B
C
，８
９４
B
C（
２９
．７
％
）８
７１
B
C
＞

９５
．４
％
＜
９２
０
B
C（
９５
．４
％
）７
９０
B
C
＞
，６
８
．２
％
＜
８４
５
B
C（
４２
．４
％
）８
００
B
C
，９
００
B
C（
１９
．５
％
）８
７５
B
C
，８
６０

B
C（
６
．３
％
）８
５０
B
C
＞

１９
IA
A
A
－
４０
４５
０

７
号
土
器
集
中
地
点

６３
６２

２６
２０
±
４０

９５
．４
％
＜
８９
５
B
C（
９７
．４
％
）７
５７
B
C
，６
８４
B
C（
２
．６
％
）６
６９
B
C
＞
，６
８
．３
％
＜
８２
１
B
C（
１０
０
％
）７
８１
B
C
＞

９５
．４
％
＜
９０
０
B
C（
９１
．５
％
）７
６０
B
C
，６
９０
B
C（
２
．５
％
）６
６０
B
C
，６
２０
B
C（
１
．４
％
）５
９０
B
C
＞
，６８
．２
％
＜
８２
８
B
C

（
６８
．２
％
）７
８８
B
C
＞

２０
IA
A
A
－
４０
４５
１

７
号
土
器
集
中
地
点

６４
６５

２７
６０
±
４０

９５
．４
％
＜
１０
０２
B
C（
１０
０
％
）８
２５
B
C
＞
，６
８
．３
％
＜
９３
２
B
C（
９３
．２
％
）８
４１
B
C
，９
６９
B
C（
６
．８
％
）９
６２
B
C
＞

９５
．４
％
＜
１０
００
B
C（
９５
．４
％
）８
２０
B
C
＞
，６
８
．２
％
＜
９３
０
B
C（
６２
．７
％
）８
３０
B
C
，９
７０
B
C（
５
．５
％
）９
６０
B
C
＞

２１
IA
A
A
－
４０
４５
２

７
号
土
器
集
中
地
点

６３
６１

２６
３０
±
４０

９５
．４
％
＜
８６
４
B
C（
９３
．７
％
）７
６５
B
C
，８
９５
B
C（
５
．７
％
）８
６７
B
C
，６
７８
B
C（
０
．６
％
）６
７５
B
C
＞
，６８
．３
％
＜
８２
７
B
C

（
１０
０
％
）７
８８
B
C
＞

９５
．４
％
＜
９０
０
B
C（
９４
．４
％
）７
６０
B
C
，６
８０
B
C（
１
．０
％
）６
７０
B
C
＞
，６
８
．２
％
＜
８２
８
B
C（
６８
．２
％
）７
９２
B
C
>

２２
IA
A
A
－
４０
４５
３

D
３

１４
号
土
器
集
中
地
点

９４
２５
０

２５
２０
±
４０

９５
．４
％
＜
７９
６
B
C（
１０
０
％
）５
１７
B
C
＞
，６
８
．３
％
＜
６４
６
B
C（
５８
．８
％
）５
５２
B
C
，７
８０
B
C（
２３
．８
％
）７
４６
B
C
，６
８８

B
C（
１７
．４
％
）６
６４
B
C
＞

９５
．４
％
＜
８０
０
B
C（
９４
．４
％
）５
１０
B
C
，４
７０
B
C（
１
．０
％
）４
５０
B
C
＞
，６
８
．２
％
＜
６５
０
B
C（
４４
．３
％
）５
４０
B
C
，８
００

B
C（
１３
．７
％
）７
５０
B
C
，６
９０
B
C（
１０
．２
％
）６
６０
B
C
＞

�
分
析
番
号

種
類

地
区

遺
構

挿
図

遺
物

測
定
方
法

蓄
積
線
量
（
G
y）

年
間
線
量
（
m
G
y/
y）

T
L
年
代
（
年
前
）

２３
焼
土
T
L
１

焼
土

C
４

SO
３

T
L

７
．３

３
．０
０
＋
０
．２
１

２
，４
００

２４
焼
土
T
L
２

焼
土

C
４

SI
１
炉

T
L

３
．３
８

８
，１
００

２５
焼
土
T
L
３

焼
土

C
４

SI
４
炉

T
L

３
．４
７

２１
，８
００

２６
土
器
T
L
１

土
器

C
４

７
号
土
器
集
中
地
点

６４
６５

T
L

８
．６
６

３
．３
３

２
，６
００

２７
土
器
T
L
２

土
器

C
４

６
号
土
器
集
中
地
点

５９
４９

T
L

７
．１
５

３
．０
２

２
，４
００

２８
土
器
T
L
３

土
器

C
４

SI
４

T
L

６
．４
８

３
．２
１

２
，０
００

１１ 下老子笹川遺跡の年代について

第
１
表

縄
文
時
代
の
１４
C
年
代

第
２
表

縄
文
時
代
の
熱
ル
ネ
ッ
セ
ン
ス
年
代
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�
試
料
名

１０
００
B
C

９０
０
B
C

８０
０
B
C

７０
０
B
C

６０
０
B
C

５０
０
B
C

４０
０
B
C

３０
０
B
C

２０
０
B
C

１０
０
B
C

０
A
D

１
SI
１

炉
炭
化
物

２
SI
２

炉
炭
化
物

３
SI
３

炉
炭
化
物

５
SI
５

炉
炭
化
物

６
SI
６

炉
炭
化
物

７
SI
８

炉
炭
化
物

８
SI
９

炉
炭
化
物

９
SI
１５
・
１６

炉
炭
化
物

１０
SO
３

炭
化
物

１１
SO
３

炭
化
物

１２
SO
４

炭
化
物

１３
SO
４

炭
化
物

１４
SD
４５
３５

埋
没
樹
根

１５
SD
４５
３５

埋
没
樹
根

１６
SD
４５
３５

埋
没
樹
根

１７
SD
４９
０６

埋
没
樹
根

１８
６
号
土
器
集
中
地
点

土
器

１９
７
号
土
器
集
中
地
点

土
器

２０
７
号
土
器
集
中
地
点

土
器

２１
７
号
土
器
集
中
地
点

土
器

２２
１４
号
土
器
集
中
地
点

土
器

２３
SO
３

焼
土

●

２６
７
号
土
器
集
中
地
点

土
器

○

２７
６
号
土
器
集
中
地
点

土
器

○

２８
SI
４

土
器

４１
８

１７
６

５３
９

２０
１

２９
５

２２
９

４１
４

３５
１

５９
５

３８
７

５３
８

３９
７

７７
０

４０
０

５９
７

４０
２

５９
７

４０
２

７７
０

４０
０

５５
０

４０
０

５４
２

４１
０

５４
２

４４１１
００

第
３
表

縄
文
時
代
年
代
測
定
試
料
の
暦
年
較
正

１
σ

２
σ

●
焼
土
の
T
L
年
代

○
土
器
の
T
L
年
代

７７
０

４８
４

７８
０

４８
６

７８
０

４８
６

７９
０

５０
５

７９
６

５１
７

８１
０

５２
０

７３
０

５２
０

６７
３

５４
０

６７
３

５４
０

６６
９

５３
８

６５
１

５４
４

６４
６

５５
２

７６
０

６８
０

９１
３

７３
２

９０
３

７４
８

８４
５

７５
０

８１
０

７５
０

８０
０

７５
０

８９
５

７５
７

８４
７

７５
８

９０
０

７６
０

８１
４

７７
３

８３
６

７６
７

８２
１

７８
１

８２
８

７９
２

９１
２

７９
８

８５
０

８０
７

１０
０２

８２
５

９３
２

８４
１

第Ⅹ章 考察
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�
分
析
番
号

種
類

地
区

遺
構

時
代

挿
図

遺
物

補
正
１４
C
年
代（
B
P）

暦
年
較
正
（
C
al
ib５
．０
）

暦
年
較
正
（
O
xc
al
）

２９
IA
A
A
－
４０
４５
５

弥
生
土
器
付
着
炭
化
物

C
１

SD
４０
０１

X３
４７
Y２
７５

中
期
後
葉

３０

１２

１８
５０
±
４０

９５
．４
％
＜
７１
A
D（
１０
０
％
）２
４９
A
D
＞
，６
８
．３
％
＜
１２
５
A
D（
９８
．５
％
）２
２６
A
D
，９
４
A
D（
１
．５
％
）９
６
A
D
>

９５
．４
％
＜
７０
A
D（
９３
．６
％
）２
６０
A
D
，３
００
A
D（
１
．８
％
）３
２０
A
D
＞
，６
８
．２
％
＜
１２
０
A
D（
６８
．２
％
）２
３０
A
D
>

３０
IA
A
A
－
４０
０２
４

炭
化
米

B
３

SI
５

後
期

１８
７０
±
４０

９５
．４
％
＜
６０
A
D（
１０
０
％
）２
３８
A
D
＞
，６
８
．３
％
＜
８２
A
D（
８４
．３
％
）１
７２
A
D
，１
９３
A
D（
１５
．７
％
）２
１１
A
D
>

９５
．４
％
＜
６０
A
D（
９５
．４
％
）２
５０
A
D
＞
，６
８
．２
％
＜
８０
A
D（
６８
．２
％
）２
２０
A
D
>

３１
IA
A
A
－
４０
０２
６

B
５

SI
６

１９
１０
±
４０

９５
．４
％
＜
１６
A
D（
９８
．８
％
）２
１６
A
D
，５
A
D（
１
．２
％
）１
３
A
D
＞
，６
８
．３
％
＜
５２
A
D（
９６
．６
％
）１
３１
A
D
，３
１
A
D

（
３
．４
％
）３
６
A
D
>

９５
．４
％
＜
A
D（
９５
．４
％
）２
３０
A
D
＞
，６
８
．２
％
＜
２０
A
D（
６８
．２
％
）１
４０
A
D
>

３２
IA
A
A
－
４０
０２
５

SI
７

１８
７０
±
４０

９５
．４
％
＜
６０
A
D（
１０
０
％
）２
３８
A
D
＞
，６
８
．３
％
＜
８２
A
D（
８４
．３
％
）１
７２
A
D
，１
９３
A
D（
１５
．７
％
）２
１１
A
D
>

９５
．４
％
＜
６０
A
D（
９５
．４
％
）２
５０
A
D
＞
，６
８
．２
％
＜
８０
A
D（
６８
．２
％
）２
２０
A
D
>

３３
B
et
a－
１８
５２
５１

SI
８

１８
２０
±
４０

９５
．４
％
＜
８５
A
D（
９３
．２
％
）２
５９
A
D
，２
９１
A
D（
６
．３
％
）３
２２
A
D
，２
８４
A
D（
０
．５
％
）２
８９
A
D
＞
，６
８
．３
％
＜
１３
６
A
D

（
１０
０
％
）２
３５
A
D
>

９５
．４
％
＜
８０
A
D（
９５
．４
％
）３
３０
A
D
＞
，６
８
．２
％
＜
１３
０
A
D（
６８
．２
％
）２
５０
A
D
>

３４
B
et
a－
１８
５２
５２

SI
９

１９
１０
±
４０

９５
．４
％
＜
１６
A
D（
９８
．８
％
）２
１６
A
D
，５
A
D（
１
．２
％
）１
３
A
D
＞
，６
８
．３
％
＜
５２
A
D（
９６
．６
％
）１
３１
A
D
，３
１
A
D

（
３
．４
％
）３
６
A
D
>

９５
．４
％
＜
A
D（
９５
．４
％
）２
３０
A
D
＞
，６
８
．２
％
＜
２０
A
D（
６８
．２
％
）１
４０
A
D
>

３５
B
et
a－
１８
５２
５３

SI
９

１７
９０
±
４０

９５
．４
％
＜
１２
７
A
D（
１０
０
％
）３
４５
A
D
＞
，６
８
．３
％
＜
２０
８
A
D（
４７
．１
％
）２
５８
A
D
，１
６５
A
D（
２１
．８
％
）１
９６
A
D
，２
９７

A
D（
１７
．２
％
）３
２０
A
D
，１
３９
A
D（
１３
．９
％
）１
６０
A
D
>

９５
．４
％
＜
１２
０
A
D（
９５
．４
％
）３
５０
A
D
，６
８
．２
％
＜
２１
０
A
D（
３０
．３
％
）２
６０
A
D
，２
８０
A
D（
１８
．５
％
）３
３０
A
D
，１
３０

A
D（
９
．７
％
）１
６０
A
D
，１
７０
A
D（
９
．７
％
）２
００
A
D
>

３６
IA
A
A
－
４０
４６
５

柱
根

SI
９
P５

１９
３０
±
４０

９５
．４
％
＜
３９
B
C（
９７
．２
％
）１
３９
A
D
，１
５５
A
D（
１
．４
％
）１
６９
A
D
，１
９５
A
D（
１
．４
％
）２
０９
A
D
＞
，６
８
．３
％
＜
４８
A
D

（
５６
．１
％
）９
３
A
D
，９
７
A
D（
２８
．５
％
）１
２５
A
D
，２
７
A
D（
１５
．３
％
）４
１
A
D
>

９５
．４
％
＜
４０
B
C（
９０
．２
％
）１
４０
A
D
，１
５０
A
D（
２
．９
％
）１
８０
A
D
，１
９０
A
D（
２
．３
％
）２
２０
A
D
＞
，６
８
．２
％
＜
２０
A
D

（
６８
．２
％
）１
３０
A
D
>

３７
B
et
a－
１８
５２
５５

炭
化
米

SI
１０

１９
００
±
４０

９５
．４
％
＜
２３
A
D（
１０
０
％
）２
２３
A
D
＞
，６
８
．３
％
＜
５３
A
D（
９５
．７
％
）１
３７
A
D
，１
９９
A
D（
３
．４
％
）２
０６
A
D
，３
３
A
D

（
１
．０
％
）３
６
A
D
>

９５
．４
％
＜
２０
A
D（
９５
．４
％
）２
４０
A
D
，６
８
．２
％
＜
５０
A
D（
６０
．９
％
）１
４０
A
D
，３
０
A
D（
３
．０
％
）４
０
A
D
，２
００
A
D

（
２
．６
％
）２
１０
A
D
，１
６０
A
D（
１
．７
％
）１
７０
A
D
>

３８
IA
A
A
－
４０
４６
６

礎
板

SI
１０

P４
１３
６

９４
３

１９
００
±
４０

９５
．４
％
＜
２３
A
D（
１０
０
％
）２
２３
A
D
＞
，６
８
．３
％
＜
５３
A
D（
９５
．７
％
）１
３７
A
D
，１
９９
A
D（
３
．４
％
）２
０６
A
D
，３
３
A
D

（
１
．０
％
）３
６
A
D
>

９５
．４
％
＜
２０
A
D（
９５
．４
％
）２
４０
A
D
＞
，６
８
．２
％
＜
５０
A
D（
６０
．９
％
）１
４０
A
D
，３
０
A
D（
３
．０
％
）４
０
A
D
，２
００
A
D

（
２
．６
％
）２
１０
A
D
，１
６０
A
D（
１
．７
％
）１
７０
A
D
>

３９
B
et
a－
１８
５２
５６

炭
化
米

SI
１１

９３
９

１８
２０
±
４０

９５
．４
％
＜
８５
A
D（
９３
．２
％
）２
５９
A
D
，２
９１
A
D（
６
．３
％
）３
２２
A
D
，２
８４
A
D（
０
．５
％
）２
８９
A
D
＞
，６
８
．３
％
＜
１３
６
A
D

（
１０
０
％
）２
３５
A
D
>

９５
．４
％
＜
８０
A
D（
９５
．４
％
）３
３０
A
D
＞
，６
８
．２
％
＜
１３
０
A
D（
６８
．２
％
）２
５０
A
D
>

４０
B
et
a－
１８
５２
５７

SI
１１

１３
５

１８
５０
±
４０

９５
．４
％
＜
７１
A
D（
１０
０
％
）２
４９
A
D
＞
，６
８
．３
％
＜
１２
５
A
D（
９８
．５
％
）２
２６
A
D
，９
４
A
D（
１
．５
％
）９
６
A
D
>

９５
．４
％
＜
７０
A
D（
９３
．６
％
）２
６０
A
D
，３
００
A
D（
１
．８
％
）３
２０
A
D
＞
，６
８
．２
％
＜
１２
０
A
D（
６８
．２
％
）２
３０
A
D
>

４１
IA
A
A
－
４０
４６
７

柱
根

SI
１１

P２
１９
１０
±
４０

９５
．４
％
＜
１６
A
D（
９８
．８
％
）２
１６
A
D
，５
A
D（
１
．２
％
）１
３
A
D
＞
，６
８
．３
％
＜
５２
A
D（
９６
．６
％
）１
３１
A
D
，３
１
A
D

（
３
．４
％
）３
６
A
D
>

９５
．４
％
＜
A
D（
９５
．４
％
）２
３０
A
D
＞
，６
８
．２
％
＜
２０
A
D（
６８
．２
％
）１
４０
A
D
>

４２
IA
A
A
－
４０
０２
７

炭
化
米

B
６

SI
１２

１８
４０
±
４０

９５
．４
％
＜
７５
A
D（
９９
．１
％
）２
５５
A
D
，３
０５
A
D（
０
．９
％
）３
１２
A
D
＞
，６
８
．３
％
＜
１２
９
A
D（
１０
０
％
）２
２７
A
D
>

９５
．４
％
＜
７０
A
D（
９２
．４
％
）２
６０
A
D
，３
００
A
D（
３
．０
％
）３
２０
A
D
＞
，６
８
．２
％
＜
１３
０
A
D（
６８
．２
％
）２
４０
A
D
>

４３
IA
A
A
－
４０
０２
８

SI
１５

１８
７０
±
４０

９５
．４
％
＜
６０
A
D（
１０
０
％
）２
３８
A
D
＞
，６
８
．３
％
＜
８２
A
D（
８４
．３
％
）１
７２
A
D
，１
９３
A
D（
１５
．７
％
）２
１１
A
D
>

９５
．４
％
＜
６０
A
D（
９５
．４
％
）２
５０
A
D
＞
，６
８
．２
％
＜
８０
A
D（
６８
．２
％
）２
２０
A
D
>

４４
IA
A
A
－
４０
０３
２

B
７

SI
１９

１９
２０
±
４０

９５
．４
％
＜
０
A
D（
９５
．７
％
）１
８１
A
D
，１
８７
A
D（
３
．７
％
）２
１４
A
D
，１
８
B
C（
０
．６
％
）１
４
B
C
＞
，６
８
．３
％
＜
５１
A
D

（
９３
．０
％
）１
２８
A
D
，３
０
A
D（
７
．０
％
）３
７
A
D
>

９５
．４
％
＜
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％
）３
３２
A
D
，８
７
A
D（
２
．４
％
）１
０５
A
D
＞
，６
８
．３
％
＜
１３
７

A
D（
１０
０
％
）２
４２
A
D
>

９５
．４
％
＜
１２
０
A
D（
９３
．６
％
）３
４０
A
D
，８
０
A
D（
１
．８
％
）１
１０
A
D
＞
，６
８
．２
％
＜
１３
０
A
D（
６７
．０
％
）２
５０
A
D
，３
１０

A
D（
１
．２
％
）３
２０
A
D
>

６５
IA
A
A
－
４０
４５
８
天
王
山
系
土
器
付
着
炭
化
物

B
７

�
b層

X２
７８
Y２
７３

３１
３

２８
１５

２１
２０
±
４０

９５
．４
％
＜
２１
１
B
C（
８７
．８
％
）４
２
B
C
，３
５２
B
C（
１１
．３
％
）２
９５
B
C
，２
２９
B
C（
０
．９
％
）２
２０
B
C
＞
，６
８
．３
％
＜
１９
９
B
C

（
９４
．８
％
）９
１
B
C
，６
９
B
C（
５
．２
％
）６
０
B
C
>

９５
．４
％
＜
２４
０
B
C（
８５
．９
％
）４
０
B
C
，３
６０
B
C（
９
．５
％
）２
９０
B
C
＞
，６
８
．２
％
＜
２０
０
B
C（
６２
．０
％
）９
０
B
C
，８
０
B
C

（
６
．２
％
）６
０
B
C
>

６６
IA
A
A
－
４０
４５
９

�
b層

X２
８６
Y２
６４

３１
３

２８
１９

２０
５０
±
４０

９５
．４
％
＜
１７
３
B
C（
９８
．６
％
）２
８
A
D
，４
０
A
D（
１
．４
％
）４
９
A
D
＞
，６
８
．３
％
＜
１１
１
B
C（
９６
．９
％
）１
A
D
，１
４６
B
C

（
３
．１
％
）１
４１
B
C
>

９５
．４
％
＜
１７
０
B
C（
９３
．７
％
）３
０
A
D
，４
０
A
D（
１
．７
％
）５
０
A
D
＞
，６
８
．２
％
＜
１２
０
B
C（
６８
．２
％
）１
０
A
D
>

６７
IA
A
A
－
４０
０２
３

炭
化
米

A
８

SI
４

終
末
期

１７
２０
±
４０

９５
．４
％
＜
２３
７
A
D（
１０
０
％
）４
１２
A
D
＞
，６
８
．３
％
＜
３１
８
A
D（
５７
．５
％
）３
８２
A
D
，２
５７
A
D（
４２
．５
％
）３
００
A
D
>

９５
．４
％
＜
２３
０
A
D（
９５
．４
％
）４
２０
A
D
＞
，６
８
．２
％
＜
２５
０
A
D（
６８
．２
％
）３
９０
A
D
>

６８
IA
A
A
－
４０
４５
６

弥
生
土
器
付
着
炭
化
物

SI
４
周
溝
B
区

３６
１７
８

１９
７０
±
４０

９５
．４
％
＜
４８
B
C（
９４
．２
％
）９
３
A
D
，９
７
A
D（
５
．８
％
）１
２５
A
D
＞
，６
８
．３
％
＜
１
A
D（
９０
．５
％
）７
２
A
D
，２
０
B
C（
６
．２
％
）

１２
B
C
，３
５
B
C（
３
．３
％
）３
１
B
C
>

９５
．４
％
＜
５０
B
C（
９５
．４
％
）１
３０
A
D
＞
，６
８
．２
％
＜
A
D（
６１
．１
％
）８
０
A
D
，２
０
B
C（
４
．３
％
）１
０
B
C
，４
０
B
C（
２
．８
％
）

３０
B
C
>

１１ 下老子笹川遺跡の年代について

第
４
表

弥
生
時
代
の
１４
C
年
代

３９４



�
試
料
名

０
A
D

４０
A
D

８０
A
D

１２
０
A
D

１６
０
A
D

２０
０
A
D

２４
０
A
D

２８
０
A
D

３２
０
A
D

３６
０
A
D

４０
０
A
D

２９
SD
４０
０１

土
器

３０
SI
５

炭
化
米

３１
SI
６

炭
化
米

３２
SI
７

炭
化
米

３３
SI
８

炭
化
米

３４
SI
９

炭
化
米

３５
SI
９

炭
化
米

３６
SI
９
P
５
柱
根

３７
SI
１０

炭
化
米

３８
SI
１０

P
４

礎
板

３９
SI
１１

炭
化
米

４０
SI
１１

炭
化
米

４１
SI
１１

P
２

柱
根

４２
SI
１２

炭
化
米

４３
SI
１５

炭
化
米

４４
SI
１９

炭
化
米

４５
SI
１９
周
溝
板
材

４６
SI
１９

P
１

柱
根

４７
SI
１９

P
４

柱
根

４９
SI
２３

炭
化
米

第
５
表

弥
生
時
代
年
代
測
定
試
料
の
暦
年
較
正（
１
）

１
σ

２
σ

１２
７

３４
５

８０
３３
０

８０
３３
０

２０
８

２５
８

７５
２５
５

７５
２５
５

７１
２４
９

１３
０

２５
０

７１
２４
９

６０
２３
８

６０
２３
８

６０
２３
８

１３
６

２３
５

１２
９

２２
７

１２
９

２２
７

２３
２２
３

２３
２２
３

１２
５

２２
６

１２
５

２２
６

１６
２１
６

１６
２１
６

１６
２１
６

１６
２１
６

１６
２１
６

０
１８
１

８２
１７
２

８２
１７
２

８２
１７
２

３９
B
C

１３
９

５３
１３
７

５３
１３
７

５２
１３
１

５２
１３
１

５２
１３
１

４４
B
C

１３
５

５２
１３
１

５２
１３
１

５１
１２
８

４８
９３

２０
８９

第Ⅹ章 考察

３９５



�
試
料
名

０
A
D

４０
A
D

８０
A
D

１２
０
A
D

１６
０
A
D

２０
０
A
D

２４
０
A
D

２８
０
A
D

３２
０
A
D

３６
０
A
D

４０
０
A
D

５０
SI
２７

SP
４１
４５

柱
根

５１
SI
２７

SP
４１
４７

柱
根

５２
SI
２８

SP
４１
０９

柱
根

５３
SI
２８

SP
４１
３４

柱
根

５４
SI
２８

SP
４１
３６

柱
根

５５
SI
２８

SP
４１
７６

柱
根

５６
SB
２
周
溝

炭
化
米

５７
SB
１１

SP
４１
２８

柱
根

５８
SB
１３

SP
４１
３８

礎
板

５９
SB
１３

SP
４１
３９

礎
板

６０
SB
１３

SP
４１
４０

礎
板

６１
SB
１３

SP
４１
４１

礎
板

６２
SH
３１

炭
化
米

６３
SD
３５
２８

板
材

６４
SF
３５
２６

板
材

６７
SI
４

炭
化
米

６８
SI
４
周
溝

土
器

�
分
析
番
号

種
類

地
区

遺
構

時
代

分
冊
挿
図
遺
物

補
正
１４
C
年
代

（
B
P）

暦
年
較
正
（
C
al
ib５
．０
）

暦
年
較
正
（
O
xc
al
）

６９
IA
A
A
－
４０
４６
１

水
利
施
設

杭
B
１

SD
２２
５０

X２
１３
Y２
１４

古
墳
時
代

２
４０
７

３４
６６

１３
４０
±
４０

９５
．４
％
＜
６３
７
A
D（
１０
０
％
）７
７２
A
D
＞
，６
８
．３
％
＜
６４
８
A
D（
８４
．７
％
）６
９２
A
D
，７
４９
A
D（
１５
．３
％
）７
６３

A
D
>

９５
．４
％
＜
６４
０
A
D（
９５
．４
％
）７
８０
A
D
＞
，６
８
．２
％
＜
６５
０
A
D（
５７
．７
％
）７
２０
A
D
，７
４０
A
C（
１０
．５
％
）７
７０

A
D
>

７０
IA
A
A
－
４０
４６
２

３４
６５

１４
００
±
４０

９５
．４
％
＜
５７
２
A
D
（
１０
０
％
）
６７
８
A
D
＞
，６
８
．３
％
＜
６１
４
A
D
（
１０
０
％
）
６６
０
A
D
>

９５
．４
％
＜
５６
０
A
D（
９５
．４
％
）７
００
A
D
＞
，６
８
．２
％
＜
６０
５
A
D（
１
．９
％
）６
１０
A
D
，６
１５
A
D（
６６
．３
％
）６
７０

A
D
>

７１
IA
A
A
－
４０
４６
０

掘
立
柱
建
物

柱
根

A
５

SB
４
SP
８８
６

近
世
～
近
代

４
２４

１０
３

２５
０
±
６０

９５
．４
％
＜
１４
６８
A
D（
６５
．９
％
）１
６９
５
A
D
，１
７２
６
A
D（
２４
．８
％
）１
８１
３
A
D
，１
９１
８
A
D（
７
．８
％
）１
９５
２
A
D
，１
８５
２

A
D（
１
．０
％
）１
８６
８
A
D
，１
８３
７
A
D（
０
．３
％
）１
８４
３
A
D
，１
８７
３
A
D（
０
．１
％
）１
８７
６
A
D
＞
，６
８
．３
％
＜
１６
２０

A
D
（
３９
．４
％
）
１６
８０
A
D
，１
５２
１
A
D
（
２８
．６
％
）
１５
７８
A
D
，１
７６
３
A
D
（
２１
．８
％
）
１８
０１
A
D
，１
９３
８
A
D

（
６
．０
％
）
１９
５１
A
D
，１
５８
１
A
D
（
３
．４
％
）
１５
９１
A
D
，１
７４
０
A
D
（
０
．７
％
）
１７
４１
A
D
>

９５
．４
％
＜
１４
７０
A
D（
６２
．６
％
）１
７０
０
A
D
，１
７２
０
A
D（
２４
．４
％
）１
８２
０
A
D
，１
９１
０
A
D（
６
．５
％
）１
９６
０
A
D
，１
８４
０

A
D（
１
．９
％
）１
８８
０
A
D
＞
，６
８
．２
％
＜
１６
２０
A
D（
２５
．６
％
）１
６８
０
A
D
，１
５２
０
A
D（
２２
．７
％
）１
５９
０
A
D
，１
７６
０

A
D
（
１６
．４
％
）
１８
１０
A
D
，１
９３
０
A
D
（
３
．５
％
）
１９
５０
A
D
>

１１ 下老子笹川遺跡の年代について

２２
４

４１
２

２３
７

４１
２

２０
９

３９
７

２５
０

３９
０

２５
２

３４
８

２３
７

３４
２

１２
０

３４
０

１２
５

３３
９

１２
５

３３
９

７９
２５
７

７９
２５
７

７９
２５
７

７９
２５
７

１３
７

２５
３

１３
７

２５
３

７５
２５
５

１３
７

２４
２

６０
２３
８

３
２３
５

４９
２３
０

４９
２３
０

１３
３

２２
９

１３
３

２２
９

１３
３

２２
９

１３
３

２２
９

１２
９

２２
７

２３
２２
３

第
６
表

古
墳
時
代
以
降
の
１４
C
年
代

第
５
表

弥
生
時
代
年
代
測
定
試
料
の
暦
年
較
正（
２
）

８２
１７
２

５１
１３
９

６３
１３
９

６３
１３
９

５３
１３
７

５０
B
C

１３
０

１
７２

３９６



試
料
N
o.

遺
跡
名

時
期

土
器
形
式

機
種

１４
C
年
代
［
B
P］

較
正
暦
年
代
［
ca
lB
C
］

測
定
co
de

１７
F
JE
０１

藤
江
C

後
・
晩
期

八
日
市
新
保
～
御
経
塚
式

深
鉢

３２
３６
±
１６

１５
２０
（
１５
７１
）
１４
９４
，１
４７
５
（

）
１４
６０

１７
F
JE
０４

藤
江
C

後
・
晩
期

八
日
市
新
保
～
御
経
塚
式

深
鉢

３０
１８
±
１５

１３
６６
（

）
１３
６３
，１
３０
８
（
１２
８８
，１
２８
２
，１
２６
２
）
１２
５８
，１
２３
２
（

）
１２
１８

１７
F
JE
０５

藤
江
C

後
・
晩
期

八
日
市
新
保
～
御
経
塚
式

深
鉢

３０
２９
±
１５

１３
６９
（

）
１３
５９
，１
３４
８
（

）
１３
４３
，１
３１
６
（
１２
９３
，１
２７
７
，１
２６
４
）
１２
６０
，１
２２
７
（

）
１２
２３

１７
O
K
D５
３

御
経
塚

晩
期

御
経
塚
式

深
鉢

３０
３４
±
１４

１３
７１
（

）
１３
５８
，１
３５
１
（

）
１３
４２
，１
３１
７
（
１２
９４
）
１２
８６
，１
２８
４
（
１２
７５
，１
２６
４
）
１２
６１

１７
O
K
D５
４

御
経
塚

晩
期

御
経
塚
式

深
鉢

３０
２８
±
２０

１３
７０
（

）
１３
５８
，１
３４
９
（

）
１３
４３
，１
３１
６
（
１２
９２
，１
２７
８
，１
２６
３
）
１２
５９
，１
２２
９
（

）
１２
２１

１７
O
K
D５
５

御
経
塚

晩
期

御
経
塚
式

深
鉢

３０
５９
±
２２

１３
８７
（
１３
７１
，１
３５
７
，１
３５
２
，１
３４
１
）
１３
３１
，１
３２
２
（
１３
１７
）
１２
９３
，１
２７
６
（

）
１２
６４

１７
O
K
D０
１

御
経
塚

晩
期

中
屋
式

深
鉢

２６
２１
±
１１
４

８９
１
（

）
８８
６
，８
４６
（
８０
１
）
７６
２
，６
２３
（

）
５９
９

N
U
T
A
－
５５
３１

１７
O
K
D０
２
（
１
）

御
経
塚

晩
期

中
屋
式

深
鉢

２６
５１
±
１２
２

９０
８
（
８０
８
）
７６
７

N
U
T
A
－
５５
３２

１７
O
K
D０
２
（
２
）

２６
８８
±
１０
０

９１
６
（
８２
２
）
７９
４

N
U
T
A
－
５６
４５

１７
O
K
D０
２
（
av
.）

２６
７０
±
７９

８９
７
（

）
８７
０
，８
６９
（
８１
３
）
７９
５

１７
O
K
D０
６
（
１
）

御
経
塚

晩
期

下
野
式

深
鉢

２７
４２
±
２５
０

１２
５４
（

）
１２
４２
，１
２１
４
（
８９
４
，８
８０
，８
４９
）
７５
８
，６
７８
（

）
６５
２
，６
４８
（

）
５４
７

N
U
T
A
－
５５
２９

１７
O
K
D０
６
（
２
）

２６
６８
±
１６
７

９９
１
（

）
９５
１
，９
４９
（
８１
２
）
７６
０
，６
７２
（

）
６６
５
，６
３３
（

）
５９
２
，５
８５
（

）
５５
９

N
U
T
A
－
５５
４６

１７
O
K
D０
６
（
av
.）

２７
０４
±
１５
０

１０
０２
（
８２
９
）
７８
０

１７
SM
N０
１

下
野

晩
期

下
野
式

深
鉢

２５
２９
±
９９

８０
３
（
７６
８
）
４７
８
，４
５４
（

）
４２
０

N
U
T
A
－
５５
２８

１７
O
K
D３
６

御
経
塚

晩
期

下
野
式

深
鉢

２４
８１
±
８５

７８
９
（
７５
６
，６
８６
，５
４１
）
４０
６

N
U
T
A
－
６４
７２

１７
O
K
D３
７

御
経
塚

晩
期

下
野
式

鉢
２８
７０
±
９７

１１
９４
（

）
１１
８４
，１
１６
３
（

）
１１
４２
，１
１３
８
（
１０
０９
）
９０
７

N
U
T
A
－
６４
７３

北
部
九
州

東
北
部
九
州

近
畿

北
陸

東
海

中
部
高
地

関
東
（
北
・
南
）

東
北

９０
０
ca
l
B
C

B
.C
．５
００

B
.C
．３
００

早
期
１

山
ノ
寺

山
管
生
B

下
野
（
古
）

西
之
山

佐
野
�

安
行
３
d

大
洞
C ２
古

早
期
２

夜
白
�

下
黒
野

（
口
酒
井
）

下
野
（
新
）

五
貫
森
古

＋
大
洞
C ２
新

前
期
１

夜
白
�

板
付
�

＋

７０
０
ca
l
B
C

長
竹
（
古
）

五
貫
森
新

女
鳥
羽
川

（
谷
地
・
桂
台
）

大
洞
A
古

馬
見
塚

離
山

氷
�
古

千
網
�
・
杉
田

（
落
合
・
池
花
南
）

大
洞
A
新

前
期
２

板
付
�
a

＋
長
竹
（
新
）

樫
王

氷
�
中
１

氷
�
中
２

氷
�
新

千
網
�
・
荒
海
１

大
洞
A

前
期
３

板
付
�
b

（
下
志
村
）

４０
０
ca
l
B
C

柴
山
出
村
（
古
）

前
期
４

板
付
�
c

＋
柴
山
出
村
（
新
）

水
神
平

氷
�

沖
�
・
荒
海
２

青
木
畑
・
砂
沢

第
７
表
縄
文
土
器
付
着
炭
化
物
試
料
一
覧
・
縄
文
土
器
の
A
M
S１
４
C
年
代
と
較
正
暦
年
代
（
山
本
・
小
田
２０
０１
を
一
部
改
変
）

第
８
表

縄
文
・
弥
生
移
行
期
の
広
域
編
年
（
山
本
２０
０３
を
一
部
改
変
）

第Ⅹ章 考察

３９７



期間の別 遺跡名等による編年対照表 内在的
時間単位

仮設年代

期 葉 北陸等 畿内・長野 関東 東北南等 BC,AD BP

晩

期

前葉
御経塚 大花 安行３a 大洞B １単位 ９００ ２９００

安行３b 大洞BC １単位 ８００ ２８００

中葉
中屋 佐野 安行３c 大洞C１ ７００ ２７００

２単位 ６００ ２６００

後半

中屋サワ �古 安行３d 大洞C２ １単位 ５００ ２５００

下野 千網 １単位 ４００ ２４００

長竹 �新 大洞A １単位 ３００ ２３００

弥

生

中期

矢木・柴山出村 � 上久保 大洞A' １単位 ２００ ２１００

小松 � 須和田 １単位 １００ ２１００

戸水 � 宮ノ台 １単位 ０ ２０００

後期

西念 � 久ヶ原 １単位 １００ １９００

法仏 弥生町 １単位 ２００ １８００

月影 �・庄内 前野町 １単位 ３００ １７００

古
墳

古府クルビ 布留 五領 １単位 ４００ １６００

高畠・宮地 和泉 １単位 ５００ １５００

須恵器 須恵器 鬼高 １単位 ６００ １４００

試料� 遺跡名 県名 土器型式
１４C年代
［BP］

較正暦年代
［cal BC,AD］

測定code

１ 月縄手 愛知 遠賀川 ２４６３±２２ BC７６０～BC４１４（１σ） BC７６３～BC４１０（２σ） NUTA２－６４０１

２ 下安原 石川 第二様式 ２２６６±２３ BC３８８～BC２６０（１σ） BC３９５～BC２１１（２σ） NUTA２－６４０７

３ 朝日 愛知 朝日式 ２２５１±２１ BC３８３～BC２３３（１σ） BC３９０～BC２０６（２σ） NUTA２－６２２４

４ 朝日 愛知 貝田町式古 ２２９４±２０ BC３９５～BC３８０（１σ） BC３９８～BC２６１（２σ） NUTA２－６６６６

５ 朝日 愛知 高蔵古 ２２３１±２０ BC３７５～BC２０９（１σ） BC３８５～BC２０３（２σ） NUTA２－６６６７

６ 朝日 愛知 高蔵式 ２０９０±２２ BC１６６～BC５２（１σ） BC１９５～BC５（２σ） NUTA２－６４０５

７ 朝日 愛知 廻間�式前半 ２０１５±２２ BC４３～AD２１（１σ） BC８５～AD５１（２σ） NUTA２－６２２５

８ 朝日 愛知 廻間�式前半 １８５１±２１ AD１２８～AD２２０（１σ） AD８４～AD２３８（２σ） NUTA２－６２２６

９ 門間沼 愛知 廻間�中頃 １９０３±２１ AD７６～AD１２８（１σ） AD３３～AD１３２（２σ） NUTA２－６６６５

１０ 大友西 石川 月影�式（AD１６９） １８７９±２２ AD８３～AD１３２（１σ） AD７５～AD２２１（２σ） NUTA２－６４０６

１１ 大長野 石川 月影式 １８６８±２５ AD８７～AD２１０（１σ） AD７７～AD２３５（２σ） NUTA２－６４０８

１２ 八王子 愛知 廻間�－１ １９７２±２２ AD３～AD６５（１σ） AD３８～AD７９（２σ） NUTA２－６３９８

１３ 門間沼 愛知 廻間�後半 １８３２±１９ AD１３２～AD２３６（１σ） AD１２８～AD２４１（２σ） NUTA２－６６６４

１４ 月縄手 愛知 松河戸�前半 １７６７±２０ AD２４０～AD３２２（１σ） AD２２２～AD３４０（２σ） NUTA２－６２２６

１５ 八王子 愛知 松河戸�前半 １７７８±２２ AD２３７～AD３２０（１σ） AD１４３～AD３３８（２σ） NUTA２－６４００

１６ 八王子 愛知 宇田－１式 １６３１±２１ AD４０８～AD４２９（１σ） AD３８７～AD５２６（２σ） NUTA２－６３９９

１１ 下老子笹川遺跡の年代について

第９表 編年対照表と仮設年代（南２００２を一部改変）

第１０表 尾張地域の弥生時代・古墳時代の土器に付着した炭化物の放射性炭素年代（木野瀬ほか２００４を一部改変）
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年代 時代 詳細時期 年代測定値からみた遺構の時期 出土遺物による相対年代及び史書にある年代

BC

１０００

縄文
時代 晩期

９００

８００

７００

６００

５００

４００

３００

弥生
時代

前期

２００

中期１００

０

AD

１００ 後期

２００ 終末期

３００

古墳

前期

４００ 中期

５００ 後期

６００ 飛鳥 飛鳥・白鳳

７００

古代

奈良

８００

平安
９００

１０００

１１００

１２００

中世

鎌倉

１３００
室町

１４００

１５００ 戦国

１６００

近世 江戸１７００

１８００
近代

明治・大
正・昭和

１９００

現代２０００

７号土器集中地点

D２・
D３地区自然流路

C４地区焼土

C４地区建物

E地区建物

B７・C１地区自然流路

B地区建物
C１地区建物

A８地区建物
A・B地区水田

B１地区SD２２５０杭

B２～４地区
自然流路

意悲郷？
D２地区建物

五位庄

A６地区掘立柱建物

加賀藩
前田家領

A５地区SB４
A５地区掘立柱建物

A３・A５地区
土台建物 山王村・立野村

西砺波郡福岡町下老子
高岡市福岡町下老子能越自動車道開通 高岡市笹川

第１１表 下老子笹川遺跡の年代

第Ⅹ章 考察
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第�章 結語
下老子笹川遺跡の遺構・遺物を地区別・時代順にまとめると以下のとおりである。

縄文時代 遺跡の北側Ｃ３・４地区では建物１４・焼土・土坑・土器集中地点・自然流路，Ｄ１・２

地区では土坑・土器集中地点・自然流路，Ｄ３・４地区では土器集中地点・自然流路，Ｅ３・４地区

では建物３・土坑がある。建物を伴う集落はＣ４・Ｅ３・４地区で，他の場所では自然流路の肩部を

中心に土器集中地点が見られ，漁労等を行う場所であったのであろう。遺構の時期は晩期中～末葉で，

建物の時期は後～末葉となる。遺物はＢ７～Ｅ４地区で出土し，縄文土器や打製石斧・磨製石斧・磨

石・砥石・石錐などの石製品が出土している。

弥生時代 遺跡の南側Ａ７・８地区では周溝式竪穴建物４・掘立柱建物４・周溝遺構１０・柵・土坑・

溝がある。遺跡の中央Ｂ１～３地区では畠，Ｂ３～７地区では周溝式竪穴建物１５・竪穴建物３・周溝

式平地式建物４・掘立柱建物５・周溝遺構３２・柵・道路・土坑・溝がある。遺跡の北側Ｃ１地区では

削平された竪穴建物がある。遺構の時期は後期～終末期である。遺物はほぼ全地区で出土し，弥生土

器（天王山系土器を含む），土錘，水盛り・桶・鍬・柱根などの木製品，石鏃・石包丁・砥石などの石

製品，石製玉作関連遺物，ガラス製玉類が出土し，中期～終末期まである。

古墳時代 遺跡の中央Ａ８～Ｂ６地区では水田，遺跡の北側Ｂ７～Ｃ１地区では自然流路がある。

遺構の時期は中期を中心とする。遺物は少ないがほぼ全地区で出土した。土師器・須恵器などの土器，

土製紡錘車，火鑽棒・火鑽臼などの木製品，勾玉・紡錘車などの石製品が出土し，前～後期まである。

古代 遺跡の中央Ｂ１～４地区では溝や自然流路，遺跡の北側Ｃ２地区では方形に巡る溝１，Ｄ２

地区で竪穴建物６・円形に巡る溝１がある。このように建物を伴う集落は，わずかに北側のＤ２地区

のみであった。遺構の時期はＢ地区が８世紀，Ｃ２・Ｄ２地区が９世紀である。遺物は少ないがほぼ

全地区で出土し，土師器・須恵器などの土器，土錘などの土製品，箸・曲物底板などの木製品が出土

し，８～１０世紀前半まである。

中世 遺跡の南側Ａ地区では，Ａ６地区で竪穴状土坑を伴う掘立柱建物４，Ａ７・８地区で方形区

画溝・畠がある。遺跡の中央に位置するＢ地区では，Ｂ４地区に両脇に区画溝を伴う掘立柱建物２の

他は，自然流路・畠・水田の区画溝がある。遺跡の北側Ｄ１・２地区では，柵・溝・自然流路がある。

建物を伴う集落はＡ６とＢ４地区のみと少なく，遺跡の大半は水田や畠などの生産地であった。遺構

の時期は，中世後半である。遺物はほぼ全地区で出土し，中世土師器・八尾・珠洲・越前・瀬戸美濃・

中国陶磁・瓦質土器などの土器・陶磁器，茶筅・漆器・曲物・折敷などの木製品，砥石・石臼などの

石製品，北宋銭などの金属製品が出土し，１２世紀後半～１６世紀まである。

近世～近代 遺跡の南側Ａ地区ではＡ１・２地区で火葬墓と見られる土坑，Ａ３～５地区で梵鐘鋳

型の出土した土台建物や掘立柱建物，Ａ６地区で方形区画溝に囲まれた土坑群がある。その他の地区

では，畠や水田の区画溝や自然流路がある。遺跡の南側では，建物を伴う集落を形成するものの，他

の部分では畠や水田などの生産地であったようでそれは現在とほぼ同じ状況である。遺構の時期は１７

世紀後半～１９世紀である。遺物は，ほぼ全地区で出土し，近世土師器・越中瀬戸・越中丸山・瀬戸美

濃・肥前陶磁・関西系陶磁器・瓦質土器などの土器・陶磁器，鋳型・土人形・土鈴などの土製品，桶・

下駄・臼などの木製品，砥石・硯などの石製品，煙管・簪・銭貨などの金属製品が出土し，１７～２０世

紀まである。 （町田賢一）

第�章 結語
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第１図 下老子笹川遺跡主な遺構の変遷（１／２０００）
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